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序

当博物館研究報告第6号を発行いたします。 当館は、 地学・植物・動物・考古・

歴史・民俗・教育(分館)をもっ総合博物館で、 山形県を中心に、 自然・人文の

両面にわた って博物館資料の収集・保存・調査研究・教育普及等の諸活動を行っ

ております。

本報告は、 上記調査研究の成果の一端ですが、 他に昭和5 5年に開館いたしま

した教育資料館の展示事業の経過概要をも収録いたしました。 教育資料館は旧山

形師範学校本館が重要文化財に指定されたのを機に、 その活用をはかるため「教

育県山形」の教育の歩みをふりかえり、 本県教育の今後を考えるよすがにするこ

とをねらいとして設けられたもの で す。 重要文化財を活用したこのよう な性

格の資料館は、 全国的にも稀なケースですので、 展示にはかなりの苦労をいたし

ましたが、 幸い多くの方々の御指導・御協力を賜わり、 特色あ る展示を行うこと

が出来ました。

他に研究報告として、 「寒河江・西村山地区の絵馬J 、「佐藤利兵衛家紅花文

書」、 「若勢の押休みについて再論Jの3論考を収録しました。 いずれも地域の問題

を論じた基礎的論考と存じます。

繁忙な日常業務の中、 これらの調査研究をすすめた職員の労を多とするととも

に、 本報告が山形県の自然や人文の理解のために、 いさ さかでも稗益するところ

があれば幸いです。

昭和6 0年2月

山形県立博物館長

大 友 義 助
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教育資料館展示整備事業報告

I はじめに
本館 は 正式 名 称 を「 山形県立博物館教育 資料 館」

と いい 、 昭和 5 5 年1 0 月 、 県立博物館の分 館 と
して 開館し た。

教育 資料 館の 開 設に 至 る 経緯 は 、 開 館直後 にな
ん ら かの 形で 発表して お く べき だっ た が、 諸般の
事情 に よ り 現在 に 至っ た。

この た びその 機 会 を得 、 今後の参 考 に 資す る た
め に、 事業の 概略 を 記録 ・報告す る ものであ る 。

E 展示計画の策定

1 教育資料館設置の構想

資料 館の施 設は 解体復元 さ れ た 重要 文化財「旧
山形師範学校 本館」 を利 用して い る 。 と い う よ り
も 、 後 述す る よ う に 、 復元整備 さ れ た 文化財の有
効利 用の ため に 教育 資料 館の 構想 が生 ま れたので
あ る 。

明治1 1 年 9月 、 山形市七日町 に 開 設 さ れ た 山
形県師範学校は、 後 に 学生数の 増加 に伴って 手狭
にな り 、 明治3 4 年、 山形市緑町の 現在地に移 転

し た。
師範学校は、 「 山形県師範学校」 に はじ まって

「 山形県尋常 師範学校J ( 明 治1 9 ) 、 「 山形 県
師範学校J ( 明 治31 ) 、 「 山形師範学校J ( 昭
和1 8 ) と改 称 を 重 ね た が、 戦後 、 山形大学の 発
足 と 共に「 山形大学教育 学 部J (昭和 2 4 ) とな
り 、 さ ら に昭 和3 8 年、 教育 学部の 山形市小 白 川
への移 転に伴っ て 、 施 設が国 か ら 県に移管 さ れ、
「 県立山形北高等学校」 となっ た。

業 務 ※ 課

昭 和 4 6 年度 か ら 行わ れ た 校舎の改 築工 事 に
よって 、 建物は 本館 正 面 を残して 東方の両翼 部が
取 り 壊さ れ た が 、 昭 和 4 8 年 6月 、 遺存部分 が重
要 文化財 に 指定 さ れ、 昭 和 5 3 年1 0 月 か ら 5 5 
年3月 まで 解体復元工 事 が 行わ れ た。

復元整備後の施 設の効果的利 用方法 が検討 さ れ、
当該施 設が 本県の 教育の 原 点であ る こ と か ら 、 山
形県の 教育のあゆみ を 語 る 資料 館 を 設置 す る こ と
になっ た。

昭 和 5 2 年、 県立博物館 と 県 文化課 との話し 合
いの 中で 、 県立博物館 と旧 県庁舎 (仮 称 ・ 歴史 資

料 館) 、 旧 山形師範学校本 館 ( 仮 称 ・ 教育史料 館)
を有 機的 に連 接す る 、 いわば博物館群 構想 と も い
う べ き利 用 構想 が 生ま れ、 県立博物館 に よって 原
案 が ま と め ら れ たo

原案 が ま と め ら れ た昭 和 5 2 年 9月の時 点で は
名 称 は「 教育史料 館」 となって お り 、 この 名称 が
「 教育 資料 館」 とな る時期 は 、 手 元 に確 た る 資料
がな い ため詳 ら か にし得な い が、 おそ ら く は昭 和
5 4 年度の後 半か ら 末 に かけての こ と と推量 さ れ
る 。 そして こ の 転換 は性格や 機能の変化で もあ り 、
こ れ に つ いて は後 述す る 。

こ れ か らの 記 述 に お いて 、 2 種の 名 称 を使 用 す
る と混乱 をき た すおそ れ があ るので 、 名 称 に つ い

て は 、 時期 に か かわ り な く 「 資料 館」で統ーして
以下の 記述 を 行 う こ と に す る 。

2 展示企画委員会の組織

先の 原案 を も と にして 、 県立博物館 と 県文化課

※ 奥山武夫(業務課長〕 金山耕三(主任学芸員) 高橋静夫(学芸員) 高橋信弥〈研究員)

野口一雄(学芸員〉
。

尾形奥典(学芸員) 佐藤陽子(研究員) 。印 文責任者
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に よって 展示構成な ど が 引き 続き検討 さ れて い た 4. 検討された展示の構想

が 、 昭 和 5 3 年度 当初 、 解体復元工事 と 並 行して (1 ) 性格 お よ び機能
展示企画委 員会が組織 さ れ、 こ れ ま での経過 を 受 当初 、 資料 館は開館時の 資料収集 と 展示のみ を

けて 資料館の性格 、 機能 、 展示内 容な ど全般 にわ 行 う こ と とし 、 恒常的な 教育 に 関す る 資料の 収
た る検討 を 行 い 、 企画案 を 作成し た。 集、 保 存、 調査研究 、 閲覧 等 に つ いて は県 教育 セ

く 展示企画委 員〉
菊地 清助 ( 山形 市立第九中 学校)
小 関 広 明 ( 県立 山形南 高等学校)
大塚 浩 ( 県教育 セ ンター)
三春伊 佐夫 ( 県立 図書館)
伊藤 寛 ( 県教育委 員 会 財務 課)
山 口 正作 ( 山形大学教育 学 部 同窓 会)
荻野 和 夫 ( 県教育委 員 会 文化 課)
村 田 敬典 ( 県教育委 員 会 文化課)
佐藤 能 ( 県教育委 員 会 文化課)
吉野 智 雄 ( 県立博物館)
板垣 英夫 ( 県立博物館)
金 山 耕 三 ( 県立博物館)
笠 原 二郎 ( 県立博物館)

3 協識の経過

展示企画委 員 会 は 、 昭 和 5 4 年 8月 2 1 日 ま で
都 合 5 回 にわ たって 開 催 さ れ た が 、 5 回 目 は 設計
者に よ る 設計 説 明 を 受け た だけなの で、 こ こ では
実 質的 協 議 を 4 回 と把 え る こ と に す る 。

(1) 第1 回 昭 和 5 3 年 5月 4 日
。 今 ま での 経過 と 今後の日程に つ いて
。 展示構成 と 展示内 容 に ついて
。 資料 収 集 に つ いて

(2) 第 2 回 昭 和 5 3 年 9 月 2 5....... 2 6 日
。 時代 区分 に つ いて
。 テー マ と 展示内 容 に つ いて

(3) 第3 回 昭 和 5 4 年1 月1 6 日
。 資料 館の性格 に つ いて
。 既存の 関連諸施 設 との 機能分担 に つ いて

( 4) 第 4 回 昭 和 5 4 年 2月 2 6 日
。 展示の視 点 に ついて
。 展示室の 構成 に ついて

ンター が担 当す る と さ れて い たo し かし検討 が重
ね ら れて い く 中 で、 県 立博物館の分 館 としての性
格 付け がな さ れ、 そ れ に伴って 機能的 に 競 合 が予
測 さ れ る 既存の 他施 設 ( 県教育 セ ンターや 県立図
書館等) との 役割分担 が検討 さ れて 、 1" ( 教育 資
料 館は) 山形の 教育 に 関す る 資料の 収集、 保存、
研究 、 閲覧お よ び展示の機能 を有し 、 山形の 教育
に ついて総 合的 、 専門的 に 理解 でき る 」 よ う な施
設 と さ れ る に 至っ た。

(2) 展示構成
(ア) 基本テー マ

『 教育 と 県民』
(イ) ね ら い

山形県の 教育のあゆみ を、 具体的 か っ立
体的な 展示に よって 理解し 、 郷土山形 との
連帯感 ・ 所属 感が培わ れ るよ う な 資料館 と
す る 。

(ウ)対象
。 表現 は小 学校 6 年生程度 と す る 。
。 展示内 容は 義務 教育の 範 囲内 で理解 でき
る よ う にし 、 な お か つ専門的な 研究 に も 役
立 つ よ う にす る 。

(ェ) 展示の視 点
。 山形の 教育 ・ 文化 を 山形 と い う 枠のみ で
考 え ず、 「日 本のな か で」 、 あ る い は 「 世
界のな かの日 本 、 そして 山形」 としての 位

置 づけ がわ か る よ う に す る 。
(オ) 展示の 展開

。 展示 は 、 教育史の 流れ を追っ たテー マ 展
示 とし 、 1室1 テー マ で展開す る 。
。 教科書の変遷 、 学校建築史 、 教育 制度史 、
風俗 文化史な ど を 主要な柱 として 展示 を 構

成 す る 。
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(3) 展示テー マ
展示内 容 に つ いて は 、 第1 固 と 第 2 回の委 員会

にお いて協議 さ れ た が 、 1室1 テー マでの 展開 を
前提 にして い るので 、 展示室数 か ら 自 ず とテー マ
数 は限定 さ れ、 各テ ー マ を ど う 括 るの か と い う 点
で 当初の案 と ま と め ら れ た 企画案 とで は 、 かな り
様相 を異にしてい る 。

こ こで は、 県立博物館 に よ って ま と め ら れ、 第
1 回委 員会に呈 示 さ れ た 当初の案 ( こ こで は原案
と 呼ぶ) と 、 第1 回委 員 会での 検 討 を 経て ま と め
られ、 第 2 回委 員 会 に呈 示 さ れ た案 ( 修 正案 と 呼
ぶ) 、 第 2 回委 員 会で 検討 さ れて 最終的 に ま と め
ら れた企画案 ( 最終案 と 呼 ぶ) と を 以 下 に 示す。

(ア) 原案
1 .  藩政下の 教育

。 藩校の成 立
。 寺 子屋
。 山 形の 和算

2 明 治維新直後の 学校
。 県下の 私 塾

3 教育 制度の創 始
。 小学校 ・ 師範学校
。 明治の 教 科書

4. 中 等教育の 普及
。 中 等学校 ・ 実業学校の 発展
。 女学生 服の う つ り かわ り

5. 昭 和初 期の郷土資料
。 北方教育 と 生活綴 り 方 教育

6. 戦時下の 学校
。 戦 時教育 体制の 進行
。 教 科書の戦時版
。 青年師範学校の創 設
。 戦 時下の 教育 行政

7. 戦 後の 教育 改革
o 6 ・ 3 ・ 3 制のや ま が た
。 新し い幼 稚園 制度の成 立
。 新制中 学校の 発足
。 新制高等学校の 発足 ( 新制大学の 発足)

。 教 員の 現職教育
。 学校給食の 普及

8. 新教育 制 度の 充実
。 へき 地教育の 振興
。 青少年教育の 充実
。 特殊 教育の 振興

(イ) 修 正案
1. 藩政下の 教育

。 藩政の成 立
。 寺 子屋
。 山 形の 和算

2 .  教育 制度の創 始
。 小学校 ・ 師範学校の創 設
。 明 治の 教科書
。 県下の 私 塾

3. 中 等教育の 普及
。 中 等学校 ・ 実 業学校の 発展
。 教 師 と 生徒の 服装の う つ り かわ り

4. 昭 和初 期の 郷土 教育
。 青年学 校 ・ 自 治 講習所
。 子守 学級
。 北方教育 と 生活綴 り 方 教育

5 .  戦 時下の 学校
。 戦 時教育 体制の 進行
。 青年 師範学校の創 設
。 学 童疎 開

6. 戦 後の 教育 改革
o 6 ・ 3 ・ 3 制 とや ま が た
。 新制中 学校の 発足
。 新制高 等学校 ・ 大学の 発足
。 幼稚園の 普及
。 学校給食の 普及
。 教 員の 現職教育

1 新教育 制度の 充実
。 へき 地教育の 振興
。 産業教育の 普及
。 特殊 教育の 振興

8. ( テー マ 展示)

5 
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① 青少年教育の 充実
(定時 制、 青年学級 、 青年の 家)

② 校舎の う つ り かわ り ( 学校建築史 )
③子 ど もの 遊びの う つ り かわ り
④ 山形教育の 現 状 と 未 来の 山形の 子 ど も

た ち
(ウ) 最終案

1 .  藩校 と 寺子屋
2 .  学校の はじ ま り
3. 明 治 か ら 大 正へ
4 .  昭 和の 郷土教育
5. 戦時 下の 教育
6 .  新し い 教育
1 テー マ 展示

( ※ 内 容 は修 正案のそ れ と 同じ)
8. 師範学校の う つ り かわ り

5 実施設計

展示企画委 員 会の 構想 に 基づいて 、 本 間利雄設
計 事務 所 ( 在山形市) が実施 設計 を 行 う こ と に
なっ た が 、 最終案 に は 展示項 目の定 め がな かっ た
こ と 、 開 設計 事務 所が 係 る 設計の 経験 がな い こ と

な ど もあって 、 実施 設計 と は い いな が ら 、 実 際 は
展示の 大 ま かなレ イ アウト を 行っ
た に すぎな かっ た 。

実質的な 実施計 画 が策定 さ れ、
実施 設計 が 行わ れ る の は 、 昭 和
5 5 年度 に 入って か らの こ とであ
る 。 県立博物館 と 展示施 工業者 と
の 間で 、 展示室の 構成や 展示配置 、
演 示具やサ イ ンな どの 具体的詳 細
な検討 を す す め る 過程で 、 テー マ
や 展示項 目な ど が遂 次 決定 さ れて
いっ たo 監修 は石島庸男氏 ( 山形
大学教育 学部助教授) に依頼し た 。

皿 最終的な展示の構成

1 館内の構成

元の 教室 ・ 宿直室 等の 部屋 が 大小 合わせて 1 0 
室あ り 、 展示室 等 を 以下の よ う に レ イ アウトし た。

( 館内 略図参 照)
① 第 1 展示室

「 藩校 と 寺子屋」 と い う テー マで 展開 す る o
② 第 2 展示室

「 学校の はじ ま り 」 と い う テ ー マで 展開す る 。
③ 第3 展示室

「 明 治 か ら 大正 へ」 と い う テー マで 展開す る 。
④ 第 4 展示室

「昭 和初 期の 教育」 と い う テー マで 展開す る 。
⑤ 休憩室

見学者の休憩 所 と す る 。
「 教育史 年表」 を 配 置 して 、 教育のあゆみ を

概 観でき る よ う に す る と 共 に 、 各校の 記念誌な
ど を 配架して 閲覧の 便 を は か るo

@ 第 5 展示室
「戦時 下の 教育」 と い う テー マで 展開 す る 。

⑦ 第 6 展示室
「 新し い 教育」 と い う テ ー マで 展開す る 。
将来、 企画展示 を 行 う 時 に 備 え て 展 示ケー

ス を移 動でき る よ う に展示構成 を は か る 。

一階

館内 略 図
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⑥ 第 7 展示室
「 教 員養成のあゆみ」 と い う テーマ で展開す

る 。
@ 校 長室

師範学校 で校長室 として使わ れてき た 部屋な
の で、 第 7 展示室 と 関連 さ せて往時の 姿 に 復元
す る 。

⑬ 事務室
職員の 居室 と し 、 管 理 ス ペー ス と す る。

2. 展示室の構成

(1 ) テー マ ( 展示室)の 導入部に は 、 その時
代の 流れや 主要 なポ イ ント を 概説し た メ イ
ン パネル を 設けて 理解の 便 を は か る。

(2) 学校模型や ジオラマ な ど に よって時代的
な雰囲気や時代 背景 を 語 る o

(3) 露 出展示 を多 用し 、 教 科書 な ど は 中 を 開
いて 見 ら れ る よ う に す る 。

3 展示項目

1 - 0 藩校 と 寺 子屋
(ア)時代 区分

近代 学校の 基礎 が定 め ら れた「 学制」
を 基準 として 、 そ れ以前 を ひ と く く り に
す る 。

付) ね ら い
藩の 経営 に な る 、 藩士子弟の 教育の 場

としての 藩校 と 、 庶 民の 子弟の 教育 を担
って い た 寺子屋 ・ 私塾 と を 対比 さ せ、 そ
れ ぞれの 教育内 容、 特質な ど を通して 近
世の 教育のあ り ょ う を 考 え さ せ る 。

(ウ) 展示項 目
1 ー 1 寺 子屋
1 一 2 格 知学舎
1 -3 藩校
1 -3 ー 1 輿譲 館
1 -3ー 2 致道館
1 - 3- 3 高楠 郷学校

2 - 0 学 校の はじ ま り
(ア)時代 区分

明 治 5 年の「 学制」 発有安 ら 明 治 1 8 
年 ま で を 扱 う 。

※ 「 学制」 に ついて は 通常「頒 布」
の 語が 用 い ら れ る が、 検討の 結果 、
「 発布」 と 表現す る こ と にし た。

(イ) ね ら い
学校が 普及し沿 就学率 が増 えて い く こ

と な ど を 通して 近代 学校 が 始 まった こ ろ
の よ う す を 理解 さ せ る と 共 に、 学校が普
及し得 た 背景 ( 寺 子屋 な どの 普及) を も
考 え さ せ る 。

(ウ) 展示項 目
2ー 1 学制発布 と 山形
2 - 2 中学校の 開校

3- 0 明 治か ら 大 正 へ
(ア)時代 区分

「小 学校令」 を はじ め と す る 、 いわゆ
る「学校令」 が相 次 い で公 布 さ れ た 明 治
1 9 年 か ら 、 大 正時代 末年 ま で を 扱 う 。

付) ね ら い
一連の「学校令」 に よって 、 戦 前 ま で

続 く 学校教育 体系の 基礎 が形成 さ れ、 中
等教育や 高 等 教育 が 普及して い く よ う す
を 理解 さ せ る 。

(ウ) 展示項 目
3 - 1 初 等教育の 充実
3 - 2 中 等教育の 普 及
3-3 専門学校 と 高 等学校

4 - 0 昭 和初期の 教育
(ア)時代 区分

昭和元年か ら 同 1 1 年 ま で を 扱 う 。
(イ) ね ら い

山 形 県の 教育 を 語 る 上で、 郷土教育 を
ぜ、 ひ と り 上 げた い と い う 意図の も と に構
成し た。

大 正デ モ グラ シーの 風潮 を 引き継ぎ な
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がら もだ んだ んと戦時色の濃 い 教育へと
変わって い く よ う すや、このこ ろ 世 界 的
に流 行した 郷土 教育 に つ いて理 解 させ る 。

(ウ) 展示項目
4 - 1 郷土 教育と つづり方 教育

5 ー 0 戦時下の 教育
(ア)時代 区分

日華事変の おきた昭 和1 2 年から、戦
争の終わった 同 2 0 年 8月1 5日 ま で を
扱 う 。

(イ)ねら い
戦時 体制下 に お か れた 児童 生徒 が どの

よ うな学校 生活 を 送った か、 また戦時下
の 教育 が どの よ う な も の であった か を理
解 させ る 。

このねら い を達成 す るため にVTR を
設置 す る o

(ウ)展示項目
5 - 1 勤労動 員と学徒動員と

。 VTRf戦ふ 少国民」
6 - 0 新し い 教育

(ア)時代 区分
終戦 から 現在 ま で を 扱 う 。

(イ)ねら い
「 教育基本法」ゃ「学校 教育法Jな ど

の公布 に よって新し い 教育 体系 がスター
トした が、戦後の 教育 がそ れ ま でと どの
よ う に変わった か を考 え させ ると共 に、

社 会教育や社 会体育の 普及 ・ 充実 に つ い
て も理 解 させ る 。

(ウ) 展示項目
6- 1 混乱の 中 から
6- 2 六 ・ 三制義務 教育
6-3 新制 高 等学校
6 - 4 山形大学
6 -5 教育委員 会
6 - 6  p. T. A 

6 -7 へき 地 教育

6 - 8 特殊 教育
6 - 9 幼 児教育
6 -10 専修学校 ・ 各種学校
6 -11 教育センター
6 -12 社 会教育の 充実
6 -13 社 会体育の振興

※ 時 系列 をた どっての 通史的 展示 は、この 部屋
で終わ る o

7ー 0 教 員養成のあゆみ
(ア)ねら い

師範学校の 建物 を利 用して い ること も
あり、 教 員養成 教育の歩み を 語 る 部屋 を
設けたo

明 治1 1 年に 山形県 師範学校 が 開 設 さ
れて からの 経緯 をた どりな がら、 山形県
の 教員養成 教育のあゆみ を概観し、本 県
の 教育 に お いて 諸 師範学校 が果たした 役
割り を考 え させ る 。

(イ) 展示項目
7 -1 山 形師範学校
7- 2 山 形女 子 師範学校
7-3 山形青 年 師範学校

W 展示の実際

展示 にあたって は、施 設が重要 文化財 であ るこ
と を考慮して 次のこと に留 意した 。

( 1 ) 建物 を外 から 見た時 に 美 観 を損ねな い よ う
パネルや 展示 物 で窓 をふ さ がな い よ う に 展示
配置 を 行った 。

(2) 床 張り も 見 どこ ろの ひと つなの で、 カー ベ
ットな ど で床 を覆わな い よ う にした 。 ただし
管理 上の つど う もあって、1階廊下だけ はリ
ノリウ ム を貼 ること にした 。

(3) 文化財の 保護のため、釘やネ ジの使 用 は極
力避けた o そのため、 パネル は 展示 ケースと
一 体 になった 「パネル ケース」 を 用 いて自 立
させ、自 立できな い「 教育史 年表」な どは、
ジャッ キ ・ ベース に よって 支持柱 を 固定 させ
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て 取 り 付 け た。
教 育資料館 の 開館に 係 わ る予 算 は 5 ， 8 0 0 万円

であ る が 、 管 理運営費や付属施設 ( 別棟 の 洗面所
や休憩 所 、 フェ ン ス 等 ) の 工事費 な ど を 除 く と 、

展示 に 係 わ る予 算 は 4， 3 0 0 万円弱 と な る O
展示施 工業 者 と の 契約 を 終 え て実施設 計 に か か

っ た の が 昭和 5 5 年 7 月 1 日 で あ る 。 細 部 の 検 討
を経て 8 月 1 1 日 に製 作 を 開 始 し、 9 月 2 7 日 に
は一部 を 除 い て施 工検収 の運 び と な っ た。 1 0 月
1 日 は 、 師範学校 の開校 1 0 2周年記念 日 に あ た
っ て お り 、 資料館 の 開 館記念式典 を こ の 日 に 行
う こ と に 当初 か ら予定 さ れ て い た た め 、 か な り 忙
し い 日 程 と な っ た も の で あ る 。
展示施 工業 者は株式 会社 山 新 イ ンテ リ ア ( 現 ・

山 新建装 ) であ る が、 実 際 の製 作施 工 は、 下請け
を行な っ た株式 会社乃村工芸社 が担 当 し た 。

t 解説パネルの構成

各展示室 の導入 部 に 、 そ の時代 の 教 育 の 全国的
な 流れ を 盛 り 込ん だ メ イ ン パネ ル を配 置 し、 個 々
の情 報 に つ い て は新 し く 開 発 し た シ ステ ム パネ ル
に よ っ て い る 。

(1 ) メ イ ン パネ ル
横 9 0 cm、 縦 1 5 0 cm ( ス タ ンド を 含 ん

だ全長は 2 2 5 cm ) の 自 立式 パネ ル で、 内
容 はテー マ 名、 メ イ ン コ ピー 、 年表、 そ の
時代の 代表的 な 学校系統 図 を 盛 り 込 ん だ が、
「 藩校 と 寺子屋」 では学校系統 図 の 代 り に
写 真 を 、 「 教 員 養成 の あ ゆ み」 で は年表 と
学校系統 図 の 代 り に 統計資料 と 写真 を 盛 り
込んだ、 。

(2) シ ステ ム パネ ル
一般 に 解説パネ ル は、 1 枚 の パネ ル に複

数 の情 報 を 盛 り 込ん で構成 さ れ て お り 、 情
報の一 部 を 差 し替 え る た め に は 、 パネ ル全
体 を 一括 し て製 作 し直 さ な け れ ばな ら な い。
こ の 点 を 考慮 し て 、 情 報 の差 し替 え を 容 易
に す る た め に 開 発 し た の が、 こ の シ ステ ム

パネ ル方式 で あ る 。
3 0 cm四方 ( 幅l cmの ス キ聞 を つ く っ て

パネ ル を配 置す る の で、 実寸 は 2 9 cm と な
る ) の パネ ル ( 記述上 エ レ メ ン ト パネ ル と
仮称す る ) を 基本 単 位 と し、 こ の エ レ メ ン
ト パネ ル の 集合体 を ひ と つ の パネ ル と 考 え
る も の で あ る o 研究 の 進展や新資料の 発掘
な ど に よ っ て、 パネ ル に 盛 り 込ん だ情 報は
早晩 差 し替 え る 必要 がお き て く る 。 こ の場
合 、 1 枚 の パネ ル に ひ と つ の情 報 を 盛 り 込
ん でお け ば、 差 し替 え の際は エ レメ ン ト パ

ネ ル の 交換ですむ し、 情 報 の 差 し 替 え だけ
で な く 、 パネ ル の退 色 ・ 変 色 な ど に も簡 単
に 対処 し得 る 。

エ レ メ ン ト パネ ル は 、 タ イ ト ル パネ/レ 、
コ ピー パネ ル、 写真 パネ ル 、 図 表パネ ル、
ベ タ パネ ル な ど か ら 成 り 、 ベ タ パネ ル は、

情 報 を 盛 り 込 ま な い 無 地 の パネ ル で、 い わ
ば余 白 用 の パネ ル で あ る 。

エ レ メ ン ト パネ ル は、 発泡 スチロー ル製
の糊 付 パネ ル を 基本 と し、 コ ピー パネ ルや
タ イ ト ルパネ ル な ど は糊 付パネ ル に 印 画紙
を 貼 り 付 け 、 ベ タ パネ ル は黄緑 色 の カラー
ベーノミー を 貼 り 付 け て い る 。

シ ステ ム パネ ル は 、 土台 と な る クロ ス 張
り の 板 パネ ル に 固定す る が、 土台 の 、 各 エ
レ メ ン ト パネ ル の 四隅 に 相 当す る 部分 に予
め ア ク リ ル製 のへソ を設 置 し て お き 、 こ の
へソ と パネ ル の 四隅 と を マジッ クテープ に
よ っ て 固定す る よ う に し て い る 。

こ の エ レ メ ン ト パネ ル のヴァ リ エー ショ
ン と し て、 い く つか の パネ ル を 合わせ た も
の ( 3 0 cmX 6 0 cmや 6 0 cmX 9 0 cmな ど )
も 使用 し て お り 、 と く に「 新 し い 教 育」 で
は 6 0 cmX 6 0 cm ( 実寸 は 5 9 cmX 5 9 cm) 
の パネ ル を 多用 し て い る 。

こ の方式 は 、 特 に 規模 の 小 さ い博物館や
資料館 な ど で効果 的 な 方法 と 思 わ れ る 。
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2 資料の展示

展示 物は 可能 な 限 り 県内で 使用 さ れ た 実物資料
を あ て た。 ま た 教 科 書 な ど は露 出 展示 を 多 く し 、
自 由 に ページ を め く れ る よ う に し た 。 ジオラ マ 等
も すべ て露 出展示 し て お り 、 開 館 当 初 は あ る 程度
盗 難 を 覚悟 し て は い た が 、 現在 まで の と こ ろ 展示
資 料 の盗難 ・ 紛失 は 1 件 も 起 き て い な い。 た だ、
ジオラ マで は 資料 の配 置 が 時 々 変わ っ て い る こ と
が あ る 。

3 ジオラマ等の製作

教 育 の背景 と し て の時代状況 を視 覚的 に理解 さ
せ る 手段 と し てジオラ マ の製 作 を 考 え た 。

製 作 に あ た っ て 、 衣服や什器 、 学用 品な ど、 で
き る 限 り 実物 を 使用す る こ と に よ り 、 当 時 の「匂
い」 を 感 じ さ せ る よ う に し た。

衣 服 を 着せ る 人体 は 、 学事年報 な ど の統計資料
を も と に 、 そ の 時代 の該 当 年 令 児童 の 平均的体格
を割 り 出 し、 当 時 の顔 写真 な ど を 参考 に し て製 作
し た が 、 写実 的 な 彩色な ど は せず、 彫塑 風 に 仕 上
げたo こ れ は 、 観覧 者 の 目 を 実物資料 に 、 ひ い て
はジオラ マ 全体に 向 け る こ と を ね ら っ た も ので あ
る 。

季節は、 衣 服 の 関係 か ら 、 冬物 を 脱 ぎ 、 夏 物 に
は ま だ早 い と い う 5 月ご ろ を設 定 し た。 夏 期 に 冬
物 を 、 あ る い は 冬 期 に 夏 物 を 見 る と 、 生理的 な 違
和感 を お ぼ え やす い ので 、 年間 を 通 じ て の 観 覧 に
た え る よ う に し た も ので あ る 。

場 所 は 、 そ の 時代の 山形県内 の 平均 的 な イ メー
ジ を 出せ れ ば可 と し た 。 強 い て い え ば、 村山地方
の 町場 と い う こ と に な ろ う か。

「 藩校 と 寺子屋」 、 「 学校 の は じ ま り」 、 「 明
治 か ら 大 正へ」 、 「 昭和初期 の 教 育」 そ し て「 戦
時 下 の 教 育」 の 5室 に 配置 し た が 、 こ の う ち 、 「
藩校 と 寺子屋」 と「 昭和初期 の 教 育」 に 配置 し た
も の をジオラ マ と い い 、 他 は背景 を省 略 し た 人体
の 配置 の みで 構成 さ れ て い る こ と か ら 「 コ スチュ
ー ム」 と 呼 んで い る 。

ジオラ マ 等 の製 作 に あ た っ て は 、 ま ず設 定 し た
シチュ エー ショ ン に 基づい て コ ンティニュィティ
( コ ンテ ) を 作 り 、 絵 コ ンテ を 作成 し て か ら 人体
の製 作 に か か っ た。 こ の過 程 の 、 絵 コ ンテ の 作成
まで の作業 を学芸員 が 行 っ た 。 な お 時 代 考証は
石島庸 男氏 の 指導 を 得た。
1) ["" 寺 子屋 の 手 習 い 風景」ジオラ マ

「 藩校 と 寺子屋」 の時代背景 を 語 る た め に設 置
し た 。

シチュ エー ショ ン は 、 幕末 の 神官 の 家宅 と し た 。
寺子屋が最 も 多 く 営 ま れ た の が幕末期で あ り 、 諸
資料 か ら 寺子屋の概要 を 追 う に も幕末頃が好適で
あ る 。 ま た 、 『 山 形 県 の 教 育 史JI ( 上倉裕二 ) な
ど に よ る と 、 寺子屋 の 師匠で 最 も 多 い の が 僧侶で 、
神官 と医 者 が そ れ に 続い て い る 。 こ の よ う なデー
タ を も と にジオラ マ の 全体的な イ メ ージ を 考 え 、
師匠 の 職 を 神官 と し た 。

師匠 は 板戸 を 背 に し て 天 神机 に坐 っ て お り 、 そ
の 横 に は 書箱 や休ん だ 寺子 の机 な ど が置 い て あ る 。
寺 子 の 中 に は 師匠 か ら 読み 方 を 教 わ っ て い る も の
や 年上 の 寺 子 に 手 ほ ど き を 受け て い る も の が い る 。
独 り で 手 習い を し て い る 寺 子 の 手 習い 帳 は 、 書 き
つ ぶ さ れ て ま っ 黒 に な っ て お り 、 そ の 上か ら 水 を
つ け た 筆で 手 習い を し て い る o

板戸や机 な ど は 、 実 際 に 寺子屋で 使 われ て い た
も の を 収集す る こ と がで き た。 衣服に つ い て は 、
可能 な 限 り幕末 まで さ か のぼる もの を探 し 、 収集

で き な か っ た も の に つい て は 次善の策 と し て 当 時
の 布地 を 用 い て 縫製 す る予 定で あ っ た 。 し か し 、
当 時 の 布地 を 使つ て の 縫製 を 行 っ て み る と 、 思
わ ぬ ア ク シデ ン ト が起 き た。 布地 の 疲労 の た め 、
縫 い 目 か ら裂 け て く る ので あ る 。 そ こで 、 昔 な が
ら の「棒縞」 を 織 っ て い る 織 り 屋 を探 し て 生地 を
入手 し、 そ れ を 仕立 て る こ と に よ っ て 、 や っ と雰
囲 気 を 出す こ と がで き た。
2) ["" 小学校 の授 業 風景」ジオラ マ

「 昭和初 期 の 教 育」 の 時代背景 を 語 る た め に設
置 し た。
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昭和 8 年、 我 が国 の 教 科 書 に は じ め て カラー の
挿 し 絵が登場 し た 。 「 サ イ タ サ イ タ サ クラ
ガ サ イ タ」 で始 ま る 、 「 サ クラ 読本」 と 通称 さ
れ る固定第 4 期 本 で あ る O

こ の 教科書 を 使用 す る た め に 、 年代設 定 を 昭和
1 0 年 と し たO

黒板の 前 の 教壇 に は 、 袴姿 に 丈長 のウ ワッ パ リ
を着た女の先生 が 、 片 手 に 教科書 を ひ ろ げ て 立 っ
て い る 。 教室 は 小学校 1 年生 の 男 女学級 で、 男 児
4 名 、 女児 4 名 が 2 人掛け 用 の机 に 向 っ て 本 を ひ
ろ げ て い る 。 机 の 脇 に 起立 し て「 サ イ タ サ イ タ

.. J を朗 読 し て い る 女 児 、 本 を忘 れ て き て 隣 り
の児に見 せ て も ら っ て い る 者 や よ そ み を し て い る
男 児 など、 が い る 。

机 や椅 子 な ど は順 調 に 収 集 で き た。 衣服に つい
て は 、 こ の こ ろ の写 真 を見 る と 、 地域 に よ っ て は
す べ て が学童 服で あ っ た り 着 物 だけ の と こ ろ が あ
った り し て 、 か な りバラ ツ キ が あ っ たO そ こ で、
聞 き 取 り 調査や 当 時 の 写 真 の 調査 な ど を 通 し て洋
服 の平均割 合 を 2 5 % と し 、 男女各 1 名 を洋 服 と
した。

教師 の着物や 男 児 の学童 服は実物資料 を 使用す
る こ と が で き た が 、 児童 の着物や女児 の ワ ン ピー
ス な どは縫製 に よ っ た。 着 物 の 縫製 に つ い て は 、
「寺子屋…」 と同 じ ケー ス が生 じ た た め 、 現代物
を使用 し た 。 ま た 女 児 のエプロ ン に つ い て は、 こ
の こ ろ の 女学校 の 教 科書 に 図 と 共 に 作 り 方 が 載 っ
て い た の で、 そ れ に倣 っ て 作成 し たO

石盤 や石筆、 筆箱 な ど は 大量 に 寄贈 を 受 け た た
め 、 各 児童 に あ て が う こ と が で き た。

床 板は 、 学校模型 作 成 の た め 下見 に 行 っ た 三中
分校で、 体操場の床補 修 の た め既存の床 板 を廃棄
す る 旨 を 聞 き 、 寄贈 し て も ら っ て こ れ に あ て た。
「 寺 子屋…」 の床 板 に も 使用 し て い る 。
3) I 小学校 の登校 風景」 コ スチュー ム

「 学校 の は じ ま り」 の 時代背景 を 語 る た め に設
定 し た。

年代設 定 は 明治 1 8 年 と し 、 男 の 教 師 と 男 女 の

児 童 を 配 し て 、 学校近 く の路 上で あ い さ つ を 交 し
て い る 場 面 を構成 した。

背景 を 全 く 取 り 去 り 、 路 上 で あ る こ と を 表 す
細工 な ど も 省 い た。 こ の部屋に は 、 学校模型 が 2
点配置 さ れ る の で、 こ の部分 を 大 き く 構成す る と
部 屋全体 が喧 操 に な り 、 他 の 展示 が 目 立 た な く な
る の で、 あ え て こ の よ う な 単純 な 構成に した も の
で あ る 。

履 物、 特に 下駄や草履 の類 は消耗 品であ り 、 収
集 時 も 、 履 き 古 し た も の を 保存 し て い た と こ ろ は
皆 無 で あ っ た。 ま た 、 詰襟 の学生 服な ど も な か な
か 収 集 で き な か っ た の で、 こ れ ら に つ い て は現在
の も の を 使用す ると と に した。 こ の事情 に つ い て
は 、 「 大 正時代 の 児童 生徒」 や「 戦時 下 の学校」
で も 同 様 で、 あ る O

教 師の詰襟 服 は 、 先 の よ う な 事情 で現代 の も の
を 使 用 し た が 、 考 証 を受け て 、 現在 の も の よ り も
5 111m 程襟 を 高 く し て 布 カラー を つ け た り 、 ズ ボ ン
を 細 目 に し 、 丈 を ク ルブ シ が見 え る 位 に 短か く す
る な ど、 当 時 の ス タ イ ル に そ っ て 作 り 変 え た。
4) I 大 正 時代 の 児童 生徒」 コ スチュー ム

「 明 治か ら 大 正 へ」 の 時代背景 を 語 る た め に設
置 し た も の で、 年代 を 大 正 1 0 年頃 と し た 。

デ カ ン ショ と よ ばれ た朴歯 下駄 を は き 、 マ ン ト
を つ け た 高 等学校 の 生徒 と 、 単語帳 を 持 っ た 中学
校 の 生徒 ( 兄 弟 ) が 話 を し な が ら 学校 に 向 っ て い
る 。 ま た 、 教科書 の包 み と 弁 当 を 持 っ た 女学 生 と
小学生の姉妹 が話 し な が ら 登校 し て い る 。 後 か ら
小学生 の 男児 が か け 足 でや っ て く る 。

こ れ ら を 3mX 1. 8 m の 背景 等 を 全 く 省 い た ス
テージ に 配置 し た 。 こ の部屋 に も 学校模型 が 2 点
展示 さ れ る の で、 喧 操 を 避 け た も の で あ る 。

当 時 の登校風景 を 考 え る 時、 高 校生 ・ 中学生 と
女学 生 を も っ と 離す の が 自然、 だ と す る 考 え も あ っ
た が 、 展示 ス ペー ス と の 関係 も あ り 、 こ の よ う な
形 に 落 ち つ い た。

小学 生女児や 女学 生 の着 物 は 、 実物 を収集す る
こ と が で き た。 中 ・ 高 生 の帽 章や校章入 り の ボ タ
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ン に つ い て は 、 開館後 の寄贈 が あ り 、 充実 しつ つ
あ る こ と を 付記 し て お く 。
5) I 戦時下 の学校」 コ スチュー ム

「 戦時 下 の 教育」 の 時代背景 を 語 る た め に設 置
し たo 年代 は昭和 1 9 年 と し た 。

当 初 は「 大 正時代の 児童生徒」 と 同 様 の 登校風
景 を設 定 し て い た が、 展示 ス ペ ー ス の 都合 か ら 構
成 を 変更 し た。 ステー ジ の 形状等 か ら 、 こ れ ま で
の も の と 違 っ て 、 全体 が ひ と つ の シチュ エー ショ
ン でつ な が る と い う こ と が な く 、 夫 々 別個 の も の
と し て 構成 し た。

八角柱 を呈 す るVTR コー ナー の 、 間仕切 パネ
ル の外 側 3 面 を 使 い 、 当 時 の学校 の よ う す を 語 る
新 聞 記 事 を 写真製版 し て パ ッ ク パネ ル と し、 そ の
前 の ステー ジ に 人 体 を配 置 した 。

防空 頭巾 と 雑 の う を 両袈裟 に か け、 駈 足 で登校
中 の 小学生 ( 男 女 ) が 、 こ の コー ナー で唯 一 の 動
き の あ る も の に な っ た。 そ の隣 り に ナ ギナ タ訓練
の 女学生、 銃剣 術訓練 の 中 学生、 学徒 出陣 の 高 校
生が立 ち 並 ぶ。 バラ パラ では あ る が、 こ の 時期、
そ れ ぞれ の お かれ た 状況 を 端的 に示 す よ う配 慮 し
た 。

練習用 の ナ ギ ナ タ や銃剣、 学徒 出陣 に 際 し て袈
裟 に か け る 寄せ 書 き の 日 の丸 の旗 な ど は 実物 を 収
集す る こ と が で き た 。 ま た 小学 生や 女学 生 の 制服
も 、 一部 を 除い て 実物 を 収集 で き た 。 雑 の う や 防
空 頭 巾 は縫製 に よ っ た。

4. V T Rの制作

「 戦時下 の教育」 の ね ら い を 達成す る た め に 、
当 時 の映画 を も と に 、 VTR を 制作す る こ と に し
た 。

使用 し た 映画 は「 戦ふ 少国民一 農 村教場一」 と
い い、 昭和 1 8 年、 軍 事保護 院 の 指導 ・ 後援の も
と に 、 軍 人援護 精神 の 高 揚 を 意 図 し て製作 さ れ た
も の で、 各 県 の 国 民学 校 に材 を 採 り 、 全 4 部か ら
成 る o こ れ ら の 映 画 は 完 成後、 全国各地、 さ ら に
は 海外 の 戦地 な ど で 上映 さ れ た と 聞 く 。

本編 は 第 3 部 ・ 冬期篇 で、 山形市郊 外 の大曽根
国民学校 を 舞台 に「 勤労 を 行 な り と し て 、 風雪に
も め げず、 暁 天 雪中 の 皇軍 戦捷 祈願 に 、 或 は 出 征
家 族 の 勤労奉仕、 傷撰軍 人 の 援護 に と 、 黙 々 と し
て 精進す る 雪国 の 子供た ちJ ( 脚本 よ り ) を 描 い
て い る 。 大曽根国民学校 が、 昭和 1 7 年、 軍 人援

護 教育 研 究 の 県指定校 と な り 、 翌 1 8 年、 軍 事 保
護 院 の表彰 を受 け た こ と が 、 選定の要因 と な っ た
よ う で あ る 。 ほ か に は 、 鹿 児島 県 前 の浜国民学校
( 第 1 部 ・ 夏期篇一 農 漁 村 ) 、 愛知県八幡町第一
国民学校 ( 第 2 部 ・ 秋期篇一 中 小都市 ) 、 横浜市

西 前国民学校 ( 第 4 部 ・ 春期篇一 大都市 ) が選 ば
れ て い る 。

昭和 1 9 年 、 こ の映画 の監督 で あ る西尾佳 雄氏
か ら 、 撮影 中 世話 に な っ た お 礼 に と 、 未編 集 のラ
ッ シュプ リ ン トが撮影 台 本 と 共 に 寄贈 さ れ、 学校
では「 校宝 ・ 村宝」 と し て 大切 に取扱 い 、 戦後 も
占領軍 の 目 を の が れ て 保 存 さ れ て き た 。 寄贈 さ れ
た の は 、 3 5 ミ リ の フィ ル ム で、 磁 気テープ が 別
に な っ て い た が、 戦後 1 6 ミ リ に 転写 さ れ、 両方
が現存 し て い る 。

1 6 ミ リ の転写 フィ ル ム をソー ス と し て 使 い 、
約 2 5 分間 に わ た る も の を戦 時下 の 教育 と い う 視
点 で と ら え 直 し 、 お よ そ 7 分ほ ど に再編 集 し た の
が 、 VTRI 戦ふ少 国民 」 で あ る O

カ ッ ティ ング の作業や ナ レー ショ ン の 作 成 な ど
編 集作 業 の ほ と ん ど 全て を学芸 員 が 行 っ た 。

編 集 に あ た っ て 1 6 ミ リ フィ ル ム を ま ず 1 イ ン
チビデオテープ に ダビ ング し 、 こ れ か ら さ ら に 2
分 の 1 イ ンチビデオテープ に ダビ ング し直 し て カ
ッ ト割 り を 行 っ た 。 カ ッティ ング に あ た っ て は

ソー ス の順序 は 変 え ず 、 こ ち ら の意 図 に副 う も の
を 拾 い 出す方法 を 採 っ た。 カ ッ ト の 粗割 り が終 わ
る と 、 ス ト ッ プ ・ ウオ ッ チ を 片 手 に 、 カ ッ ト の 採
否や シー ン の 長 さ を 検 討 し 、 ナ レー ショ ン の 長 さ
や挿 入場所 を 決 め、 スー パー を作成 し、 BGM を
選定 し た 。

こ れ ら を も と に し て 、 先 の 1 イ ンチテープ か ら
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1 イ ン チのダビ ン グ テープ を 作成し 、 マザー ・ テ
ープとし たo 展示にあ たって は、 マザー ・ テープ
か ら 2 分の1 イ ンチ テープ ( VHS方式) にダビ
ングし た もの を使 用して い る o

再 生機 は 、 メ ンテ ナ ンス を 容 易 に す る ため 、 テ
ープ始動の ためのリレー を 取付け る にと どめ 、 テ
ープの無 録画 部分 を カットしてリーダー ・ テープ
に つなぎ 、 テ ープエ ンド ・ リワイ ンド 機能 を利 用し

て巻き戻し 、 スタ ンパイ す る よ う にして い る。
当初 5 分 程度のプログラ ム を 考 えて い た が、 完

成してみ ると 、 タイトル か らエ ンド ・ マーク ま で
7分弱となってし まっ た。

E 掌枝模型の製作

時代 に よって種々変化のあ る学 校建 築 を 取 り 上
げ 、 ジオラ マと 同様、 時代的な背景 を視覚的 に理
解 させ る 手段として 、 学 校模型の製作 を 考 え たo

製 作 にあ たって 業者依託 はせ ず、 県内の各工 業
高等学 校の建築科等に、 生徒の 実習 を兼 ねての製
作 を 依頼し た。

製 作の対象とし たの は 5 校で、 明治時代 か ら 大
正時代 ま での学 校建築の う ち 特色のあ る もの を選
び 出し たo

縮尺 は 、 他との比較 が可能な よ う に揃 え る こと
とし 、 校舎の窓 枠が 過不 足な く 表現 でき る こと 等
を基準 に検討 を 重 ね 、 5 0 分のlと 決定し た。 ま
た 全体の 大き さ を考 えて 、 規模の 大き い学 校 につ
いて は部分模型とし 、 小 さ い学 校 に つ いて は全体
を作成 す る こととし たo

製 作担 当者との 間 で打 合せ を 行い 、
。内 部構造 は一切不要。
。 部分模型 に つ いて は 、 切断 面 を 白 く 塗装 す る 。
。外壁 等の色 は 、 按工時 に遡って 彩色 す る o
。 地表の 表現 は省 略して も可o

な ど につ いて 共通理 解 を得 た。 製 作に か かって か
ら も幾度 か打 合せ を 行 い 、 ま た相互 に連絡 を 取
り 合いな が ら 作業 を進め た。

図 面 を お こ す ため に国 立国 会図 書館 ま で 出向 い

た り ( 朝曝学 校) 、 夏休み を利 用して 合宿し 、 足
場 を組ん で測量し た り ( 三 中学 校、 山形中学 校)
あ る い は細部観察や色 合わせの ため に幾度とな く
現地 に 足 を運んだ り ( 山形高 等学 校、 山形師範学
校)と い う よ う に 、 各担 当 者 は 大分ご苦労 さ れ た
と聞 く 。

製 作模型の概要
ちfよ号( 1) 朝鴫学校 ( 鶴岡市 、 明治 9 年 竣工 、 同1 6 年

焼失)
製 作担 当 県立鶴岡工 業 高 等学 校 (定時制)

建築科
作成 部分 全館
法 量 幅 21 0 x奥 行1 2 0 x 高3 9 cm 

(幅 ・ 奥 行 は台座の寸法 、 以下 同)
展 示 室 「学 校の はじ ま り」

みt�由、(2) 三中学 校 ( 朝日町 、 明治 1 5 年 竣工 、 朝日町
立出宝留すl小学 校三 中分 校として 現
存)

製 作担 当 県立 山形工 業高 等学 校 ( 全日制)
建築科

作成 部分 校舎 を 含む 校地の 全体
法 量 1 2 0 X1 2 0 X 2 0 cm
展 示 室 「学 校の はじ ま り 」

(3) 山形中学 校 ( 山形市 、 大 正元年 竣工 、 現 県立
山形東高等学 校)

製 作担 当 県立山 形工 業高 等学 校 ( 全日制)
建築科

作成 部分 本 館 正 面のみ
法 量 1 2 0 X1 2 0 X 3 2 cm
展 示 室 「 明治 か ら 大正 へ」

(4) 山形高等学 校 ( 山形市 、 大 正 9 年 竣工 、 後 山
形大学人 文学 部、 構 内整備の ため 一
部 をの こして 解 体)

製 作担 当 県立米 沢工 業 高 等学 校 ( 定時制)
建築科

作成 部分 北西隅の 正 面入 口 か ら 東側4 部屋、
南側3 部屋ま で で切断

法 量 1 2 0 X1 2 0 X 2 6 cm
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展 示 室 「 明 治 か ら 大 正へ」 担 当 者名 ( 学校 ・ 科 名 ) を 4 段 に 表示
(5) 山 形師 範学校 ( 山形市、 明治 3 4 年竣 工、 現 し て い る 。

教 育資料館 ) こ れ ら のラ ベ ル は リ ス フィ ル ム に よ り 焼付 け た
製 作担 当 県立新庄工業高等学 校 イ ンテ リ ア 科 も の で、 こ の 印画紙 を ア ク リ ル樹脂 の板 に 貼 り つ
作成部分 正 面現存部分 ( 重要 文化財指定部分 ) け て い る 。
法 量 1 2 0 X 1 2 0 X 4 2 cm ほ か に 、 写 真 パネ ル の 下端 に 貼 り 付け た スー パ

展 示 室 「 教 員養 成 の あ ゆ み」 ー をラ ベ ル 的 に 使 用 し た と こ ろ も あ る 。 スー パー
は、 黒地 に 白技 き 文 字 の 写真プ リ ント を 使用 し て

6. 解説文の構成 い る 。
解説 文 ( コ ピー ) は 、 展示室 の導入 部 に配 置 し

た メ イ ン コ ピー と 、 各項 目 に副 っ た解説 ( サブ コ
ピー ) か ら 成 る 。

い ずれ も 表現 は「 です調」 と し、 小学校 6 年生
程 度 の 学 力 で理解 で き る よ う に し た。

メ イ ン コ ピー は 、 そ の時代 の 教育 の 大 き な 流れ
を 概述 し、 サブ コ ピ ー は 山形 県 内 を 主体 と し、 必
要 に 応 じ て 全国 的 な こ と が ら も 併記 し た。

コ ピー は 、 タ イ ト ル も 含 め て 黒地 に 白抜 き 文字
と し たO

7. ラベル

ラ ベ ル は 白 地 に 黒 文 字で統ー し た が 、 記載 内容
に よ っ てラ ベ ル の寸 法 は 異 な り 、 類 別 す れ ば 次 の
よ う に な る 。

タ イ プA ( 8. 1 cm X O. 8 cm ) こ の タ イプ のラ
ベ ル が 最 も 多い。 寄贈 者 名 の み を 記 し
た も の で 00 市 0000 氏寄贈

8 教育史年表

2 階休憩室 に 教 育 史年表 を配 置 し、 ベ ンチ に 腰
を お ろ し な が ら 山形 県 の 教 育 の あ ゆ み を 概観 で き
る よ う に し た。

年表 は 、 1 3 3. 5 X 3 0 cmの縦長 の パネ ル を枠
の 中 に 横 に並 べ て ハ メ 殺 し に し た も の で、 パネ ル
は 1 3 枚 か ら 成 り 、 全体 の 大 き さ は縦 2 1 0 cm、
横 4 0 0 cm と な る 。

昭和元年( 1 9 2 6  ) を 基点 と し て 1 0 年ご と
に 区切 り 、 昭和 以 前に つ い て も 同様 に 1 0 年ご と
に 区切 っ た が 、 1 8 6 5 年以 前 は 事項が 少な い た
め も あ っ て 、 1 枚 の パネ ル で処理 し たo

県 内 の 出来事 を 黒字、 全国的 な 事項 を 赤字 で表
し 、 県 内 の 動 き と 全国 的 な す う勢 と を 対比 で き
る よ う に し た。

1 0 年 間 を 1 枚 の パネ ル で扱 っ た の は 、 項 目 の
多寡 に よ っ て そ の年代 の 教 育 の動 き を視 覚的 に 把

と 表示 し て い るD え る こ と が で き る よ う に し た も の で あ る 。 ま た 、
タ イプB ( 8. 1 cm X 1 .  8 cm ) 資 料 名 と 年代 を と こ ろ ど こ ろ に 校 舎や扇額 な ど の写真 を挿 入 し、

表示 。 文字だ け か ら 成 る 年表 の 単調 さ を補 っ た 。
タ イ プC ( 8 .  1 cm X 2. 8 cm ) タ イ プD と 共 に パネ ル枠 の 上 部 に は 、 初等教育 を 主 に し た 教 育

ジオラ マ に 使用 し て い る 。
資 料 名 と 寄贈 者名 を 表示 。

タ イプC' ( 8. 1 cm X 3 .  4 cm ) タ イ プC と 同 じ
構成 であ る が、 寄贈 者名 が 複数 に な っ
て い る 。

タ イ プD ( 1 1 cm X 3. 5 cm ) 学校模型 のラ ベ
ル で、 学校名 ・ 竣 工年 ・ 所在 地 ・ 製 作

制 度 の 変遷 を 図示 し、 理解 の便 を 図 っ た 。
項 目 は 、 寛永 1 8 年 ( 1 6 4 1 ) の『 岡 山藩

「 花畠教 場」 を設 立 ( 藩校 の は じ め ) j] か ら 昭和
5 5 年『 山形県立博物館教 育資料館が開 館』 ま で
3 3 5 項 目 か ら 成 る 。

今 に し て 思 う こ と で あ る が、 パネ ル の 追加 に よ
っ て 発展で き る シ ステ ム を 考 え る べ き で あ っ た 。
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V 問題点と今後の課題

(1 )収蔵庫について

収集資料 は、 開館時す でに 7 ， 2 0 0 ，点 余 に 及 ん
でお り 、 そ の 内 展示 し 得 た も の は 、 別 表 に示 す よ
う に 8 7 0 点 に す ぎず、 そ の 後 も 資 料 は 増 加 の 一
途 を た ど っ て い る 。 一方、 収蔵ス ペー ス は 、 階段
の 上下に 計 4 部屋 ( 階段 の 上 は 1 坪 づっ、 下 は 2
坪強 ) が あ る に す ぎ な い。 開館後、 原位置 に移築
復元 し た 門 衛所 を は じめ と し て 、 収蔵ス ペー ス と
し て 利用 可能 な と こ ろ はす べ て 利用 し、 な お か つ
不足 し て い る 部分 に つ い て は 、 隣接す る 県立山形
北 高等学校 の土蔵 ( 師範学校時代か ら の も の ) を
借 用 す る な ど し て い る が 、 そ れ で も 収蔵 ス ペー ス
は圧倒的 に 不足 し て い る 。 ま た 、 当 然 な が ら 資料
の整 理ス ペー ス も な く 、 整 理 中 の資 料 を 事務室 に
山積 み に し た り 、 借用 中 の土蔵 に こ も っ て整 理作
業 を 行 っ た り と 、 職 員 は そ の 都度 右往 左往 し て
い る 。 収蔵庫 の 早急 な整 備 が望 ま れ る 。

(2)照明について

パネ ル ケー ス の 照 明 に は 赤外線 防止処理 を施 し
た蛍 光灯 を使用 し て い る が 、 展示室 全体 の照 明は
シャ ンデ リ ヤ ( 1 0 0 ワッ ト 白熱 灯X 6 灯 ) と 外
光 に た よ っ て い る O

開 館 当 初 は 、 窓 か ら 無制限 に 外光 が 入 り 込む 状
況 に あ っ た が 、 後 に 現状変 更 の 許可 を 得 て 、 西 側
と 南側 の 外窓 にブラ イ ンド を設 置 し て か ら は 、 陽
射 し の強い 時 に は外 光 を遮断す る な ど、 調節が 可
能 に な っ た が 、 シ ャ ンデ リ ヤ だ け で は室 内 の照 明
は充分 と は い え ず、 ブラ イ ンド を お ろ す と室 内 は
暗 く な っ て し ま う 。

展示効果 と 資料の保存 と は 互 い に 背反 し合 う 条
件 を も つ も の で あ る が 、 展示 の効果 を 考 え る と 、
も う 少 し 光量が必要 と 思 わ れ る 。

(3) 資料の退色・劣化について

館 内 に は 、 事務室 に暖戻設 備が あ る だ け で、 他
の室 は気温 ・ 湿 度 共 に館外 と 同 様 の 昇降 を く り 返
し て い る 。 加 え て 前述 の照 明 に 係わ る 問題 も あ り
退 色 ・ 劣 化 を 助長す る 要素 は 沢 山 あ る。 特 に露 出

展示 し て い るジオラ マ 等 の 衣 服類 に は 、 ホ コ リ が
さ さ っ た り し て劣 化の 度合 い を 速 め て い る よ う で
あ る 。 ま た 、 当 初 は予想 し な か っ た こ と で あ る が、
パネ ル類 の 汚れ、 退 色が 目 に つ く よ う に な っ て き
て い る 。

(4) システム・パネルについて

エ レ メ ン ト ・ パネ ル は 、 発泡 スチロー ル の 基板
に 写真 等 を 貼 り 付 け て マジッ ク ・ テープ で固 定す
る 方 法 を 採 っ て い る が 、 こ れ ら の材 質 の膨張率 が
違 う た め 、 空 気 中 の湿 度 を吸収 し て 反 り 、 剥落す
る と い う 事故 が お き て い る 。

基板 に マジッ ク ・ テープ を 接着 し な お す と い う
処 置 で何 と か し の い で き た が 、 基 板 の材 質や固定
方 法 な ど、 抜 本的 な 検討 が 必要 と 思われ る 。

(5)企画展示スペースについて

館 内 を く ま な く 利 用 し て い る の で、 企画 展示 を
行 う こ と が 困 難 で あ る 。 当 初の 計 画 では 、 第 6
展示室 の 半分 を 企 画 展示 ス ペー ス に 充 て る こ と と
し て い た が、 開館 し て み る と 、 そ れぞれ に不 可欠
な 項 目 で あ り 、 一時的に せ よ 当該 展示 項 目 を常設
展示 か ら は ずす こ と は 困 難な こ と が わ か っ た 。

過去 2 度程 行 っ た 企 画 展示 で は 、 比較的 ゆ っ
た り し た構成 を採 っ て い る 第 7 展示室 の一部や、
休憩室 、 校長室 な ど を 使用 し て い る が、 常設 展示
の 展示 意図 が そ の 都度損われ て い る こ と は 否 め な
u、 。

常設 展示 に抵触 し な い 、 企画展示 ス ペー ス の確
保 は 、 収蔵庫 の 問題 と 並 ぶ最 も 大 き な課 題で あ ろ
フ 。
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展 示資料 一 覧

第 1室 第 2室 第 3室 第 4室 第 5室 第 6室 第 7室 そ の 他 5十

資 実 物 60(85) 74 (1 ) 93 ( 10) 60 (42) 52( 13)  219 89 53 85 1 
模 造 ・ 複 製 6 5 1 。 。 。 。 。 1 2  
模 型 。 2 2 。 。 。 1 。 5 

料
拓 本 1 1 。 。 。 。 。 。 21 
文 F十..... 1 2  6 7 3 2 24 4 2 60 ノ、. 
図 表 2 6 7 1 1 10  4 。 3 1  

不
写 真 14  7 29 7 20 73 14 。 164 

ノレ
解 説 1 1 1 1 1 1 1 l 8 

ジ オ ラ マ 等 1 1 1 l 1 。 。 。 5 
V T R 。 。 。 。 1 。 。 。 1 

凡 例
パネ ルは 文字 ・ 図表 ・ 写 真 に 3 分 し 、 複 合 し て い る も の ( 主 と し て メ イ ン パネ ル ) は 解説 パネ ル

と 称 し た 。
タ イ ト ル ノミネ ル は 文 字 パネ ル に 含 め たo

ジオラ マ 等 に 使 用 し た 実物資料 は 、 実物資 料欄に( )で示 し た 。

展示事業に係わった旧職員

館 長 ( 数字 は在 職年度 を示 す )
誉回 慶恩 (S. 5 1 � 5 3 ) 
遠藤 来二 (S. 5 4 )
鈴 木 幹 雄 (S. 5 5 � 5 6 ) 

副館長
遠藤輝太郎 (S. 5 1 � 5 3 ) 
大場 義 夫 (S. 5 4 � 5 5 ) 

業務課
吉野 智 雄 ( 業務課 長 S. 4 6 � 5 7 ) 
板垣 英夫 ( 主任学芸員 S. 4 6 � 5 6 ) 
保 角 里 志 ( 学芸員 S. 5 3 � 5 6 ) 
笠原 二郎 (嘱託 S. 5 4 ) 
堀口 昌太 (嘱託 S. 5 5 � 5 7 ) 
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1: 

企資料館正面
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...内部(廊下) 状況
V校畏室復元状況
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3第1展示室「藩校と寺子屋」展示状況
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3第2展示室「学校のはじまり」展示状況
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園田

...第6展示室「新しい教育」展示状況
V第7展示室「教員養成のあゆみ」展示状況
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‘パネルケースと展示資料

V露出展示状況
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.& r寺子屋の手習い風景」ジオラマ
... r大正時代の児童生徒」 コスチューム
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企「小学校の授業風景」 ジオラマ
... r戦時下の学校」 コスチューム
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企システムパネル展示状況
Vメインパネルとシステムパネル
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企学校模型「朝喝学校」
砂学校模型「山形高等学校J
V教育史年表
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寒河江 ・ 西村山地区の絵馬
一 獅子 ケ ロ 諏 訪神 社 を 中 心 に 一

1 はじめに
本館では、 昭和 5 9 年 度 の 調査研究事 業 の ーっ

と し て 山形県 内 の 絵馬 の所在 調査 を 実施 し、 そ の
結果 を「 山形県 の 絵馬一 所在 目 録 -J と し て 発行
すベ く そ の 準備 をすす め て い る が、 筆 者 も 職 員 の
一 人 と し て 事務局 を担 当す る と と も に 、 補 完 調査
と い う 形で、 寒河 江 ・ 西村山地区 を 中 心 に 調 査 に
参 加す る 機会 を 得た。

寒河江 ・ 西村山地区 の 調査 員 に委嘱 し た 阿部酉
喜夫氏 ( 山形 県文化財保護審議会委 員 ・ 寒河江市
文化財保護委 員長) のお 手伝 い と し て 参 加 し た も
ので あ り 、 し か も 絵馬 に つい て は 全 く の 素人 で あ
るが、 地区内 1 市 4 町にわ た っ て 1 ，000 面 余 の 絵馬
を拝 す る こ と が で き た の で、 そ の一端 を 紹介す る
こ と に よ り 、 忘 れ ら れ つ つ あ る 絵a馬 に 目 を 向 け、
光 を 当 て る き っ か け に な れ ば と 思 い 本稿 を ま と め
るこ と に し た o

絵馬 の成立や分類 等 に つ い て は 多数 の論稿が あ
れ ま た 、 本館が実施 し た 今回 の 絵馬調査 の 目 的
や調 査体制等 に つ い て は報告 書「 山形 の 絵馬一 所
在 目 録一」 で述べ る はず な の で、 本稿では、 筆者

西川町・ 諏訪神社(獅子ヶ 口 頭訪神社) 拝殿内部

※ 山形県立博物館 主任学芸員

金 山 耕 三
※

の 調査 の中 心 で あ っ た 寒河江 ・ 西村山地区 の 絵馬
に つ い て 具体的に 紹介 した い。

絵馬は 、 「 馬 を 描い た 奉納額」 と す る と らえ 方
も あ る が、 「 寺社 に 祈願、 報 謝、 供養 の た め に奉
納 し た 額」 と す る 広義 の考え 方が 一般的で本館 の
今回 の 調査 も こ の 広義 の立場 に た っ て 実施 し た。
従 っ て 、 絵 が描 か れ て い な い こ と の 多い俳 額や算
額 等 の 文字額や、 銭塔額、 金的額等 も 対象 と し た。
ま た 、 年代的 に は 原 則 と し て 明 治 時 代ま で と し
た。

筆 者 の 調査 も 当然、 の こ と な が ら 以上 の立場 に 立
っ て 行 っ た が、 年代に つ い て は現代 ま で を 対 象 と
し て悉皆 調査 に近 づけ る よ う に努 め た 。 た だ し 、
観音堂 や地蔵堂 に 数 多 く み ら れ る 御詠歌 の 文字 額
や 寺 社名 の 扇額 は 原 則 と し て 調査対象か ら はず し
た。

従 っ て 、 本 稿 は 、 調査 員 や 協 力 者か ら 提 出 さ れ
た「 絵馬調査 カード」 と 筆者 の 調査 メ モ を 主 た る
資料 と し た も の で あ る 。 「 絵馬調査 カード」 は筆
者 提 出 分 の ほ か、 阿部酉喜夫氏、 那須貞太郎 氏、
鈴 木 聖雄氏お よ び本館学芸 員野 口 一雄氏 提 出 の カ

ード も 利用 さ せ て い た だ い た。 な お 、 諸 氏 の カー
ド を 利用 さ せ て い た だ い た 分 に つ い て は可能 な か
ぎ り 筆者 自 身 も 調査確認す る よ う に努 め た が 、 寒
河 江市慈恩 寺 ・ 華蔵院 地蔵堂 に つ い て は つ い に機
会 を 得な か っ た。

2 寒河江・西村山地区の絵馬
寒河江 ・ 西 村山地区 は 寒河江市 と 西村山郡か ら

なれ 西 村 山郡 は 朝 日町 ・ 大江町 ・ 河北町 ・ 西川
町 の 4 町 か ら な っ て い る 。 寒河江市 は昭和 2 9 年、
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〈図I > 寒河江・西村山 地区の位置

山 形 県

寒 河 江 ・ 西 村 山 地 区 の 絵 馬

町村合併に よ り 成
立 し た 市 で、 以 前
は西 村 山郡 に属 し 、
寒河江 市 発展 の核
に な っ た寒河江町
は 、 ま た西 村 山 郡

ぼ中央 に 位置 し、 村山地方 の西 部、 一部 を 除 い て
最 上川 の西 岸 に あ た り 、 東部は 平野 部、 西 部は 月
山 ・ 葉 山 ・ 朝 日 連峰 に 続 く 山地 と な っ て い る。

寒河江川 ・ 月 布川 ・ 朝 日 川 等、 月 山 や朝 日 連峰
か ら 発す る 最 上 川 の 支流 と 、 さ ら に そ の 支流が多
数 あ り 、 そ の 流域 に 多 数 の 集落 が点在 し て お り 、

の 中心 であ り 、 今 集 落 は 、 最上川沿 い の 平野 部 の み な ら ず 、 か な り
日 も 同 様 で、 寒河 奥 の 山 間 部に ま でお よ ん で い る。
江 ・ 西 村山地区は
一 つ の ま とま り を 何)絵馬の分布

保 っ て い る o 今回 の 調査で寒河 江 ・ 西 村 山地区に 於 い て 確認
寒 河 江 ・ 西 村山 す る こ と が で き た 絵馬 は 、 1 39 堂 舎 に 奉納 さ れ て

地 区 は 山形県 の ほ い る 1. 027面 で あ る。 市町村別に み る と 、 寒河江市

〈図2>絵馬掛額堂舎の介布
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が45堂舎 405 面 、 朝 日 町が25堂 舎 121 面、 大江町
が41堂舎 149 面、 河北町が 8 堂 舎 137 面、 西 川 町
が20堂 舎 21 5 面 で あ る 。 寒 河江 市 ・ 朝 日 町 ・ 大江
町 ・ 西川 町 の 1 市 3 町 に つ い て は か な り の 割合 を
調査 し た も の と み て い る が 、 河 北町 に つい て は緒
につ い た ばか り で、 未調査 の 分 がか な り 残 っ て い
る も の と 思わ れ る 。

絵馬 が奉納 さ れ て い る 1 39 堂 舎 の 分 布 は く図 2
> の通 り で あ る 。 図示 し な か っ た が、 絵馬 が掛か
っ て いな い堂 舎 も か な り の 数 に 上 っ て い る 。 絵馬
数別堂 舎数 は く表 1 > の 通 り で あ る 。

絵馬数 の 最 も 多 い堂 舎 は 西 川 町稲沢 ・ 諏訪 神社
( 獅子 ケ 口 諏訪 神社 ) で、 105 面 を 数 え 、 県 内 最
多 と み ら れ る 。 次 い で河北町根際 ・ 子安観音 堂 の
8 5面 、 寒 河江 市八幡町 ・ 寒 河江八幡宮 の71 面、 岡
市 慈思寺 ・ 慈思寺本堂 の 58面 、 大 江 町小漆川 ・ 巨
海院 の27聞 と な っ て い る 。

病気 平癒や 子育 て に 霊験 あ っ て 近郷近在の 信 仰
を 集め た 獅子 ケ 口 諏訪 神社や根際 ・ 子安観音 堂 に
は参詣 図 な ど 小形 の 絵馬 が 多 く 、 歴 史 的 に寒 河江
・ 西村 山地区の中心的 な 社 寺 と し て 尊 崇 さ れ て き た

寒 河江 八幡宮や慈恩 寺 に は 大 形 の豪華 な 絵馬 が 多
い 。

〈表I >絵馬数別堂舎数

寒 河江 市 西 村 山 郡 メ口L Z十
9 3 6 8 1 1 1 7 

1 0 � 1 9 7 1 0 1 7 
2 0 � 2 9  1 1 
3 0 � 3 9 
4 0 � 4 9 
5 0 � 5 9 1 1 
6 0 � 6 9 
7 0 � 7 9 1 1 
8 0 � 8 9 1 1 
9 0 � 9 9  
1 0 0 以 上 1 1 

合 計 4 5 9 4 1 3 9 

ま た 、 最上三十三所霊場 の観音 堂 に は多数 の絵
馬 が 奉納 さ れ て い る 場合 が 多 い が 、 寒 河江市落衣・
観音 寺観音 堂 ( 落 裳 観音 ) 、 岡 市 丸 内 ・ 長 念 寺観
音 堂 ( 長岡 観音 ) ・ 河 北町岩木 ・ 慈眼院 観音 堂 (
岩 木観音 ) に も そ れ ぞれ10面 前後 掛 か っ て い るC

以 上 の よ う に 、 獅 子 ケ 口 諏訪 神社や根際 ・ 子安
観音堂 を は じ め 、 西川 町間沢 ・ 東 泉 寺、 大江町左
沢 ・ 医 王寺薬師堂等 の病気 平 癒や子 育 て に 御利 益
あ り と さ れ る 堂 舎や最 上三十三観音 に は 近郷近在
の 信 者 か ら 多 数 の 絵馬が奉納 さ れ て い る 場合 が 多
い が 、 大江町 小漆川 ・ 巨海院 や寒 河江市柴 橋 ・ 柴
橋 寺等 の よ う に 、 ほ と ん ど が檀家 か ら の奉納 と み
ら れ る 多数 の 絵馬 を 伝 え て い る 例 も み ら れ る 。

一方、 古 く か ら 諸国 か ら の 参詣 人で、賑 っ た 西川
町岩根沢 ・ 月 山 出 羽 湯殿 山 三 山 神 社 ( 岩根沢三山
神社、 旧 日 月 寺 ) や 同 町横山由 ・ 金 山 神社 ( 八聖 山
不動 尊 ) 、 朝 日 町 大 沼 ・ 浮島稲荷神社 、 寒 河 江市
平 塩 ・ 熊野神社等 に は絵馬 は 意外 に 少 な く 、 し か
も ほ と ん ど が 明 治時代以後 の も の で あ る 。 明 治維
新 に伴 う 神仏分離、 排 仏製釈が 大 き く 影響 し て い
る も の と 思わ れ る 。

(2)絵馬の奉納年代

寒 河 江 ・ 西村山地 区 の絵馬 を 奉納年代別 に 分類
す る と く表 2> の通 り で あ る 。 紀年銘 に よ る 分類
で あ り 、 銘 が消 え て い た り 、 裏 面 ま で銘 の有無 を
確 認で き な い も の が か な り あ っ た り で、 必ず し も
完 全 な も の と は い え な い が 、 一 応 の 目 やす に は な
る も の と 思われ る 。

長 い年 代 の 聞 に は 破損 ・ 破却 ・ 焼失 等、 伝 存に
か か わ る 問題 も あ り 、 そ の ま ま 絵馬奉納 の 多寡 を
物語 る も の でな い こ と は い う ま で も な い が 、 江戸
時 代 の 末 噴か ら 多 く な り 、 明 治時代 中 頃か ら 大 正
時代に ピー ク を迎 え 、 昭和時代 に 入 っ て 急速に減
少 し た こ と が う か が え る 。

寒 河江 ・ 西 村 山地 区 は 古 い絵馬 を 多数伝存 して
い る 地区 で、 慈恩 寺本 堂 に は 県 内 最 古 の 天 文10年
( 1541  ) の装束官人 図 を は じ め 、 同1 2年の官人参
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〈表 2>奉納年代別絵馬数
(紀年による)

寒河江市 西村山郡 よ仁当I

1 5 4 1 ~ 5 5 

6 1 ~ 2 8 2 8 

8 1 ~ 

1 6 0 1 ~ 2 2 

2 1 ~ 1 

4 1 ~ 

6 1 ~ 1 

8 1 ~ 5 3 8 

1 7 0 1 ~ 1 2 3 

2 1 ~ 9 2 1 1 

4 1 ~ 7 1 8 

6 1 ~ 2 1 0 1 2 

8 1 ~ 6 6 

1 8 0 1 ~ 1 8 7 2 5 

2 1 ~ 1 4 8 2 2 

4 1 ~ 3 2 4 1 7 3 

6 1 ~ 2 1 6 9 9 0 

8 1 ~ 7 7 156 233 

1 9 0 1 ~ 8 9 134 2 2 3 

2 1 ~ 1 9 5 9 7 8 

4 1 --- 2 1 1 1 3 

6 1---- 5 7 1 2 

8 1 ~ 1 

不 明 6 0 112 1 7 2 

よ口』 計 405 622 1. 0 2 7 

詣図、永椋元年(1558 )の駿馬図 ・繋馬図、天正

6年(1578 )の三十六歌仙図26面等が納められてお

り、岡市平塩 ・松本坊には、もともと同所 ・熊野

神社に掛けられていた天正 5年の笛吹図が所蔵さ

れている。県内で確認されている安土 ・桃山時代

までの絵馬18件43面のうち 8件33面が寒河江市に

伝存しているのである。

堂舎による年代差もいちじるしく 、獅子ケ口諏

訪神社は天保13年(1842 )から昭和 6年までに及

び、根際 ・子安観音堂は嘉永 6年(1853 )から昭

〈表 3>主な堂舎の奉納年代別絵馬数

j師 子 実- 玄，.，.玄、 巨
子 't丈- 河江 盟、
謝ケ
観 寺 海

訪社神日
八

三EkI 

l中幡亡ず1 
本

当t 、ì~~ 院

1501--- 2 

1551--- 30 

1 6 0 1 ~ 3 

1651---

1701--- 4 5 

1 7 5 1 ~ 7 2 

1801--- 4 7 13 2 

1 8 5 1 ~ 48 29 27 2 16 

1901--- 30 32 1 3 6 

1 9 5 1 ~ 2 2 1 

不 明 23 22 1 1 2 

止口h 計 105 85 71 58 27 

和54年まで、寒河江八幡宮は享保 3年 (1718 )か

ら昭和40年まで、慈恩、寺本堂は天文10年(1541 ) 

から明治16年(1883 )まで、 巨海院は文政 4年(

1821 )から昭和38年までとなっている。以上 5堂

舎の絵馬を年代別に分類すると く表3>の通りと

なる。こ のほか、寒河江市柴橋 ・伊豆神社のよう

に、紀年銘のある14面の絵馬のうち12面が江戸時

代のものといった堂舎がある一方、全部が明治時

代後半以後という堂舎も多い。

レ'

駿馬図(永禄元年)郷目貞繁筆
寒河江市・慈恩寺本堂
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(3) 絵馬の内容

絵馬 は、 祈願 や報謝 の 意 を 込 め て 神仏に奉納 し

た も の で あ る が、 図柄や銘文 等 に 奉納 の 意図 が 明

ら か な も の 、 明 ら か で な い も の 、 絵だ け の も の、

文字だけ の も の 、 馬 の絵、 人物 の絵 等 々 、 そ の 内

容は 多種多様 で あ る 。

絵馬の 内 容 の 分類は 種 々 試 み ら れ て い る が、 奉

納の 意図 に は 無関係 に、 純粋に図柄や 内 容 に よ っ

て 次 の 9 つ に分類 ・ 整理 し て み た い。

① 動 物図……馬図 ・ 牛 図 ・ 鳥 図 ・ 蛇図 ・ 龍図 ・

鹿島麟図他

② 生産 ・ 生業図…… 農耕図 ・ 養 蚕 図 ・ 大 工図・

砂金採 り 図 ・ 木流 し 図 他

③ 船 図 … …海船図 ・ 川 船図

@ 学 芸図…… 針子図 ・ 俳額 ・ 和歌額 ・ 算額 ・

金的額他

⑤ 故事 ・ 説話図…… 武者 図 ・ 故事 図 ・ 説話図 ・

歌仙図 他

@ 参 詣図……霊場札打 ち 図 ・ 三山登拝図 ・ 参

詣 図 ・ 礼拝図他

① 風俗図 … … 祭典 図 ・ 舞 踊図 ・ 歌舞伎 図 ・ 婚

礼 図 ・ 遊児 図 ・ 通学図他

⑨ 神 仏 ・ 社寺図… … 神仏 図 ・ 社寺図 ・ 地獄極

楽図 ・ 銭塔額 ・ 銭灯篭額 ・ 鳥居

〈表 4 ) 内 容別絵馬数

寒河江市 西村山郡 合 計
動 物 図 4 5 4 1 8 6 

生産 ・ 生業 図 6 1 5 2 1 

船 図 1 3 4 

ぷ:子凶" ヨz宝� 図 6 2 8 1 1 4 3 

故事 ・ 説話図 8 2 4 4 1 2 6 

参 詣 図 1 2 5 2 3 5 3 6 0 

風 俗 図 2 6 7 5 1 0 1 

神仏 ・ 社寺図 3 1 4 9 8 0 

そ の 他 2 5 7 6 1 0 1 

不 明 2 3 5 

計 4 0 5 6 2 2  1， 0 2 7  

〈表 5 ) 学芸図 内 訳

寒河江市 西村山郡 合 計
寺 子 屋 図 1 1 

針 子 図 1 4 2 3 3 7 

fj� 額 3 0 5 1 8 1 

( う ち前切目額) ( 8 ) ( 3 1 ) ( 3 9 ) 

和 歌 額 3 3 6 

漢 詩 額 4 4 

算 額 3 3 

芸 事 稽 古 図 1 1 2 

針 子 作 品 額 1 1 

刀 額 1 1 

武道大会記念額 4 3 7 

( う ち鍋額 ) ( 3 ) ( 3 ) 

計 6 2 8 1 1 4 3  

額他

⑨ そ の 他… …剣額 ・ 身体図 ( 目 図 ・ 乳房額等)

他

寒河江 ・ 西村山地 区 の 絵馬 を 以上 の 内 容で分類

す る と く表 4 > の よ う に な る o 参詣図 が圧倒的 に

多 く 、 全体の 3 分 の 1 を 占 め る 。 中 で も 家族や母

子 で堂 舎 に 参 詣す る 姿 を 描 い た 絵馬 は ほ と ん ど の

堂 舎 で見 ら れ 、 ま た 、 最上三十三 霊場順礼 の 姿 を

描い た も の も 多 い。

t1J 

8.4 

2.0 

0.4 

1 3.9 

1 2.3 

35.1 

9.8 

7. 8 

9.8 

0.5 

次 い で多 い の は学芸 図 で、 内 訳 は く表5 >

の通 り で あ る 。 中 で も 庶民 の 聞 に 大流行 し

た 前句附 の 額 を 含 む 俳額の 多 い の が 目 立つ。

次 に 、 各 内 容 の 絵馬 の 中 か ら 2 ・ 3 具体

的 に 紹介 し た い。

① 動物 図 動物図で は な ん と い っ て も

馬 図 が多 く 、 各年代 を 通 じ て 奉納 さ れ て い

る 。 最 も 古い の は 慈恩寺本堂 に 掛か っ て い

る 、 郷 目 貞繁筆の、 永帳元年( 1558 ) 奉納

の繋馬 図 ・ 駿馬 図 2 面 で、 県 内 で も 南陽市

・ 薬師寺の弘治 2年( 1556 ) の繋馬図 に 次 ぐ

も の で あ る 。 同 じ 慈恩寺本堂 の 寛永15年(

1 638) の南蛮人曳馬 図 は 、 図柄は も ち ろ ん 、
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鎖国体制に 入 っ て か ら の奉納 と い う 点か ら も 注 目
さ れ る 。 大 江町橋 上 ・ 赤砥春 日 神 社 の 貞 享 2年 (
1 685 ) の 繋馬 図や寒河江市 君 田町 ・ 船着観音 堂 の
元 蘇元年 ( 1 688 ) の繋a馬 図 に み ら れ る 「 奉納馬 形
一 ( 壱 ) 疋 」 の銘 は 、 絵 馬 発 生 の 経緯 を 物 語 る も
の と いわれ る 。

龍 図は 各地の 堂 舎 に み ら れ る が 、 雨 乞い の 祈 願
や 報 謝 の 意 を 込 め て 奉納 さ れ た も の で あ ろ う 。 同
じ 架 空の動物 と し て 、 麟麟図 が寒河江市七 日 町 ・
祐林寺 に 対で奉納 さ れ て い る 。 図柄 と 共 に 元椋 3
年 ( 1 690 ) と 古い も の で注 目 さ れ る 。

_' 
τ“日目ぷ弓弓 、帆砂 Z (. ゲ

小鍋飼船押絵額(明 治 1 9年 ) 大江町・ 巨海院

ん で最上川 流域最 上流 に あ た る 弁財船図 で あ り 、
② 生産 ・ 生業 図 朝 日 町太郎 ・ 大 日 堂 の安政 大江町小漆川 ・ 巨海院 の 同1 9年 の 小鵜飼船押絵額
3 年 ( 1856 ) の 農 耕図、 同 堂 の 明 治36年 ( 1 903 ) 
の 馬 耕図、 寒河 江市本 楯 ・ 毘 沙 門堂 の万延元年 (
1860) の 四季農 耕図 と 、 稲作 の様子 を描い た 農 耕
図 を 3 面確認 す る こ と が で き た。 養蚕 図 も 朝 日 町
宮 宿 ・ 豊 龍 神 社 の 慶応 3 年 ( 1867 ) 奉納 の も の を
は じ め 7 面確認す る こ と が で き た。

そ の ほ か 、 大江町用 ・ 厳島 神 社 の 元 治 2年 ( 18
65 ) の 社 殿屋根葺 図 、 同 町 諏訪 原 ・ 日 光社 の慶応
2年 の 大工図、 朝 日 町 真中 ・ 稲荷神 社 の 明 治1 1年

の 糸取 り 図 な ど が あ り 、 ま た、 年代 不詳 な が ら 、
西 川 町岩根沢 ・ 要害 神 社 の木流 し図お よ び 同 町 吉
川 ・ 月 山 神社 の 砂金 採 り 図 は 共 に 県 内 唯一 の も の
で貴重 な 絵 馬 と い え る O

③ 船 図 寒河江八幡 宮 の 明 治 1 1年 ( 1878 ) の
白 山 丸 図 は 、 中 山町落合 ・ 熊野 神 社 の 2面 と な ら

農耕図(安政 3 年 ) 東宮斎 穂峰筆 朝 日 町 ・ 大 目 堂

お よ び河北町 田 井 ・ 白 山 姫神 社 の 同43年 の小鵜飼
船 図 は 、 県内 の 川 船 絵 馬 の 全 部であ る 。 こ れ ら は
江戸時代か ら明治時代 に か け て 文物 の 大動脈 と し
て 栄 え た 最 上川 舟運 を 物語 る も の で あ る 。

④ 学 芸 図 女 子 の 習い物 の 中心的な 裁縫塾 を
描い た 針子図が 明 治 期 を 中心 に 多数み ら れ る が 、
寒河江八幡 宮 の天保 1 3年 ( 184 2 ) の も のや本 楯 ・
毘沙 門堂 の安政 2年 ( 1 855 ) の よ う に 、 江戸時代
に さ か の ぼ、 る も の も あ る 。

前述の よ う に 前句附額 を 含 む 俳額が か な り 多 く 、
俳句額では朝 日 町大 沼 ・ 浮島稲荷神社 の宝暦元年
( 1 7 5 1  ) 奉納 と み ら れ る も の が最 も 古 く 、 前句附

額 は 西 川 町 月 岡 ・ 稲 荷 神 社 の享和 3 年 ( 1803 ) の
前句附額が 最 も 古 く 、 幕末 か ら 明 治時代初期 に か
け て 数多 く 奉納 さ れ て い る 。

算 額 は 少 く 、 寒河江市柴橋 ・ 伊豆 神 社 の天保10
年 ( 1 839 ) 、 同 1 5年 、 お よ び同市平 塩 ・ 熊野 神社
の 明 治 2年 ( 1869 ) の 、 あ わ せ て 3 面確認 し た の
み で あ る。

武芸額 の 一つ、 金的額 も 少 く 、 寒河江八幡 宮 の
文化 1 1年 ( 1 8 1 4  ) の も の な ど 3 面 の み で あ る 。

同 宮 の 安政 6 年 ( 1 859 ) の 芸妓稽 古図や 巨海院
の 明 治35年 の 芸事稽古図 も 珍 しい。
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⑤ 故事 ・ 説 話図 大 江町顔好 ・ 羽黒神社 の 貞
享 5 年 ( 1688 ) の 富士巻狩図、 元帳12年 ( 1700 ) 
の 志 度 の海士図、 寒河江市宮 内 ・ 日 枝神社 の 享保
20年 ( 1735 ) の 弁慶牛若丸図 、 西 川 町 小 山 ・ 熊野
神 社 の 文化 8 年 ( 1811  ) の 菊慈童図、 朝 日 町撰待・
阿弥陀堂 の 安政 6 年 の宇 治川 先陣図、 獅子 ケ 口 諏
訪神社 の 明 治1 0年代 の獅 子 児落 と し 図等 々 、 多種
多 様 の 図 柄 が み ら れ 、 特 に 神功 皇后 の 三韓征 伐 を
主題 と し た も の が 各所でみ ら れ る 。

@ 参詣 図 家族や母子で、堂 舎 に 参詣 す る 姿 を
描い た も の が ほ と ん ど の 堂 舎 でみ ら れ 、 花や 絵馬
を 持 っ た も の も あ り 、 獅 子 ケ 口 諏訪 神社 に は 獅子
頭 を持 っ て い る 姿 の も の も あ る 。 花 を持 っ た 参詣
図 は 寺院や観音 堂 に 数 多 く み ら れ、 供養 の た め の
も の と み ら れ る 。

最上三 十三観音 を 順拝す る 姿 を描い た も の も 多
く 、 大集団か ら な る 講 中順礼図や 母 子 順礼 図 等、

大小様 々 で あ る 。
出羽三山登拝図 に は 、 西 川 町本 道 寺 ・ 湯殿山神

社 の 明 治25年 ( 1892 ) の 、 登拝 口 か ら 月 山 山頂 ま
で 白 衣 の道者が続い て い る 様子 を 描い た 月 山登拝
図や、 岩根沢三山神社 の 同26年 の 湯殿山宝 前礼拝
図 な ど が あ る 。

① 風俗図 寒河江八幡宮の 宝暦12年 ( 1 762 ) 
の 流鏑馬図 に は 祭 を 祝 う 人 々 の 姿が 生 き 生 き と 描
か れて お り 、 同 市 島 の 御巌 小森両所神社 の 雨乞い
成 就 を 記念 し て 奉納 さ れ た 大正 8 年 ( 1919  ) の 雨

圃圃圃圃圃圃圃圃戸 ;ょ-
句、ャ よ ， 1 1 1 ':"'�r.，，� A_ー-
d開 山 '� - � " 圃 圃『
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干 �.， �� ;;い_1-ヰム 恥 .. v 丸町二 -ぃw;;;， a1・
ャa2- '-=L.Á._ ム 1 1

月 山登拝図 ( 明 治25年) 西 川 町 ・ 湯殿 山神社

婚礼図( 大正 12年) 白 梅堂泰 山 筆
河北町 ・ 慈 眼院観音堂

乞 い 図 に も 歓喜す る 農民 の 姿 が 描 か れ て い る O
寒河江市留場 ・ 稲荷 神 社 の 明治18年 、 お よ び同

市 日 和 田 ・ 八幡神社 の 昭和 4 年 の 2 面 の 田 植踊図
が あ り 、 獅 子 ケ 口 諏訪 神社 に は 多 数 の獅子舞図 が
奉 納 さ れ て い る 。

結 婚 前 に 逝 っ た 息子や 娘 を 供養 す る 婚礼図 ( ム
カ サ リ 図 ) は村 山地方 に 特徴的 な も の と さ れ る が 、
寒 河江 ・ 西村山地区 に は 意外 に 少 く 、 寒河江市 2
面 、 大江町 2 面、 河北町10面 、 合 計14面 で、 年代
別 に み る と 、 明治時代 1 面、 大正時代 4 面、 昭和
時代 9 面 と な り 、 比較的 新 し い も の のみ で あ る 。

⑨ 神仏 ・ 社 寺図 大江町橋上 ・ 赤紙春 日 神社
の 正徳 3 年 ( 1713 ) の 七福神図や河北町 白 山堂 ・
白 山 神 社 の 享保1 1 年 ( 1726 ) の 七福神図 、 根 際 ・
子 安観音 堂 の元治 2 年 ( 1864 ) の 阿形 ・ 昨形 2 面
の 金剛 力 士像 図 な ど が あ り 、 子 供 を 抱い た地蔵尊
や 観音 像 の 図 も 多 い。

寛永通宝 等 の 穴 あ き 銭 を 板 に 打 ち つ け て 五重塔
や 灯龍 、 鳥 居 な ど を表 わ し た 額 も 方 々 でみ ら れ、
銭塔額 の最 も 古い も の は 慈思寺本 堂 の 元和 6 年 (
1620 ) の も の で あ る 。

⑨ そ の他 剣額は、 朝 日 町 大滝 ・ 不動堂や西
川 町横岨 ・ 金山 神社 ( 八聖山不動 ) 等、 不動堂に
多 数 奉納 さ れ て い る が 、 同 町 根 子 ・ 大神宮 を は じ
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め 他 の 神仏 を ま つ る 堂 舎に も よ く み ら れ る o 寒河
江 市 白 岩 ・ 三 日 月 不動 堂 の 享保1 3年 ( 1 7 28 ) の 剣
額 が 最 も 古い が 、 江 戸時代 の も の は 少 く 、 ほ と ん
ど が 明 治時代以 後 の も の で あ る 。

布 で作 っ た乳房 を 板 や厚紙 に 貼 り つ け た 乳房額
は 、 母乳が よ く 出 て 子 ど も が 健や か に 育 つ こ と を
祈 っ た も の で、 寒河江 市八鍬 ・長 泉寺 十王堂 に 明
治 22年 な ど 4 面、 根際 ・ 子安観音 堂 に 同43年 な ど
3 面 が 納 め ら れ て い る 。

3. 獅 子ケ 口 諏訪 神社 の 絵 馬

次 に 、 寒河江 ・ 西村 山地区 は も ち ろ ん 、 県 内 で
も 最多 の絵 馬 を 数 え る と み ら れ る 西川 町 ・ 諏訪 神
社 ( 獅子 ケ 口 諏訪 神社 ) の 絵 馬 に つ い て 、 す こ し
詳 し く 述べ て み た い。

獅 子 ケ 口 諏訪 神 社 は 、 山形 県西村山郡大字吉川
字稲 沢 に 所在す る 神社 で、 東流す る 寒河江 川 の 右
岸 、 寒河江 川 を 見下 ろ す と こ ろ に あ り 、 周 囲 は ケ
ヤ キ ・ ス ギ な ど の 大 木 でお お わ れ て い る 。

社 伝 に よ る と 、 元 蔽 1 5年 ( 1 70 2 ) 、 寒河江 川 の
中 に あ る 獅子頭形 の岩上 に 諏訪 神 社 を ま つ る堂宇
を 建立 し た のが は じ ま り で、 慈恩、寺 宝蔵院 末 の 修
験惣持院 が 奉仕 し て い た が、 明 治 3 年 ( 1870 ) 、
神 仏分離 令 に よ り 諏訪 神社 を 称 し 、 同 1 6年、 洪 水
の 難 を 避け て本 堂 を 現 在地に 移 し 、 さ ら に 拝殴 ・
幣殿 を建立 し て 今 日 に い た っ て い る 。

い つ の 頃か ら か 婦女 子 の守護神 と し て 尊崇 さ れ 、
特 に 婦人病や 子 ど も の脱腸な ど、 腰下 の病気平癒

西 川 町 ・ 諏訪神社 ( 獅子 ヶ 口諏訪神社 )社殿

と 安産 に 霊験 あ ら た か で、 近郷近 在 の 人 々 の 信仰
を 集 め て き た。

社 殿 は 、 間 口 2問、 奥行 l 間半 の本政、 間 口 l
間 1 尺 5 寸、 奥行 1 間半 の幣 殿、 間 口 2間半、 奥
行 1 間半 の拝殿か ら な り 、 こ の 大 き い と は い え な
い 社 殿 に、 獅子頭や ち ょ う ち ん 、 絵馬 な ど の 奉納
物 が 所 せ ま し と 納 め ら れ て い る 。

と れ ら の う ち絵馬 は 大 小 あ わ せ て 105 面 で、 本
殿お よ び、拝殿 に 掛か っ て い る の が 約 4 割、 残 り は
本 殿 内 に 整 然 と 立 て か け ら れ て い る 。 従 っ て 現在、
参拝客が 目 に す る こ と が で き る 絵 馬 は 、 拝 殿 に 掛
か っ て い る 約30 面 の み で あ る 。

(1 )絵馬の形 と大き さ

獅 子 ケ 口諏訪 神社 に 奉納 さ れ て い る 絵 馬 は 、 家
形 が 2面 あ る の み で他 は す べ て 長 方 形 で あ る o と
れ ら を 、 枠 を 含む 大 き さ 別 に分類す る と く表 6>
の通 り と な る O 慶応元年 ( 1865 ) の 俳額が 縦 57. 5

〈表6 > 獅 子 ヶ ロ 諏訪神社大 き さ 別絵馬数
(枠を含 む最大長 問 )

防\時 20 � 3 O �  4 O �  5 O � 6 0 � 7 0 � 8 0 � 9 O � 100 � 1 10 � 1 20 � 
20� 2 

3 0� 1 2 1 5  8 3 
4 0� 7 10 1 8  5 1 
5 0� 2 5 2 5 2 1 
6 0� 1 2 1 4 1 
7 0� 3 1 1 1 
8 0� 1 
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絵馬奉納参詣図( 明 治29年 ) 小松雲涯量産 獅子 ヶ 口 探訪神社 獅子舞図( 天保 1 3年 ) 郷子 ヶ ロ 諏訪神社

cm、 横 1 8 1 .5cmで最大 で、 明治29年 の 絵馬奉納参 時代 に 入 る と 急 に 少 く な っ て い る が、 比較的 コ ン
詣 図 が縦67 cm、 横 1 16.5cmで こ れ に 次 ぎ、 最 小 の も ス タ ン ト に 奉納 さ れ て お り 、 長 く 信 仰 さ れ て き た
の は 昭和 6 年 の 学 生 図 の 縦35cm、 横 21 .5cmで あ る 。 こ と が う か がわれ る 。 本 般 が移築 さ れ た 明 治16年
全体的に 小形で、 横 長 の 長 方 形 が 多 い。 以 前 の絵馬が、 江戸時代の も の1 4 面 を 含む29面 も

数 え ら れ る こ と は 、 こ う し た 機 会 に 処分 さ れ る こ
(2)絵馬の奉納年代 と が 多 い こ と を 考 え る と 注 目 さ れ る こ と で あ る 。
獅子 ケ 口 諏訪 神社 の絵馬 の奉納年代 を 紀年に よ

り 見 て み る と 、 最 も 古い も の が 天保13年 ( 1842 ) (3)絵馬の内容

の獅子舞図、 最 も 新 し い も の は 昭和 6 年の学生図 獅 子 ケ 口 諏訪 神社 に 奉納 さ れ て い る 絵馬 を 内 容
で、 年代 別 に 分 類す る と く表 7> の通 り と な る 。 別 に 分類す る と く表 8> の通 り と な る 。 参詣 図 が

江戸時代後期 か ら み ら れ 、 1891年 か ら 1 910年 ま 圧倒的 に 多 く 、 風俗 図 が こ れ に続い て い る 。 参 詣
で、 す な わ ち 明 治時代後 期 に 特 に 多 く な り 、 昭和 図 を さ ら に 細分す る と 、 家族連れ や 親 子 で参詣 す

〈表7 ) 獅子 ヶ 口 諏訪神社奉納年代別絵馬数

年 代 数
1 8 4 1 -- 1 8 5 0  4 
1 8 5 1 -- 1 8 6 0  5 
1 8 6 1 -- 1 8 7 0 7 
1 8 7 1 -- 1 8 8 0 1 0  
1 8 8 1 -- 1 8 9 0  1 0  
1 8 9 1 -- 1 9 0 0  1 6  
1 9 0 1 -- 1 9 1 0  1 3  
1 9 1 1 -- 1 9 2 0  9 
1 9 2 1 -- 1 9 3 0  7 
1 9 3 1 -- 1 9 4 0  1 

不 明 2 3  
i口』 計 1 0 5 

る 姿 を 描 い た も の が34面 、 絵馬 を 持 参 し て 参詣 し
て い る 絵馬奉納参詣 図 が 5 面、 獅子頭 を 持 参 し て
参詣 し て い る 獅子頭奉納参 詣 図 が1 3面、 そ し て 礼
拝 図が 1 面 と な っ て い る 。 絵馬奉納参詣 図 も 獅子
頭 奉 納 参詣 図 も 、 家族連れや親子 で絵馬や獅子頭
を 持 っ て 参詣 し て い る も の が 多 い が 、 別 あ っ か い
と し た 。

獅子頭奉納図( 安政 3 年 ) 獅子 ヶ ロ領訪神社
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〈表8 > 主な堂舎の 内 容別絵馬数

獅 子 実
子 安 河ケ
口 観 江
諏 八
訪
社
神

1日1 幡
A主u止. r品ι『・

動 物 図 4 3 1 3  
生 産 ・生業図 1 2 
船 図
員寸ιー 1一工φ+三・ 図 1 2 0  
故事 ・説 話 図 9 2 1 6  
参 -両u日 図 5 3  5 2  8 
風 俗 図 2 0  1 3 3 
神 仏 ・社 寺 図 7 9 1 
そ の 他 9 5 6 
不 明 1 
ムロ 2十 1 0 5  8 5  7 1  

親 子 の 参詣 図や絵馬奉納 参詣 図 は 他 の 堂 舎 で も
よ く み ら れ る も の で あ る が 、 獅子頭奉納参詣 図は
こ の獅子 ケ 口 諏訪 神 社 独特 の も の で、 獅子頭 を さ
さ げ持 っ て い る も の 、 頭 に つ け て い る も の な ど 様
々 の 図柄が あ る O 獅子 ケ 口 諏訪 神 社 か ら 奉納 さ れ
て い る 獅子頭 を借 り 出 し て 自 宅 で礼拝 し、 願 い が
か な え ら れ る と 借 り た 獅 子 頭 を 返 し 、 さ ら に 新

獅子児落 と し 図 ( 年代不詳) 芝原量産
獅子 ヶ ロ 諏訪神社

し い 獅子頭 を 奉納す る 風習 が あ り 、 獅子頭奉納参
詣 図 は 願 い が か な え ら れ た お 礼参 り の 姿 を あ ら わ
し た も の と み ら れ る 。 そ の他 の項 に 入 れ た 、 三左
に 載せ た 獅子頭奉納図や 、 獅子頭 の み を 描 い た 獅
子頭図 も 同 様 のお 礼、 す な わ ち 報 謝 の心 を あ ら わ
す も の と み ら れ る 。

親 子 の 参詣 図 の 中 に は 母 親 が こ ど も を背中 の 肌
に 直接背 負 っ て い る 姿 を 描い た も の が 数 面 み ら れ、
安 産 の お 礼参 り と も 考 え ら れ る 。

な お 、 獅子 に 関係 し た 内 容 の も の は 他 に も み ら
れ る 。 風俗 の 項に 入れ た 獅子舞図 1 5面 も そ れ で、、
こ の 1 5面以 外 に も 獅 子舞 を 見な が ら 参詣 し て い る
姿 を 描 い た 参詣 図や獅子舞 を 大 き く 描い た 天 の岩
戸 図 が あ る 。 獅 子 ケ 口 諏訪 神社 に は 獅子舞が伝わ
っ て お ら ず 、 行 わ れ た 形跡 も な い と の こ と か ら 考
え る と 、 単 に 神 社 名 に ち な ん だ図柄 と 考 え ら れ る。

そ の ほ か 、 獅 子 児落 と し 図や唐獅子図な ど が あ
り 、 獅 子 に 関連 し た こ れ ら の 絵馬 は 獅 子 ケ 口諏訪
神 社 独特 の も の で、 全体 の 43% に あ た る 45面 を数
え る 。

子育 て に 霊験 あ っ て 信仰 を 集 め た 河北町根際・
子安観音 堂 も 参詣 図が圧倒的 に 多 く 、 ほ と ん ど が
母 子や家族連れ の 参詣 図 で あ る 。 た だ、 そ れ ら の
う ち 花や珠数 を 持 っ て 参 詣 す る 姿 や墓碑 を 描 い た
も の が約半数 を 占 め 、 婚礼図 ( ム カ サ リ 図 ) 3 面

や 子 ど も が遊ん でい る 姿 を 描 い た 遊児 図 2 面 な ど

遊児図(大正 8 年 ) 後藤泰 山 筆
河北町・子安観音堂
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と 共 に 、 最 上 三十三観音 な ど他 の観音 堂 同 様、 供 人 病 な ど腰下 の病気 に 霊験 あ り と の こ と か ら 腰部
養のた め の絵馬が多い よ う で、 お 礼 参 り 、 す な わ 図 な ど の存在 を 期待 し て い た が 1 面 も み ら れ な か
ち報謝 の た め の絵馬が多い獅子 ケ 口 諏訪 神社 と 対 っ た。
照的 で あ る 。

一方、 病気平癒等具体的 な 御利益 と 関 係 な く 尊 (4)絵馬奉納者の分布

崇 さ れ た 寒河 江八 幡宮 の場 合 は 内 容 に極端 な 片寄 獅 子 ケ 口 諏訪神 社 に 奉納 さ れ て い る 絵馬の奉納
り はみ ら れ な い。 者 の ひ ろ が り を み る と く表 9 > の 通 り で あ る 。 近

獅子 ケ 口 諏訪 神社 に は 、 病気平癒の霊験 あ ら た 隣 の寒河江市 ・ 大江 町 が最 も 多 く 、 山形市 が こ れ
かな こ と を反映 し て 参詣 図 が 多数奉納 さ れ、 ま た に 次 い でい る が 、 東 田 川郡藤島町や宮城県仙台市
獅子頭奉納参詣 図や獅子 舞図等、 獅 子 に 関係 し た を 含 め 、 か な り 広い 範囲 に わ た っ て い るo こ れ は
独 特 の 絵馬 が 数多 く 奉納 さ れ て い る 。 た だ し 、 婦 根際 ・子安観音 堂や寒河江八幡宮 の場合、 地 元奉

〈図 3 > 獅子 ヶ ロ 諏訪神社絵馬奉納者の分布 ( 村 山 地方のみ)

。 獅 子 ケ 口 諏訪 神社
現市町村界
旧 市町村界
( 町村合併以 前 )
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〈表9 > 主 な堂舎の奉納者住所別絵馬数

獅 子 実
子 河ケ 安
口 観 江
諏 i\ 
訪 音 幡神
社 A革u. 宮

寒 河 江 市 1 7 8 26 
朝 日 町 4 2 
大 江 町 1 7 2 1 
河 �t 町 9 4 7  
西 J l I  町 7 1 
山 形 市 1 5  1 
天 童 市 3 3 
中 山 町 8 1 2 
山 辺 町 1 1 1 
村 山 市 3 
東 根 市 1 5 
大 石 田 町 2 
そ の 他 2 ( 1 ) 1 
不 明 1 6  1 5 3 9  
ZロL 言十 1 0 5 8 5  7 1  

を拝す る こ と が で き る 。 年代 的 に は 、 明 治 時代後
期 を 頂点に し て 、 室町時代に さ か の ぼ る 県内 で最
も 古 い装束官 人図や官 人参詣 図か ら 数年 前奉納の
婚礼 図 ま で あ り 、 多種多様 の 生産 ・生業 図 な ど内
容的 に も 豊富で あ る o

婦 人子 ど も の 守 り 神 と し て 信仰 を 集め た 西 川 町
稲沢 ・獅子 ヶ ロ 諏訪 神 社 に は 、 県 内 最 多 と み ら れ
る 1 05 面 の 絵馬 が 奉納 さ れ て お り 、 獅子舞図や獅
子頭奉納参詣 図 な ど独特 の 絵馬 を は じ め 内 容的に
も 豊 富で、 し か も 、 祈願成就 の お 礼、 す な わ ち 報
謝 の 意 を 込め た 絵 馬 が 多 い よ う で あ る 。

絵馬奉納者 は 村 山地方 の ほぼ全域 に お よ び、 信
仰圏 の 広 さ を う か が う こ と が で き る 。 ま た 、 年代
的 に は 明 治時代後期 を ピ ー ク に 、 江 戸時代後 期か
ら 昭和初期 ま で約 100 年 間 に お よ ぶ。 昭和 6 年 を
最後 に 、 そ の 後 の絵馬 は み ら れ な い が 、 絵馬 に は
さ ま れ て い る 多数 の 名 刺 な ど か ら 考 え る と 、 今 日
も な お 根強 い信 仰 を 得 て い る こ と が う か が わ れ る 。

いず れ に し て も 絵馬 を 通 し て 堂 舎や地域 の信仰
お よ び風俗 の 様子、 ひ い て は 文学や美術の あ ゆみ
を う か が う こ と が で き る も の と み ら れ 、 非常 に 興
味ある も のであ る が、 そ の調査研究はま だ緒についたば

( ) 内 は 他 市町 の 者 と 共同奉納 か り のよ う で、あ る。 地域の調査を密に し、 よ り 正確な理
納 の も の が圧倒的 に 多 い こ と と 対照的で、 獅子 ヶ 解芭図 り たい も のである。 そ れ に し て も 損傷の ひ ど
口 諏訪 神 社 の 信 仰閤 の 広 さ を 物 語 る も の と み て よ い 絵馬 が 少 く な か っ たo 本 稿が絵馬 に 目 を 向 け る
い で あ ろ う 。 き っ か け と な り 、 調査 や保存 の 促進 に 役立て ば幸

町村合併以 前 の 旧 市町村別 に 図 示す る とく 図 3>
の 通 り で あ る 。 左 沢町 ( 大江 町 ) が1 0面 で最 も 多
く 、 山形市 8 面、 長 崎町 ( 中 山町 ) 7 面 、 谷地町
( 河 北町 ) 、 本 郷村 ( 大江 町 ) 各 5 面 と 続 い て い
る 。 地元川 土居 村 ( 西川 町 ) は 4 面 ( う ち 1 面 は
西 山 村 ( 西川 町 ) の 者 と 共 同 奉納 ) と 意外 に 少 く 、
ま た 、 極 端 に 集 中 し て い る 所 も な く 、 近郷近 在に
平均 し て 分布 し て い る こ と が う か が わ れ る 。

4. おわり に

寒河江 ・西 村山地区 で も 、 ほ と ん どの堂 舎 で祈
願や報謝、 供養 の意 を 込 め て 神 仏 に 奉納 し た 絵馬 獅子頭奉納参詣図(慶応 2 年 )仙如斎雨耕筆

獅子 ヶ 口 諏訪神社
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い で あ る 。 酉喜夫氏 を は じ め 那須、 柴 田 両氏、 さ ら に 河北町

内 関係 の資料や情報 量 い た だ い た 鈴木聖雄氏 に は 、

筆者 の調査 は ほ と ん ど冬期間 に 実 施 し た が 、 カ 合 同 調査、 調査 カ ー ドや情報の提供等 々 、 多大 の

ン ジ キ を は い て 先 導 し て 下 さ っ た 別 当 の 方 、 神酒 御教示 と 御 協 力 を い た だ い た 。 記 し て 厚 く 感謝申

や 灯 明 で暖 を と り な が ら 長時間立会 っ て下 さ っ た し 上 げた い。

宮 司 さ ん 等 々 、 多 数 の方 々 の 御協 力 を い た だ き 、

ス ム ー ズ に 調査 を 進め る こ と が 出来た。 何回 か の

補足調査 も 含 め 快 く 御協 力 を い た だ い た 獅 子 ケ 口

諏訪 神社宮 司新宮 寛 司氏 は じ め 、 調査に御協 力 い

た だ い た 各堂舎の住職 ・ 堂守 ・ 宮 司 ・ 総 代 ・ 区長

等関係 者 に 厚 く お 礼 申 し 上 げ た い。

ま た 、 寒河江市 や西川町 の 教 育 委員 会 か ら は 合

同調査の体制 を と っ て い た だ い た 堂 舎 も あ っ た。

獅子 ケ 口 諏訪 神社 も そ の 一 つ で、 西川 町郷土史調

査員那須貞太郎氏お よ び柴 田 昌一氏、 筆 者 、 そ れ

に 高校生 の 愚息隆之 の 4 人が、 昭和6 0年 2 月 1 日

に 調 査 を 行 っ た も の で あ る 。 愚息隆之は 、 こ の ほ

か に も 根際 ・ 子安観音堂 な ど い く つ か の堂 舎 に 同

行 し て 計測や 写真撮影 を 手伝 い 、 大 い に 役立 っ た。

寒河江 ・ 西村山地区 の調査員 を お 願い し た 阿部
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高

陽

堂

〉
所
収
〉

横
山
昭
男
著
「
近
世
後
期
に
お
け
る
紅
花
流
通
と
域
下
町
商
人
の
存
在
形
態
1
最

上
紅
花
問
屋
佐
藤
家
を
中
心
と
し
て

l
」
(
山
形
歴
史
学
会
『
歴
史
の
研
究
』

第
一
四
号
〈
昭
和
四
七
年
〉
所
収
〉 (

『
改
訂
最
上
紅
花
史
の
研
究
』
八
昭
和
五

(
山
形
県
立
博
物
館
学
芸
員
〉

追

記

生
前
、
玉
井
先
生
が
詠
ま
れ
た
旬
、
「
紅
花
を
積
し
先
祖
の
道
遠
し
」
、
「
松

+
り
J
I
~
ん
¥
Z
u
e
歩
A
F

の
木
と
紅
花
語
る
山
形
児
」
(
『
稚
児
車
』

〈
昭
和
五
八
年
〉
所
収
〉
を
思
い
出

し
つ
う
、
玉
井
茂
先
生
の
霊
前
に
捧
げ
る
。

昭
和
五
七
年
四
月
、
本
館
主
催
の
特
別
企
画
展
「
紅
花
の
す
べ
て
展
」
開
催
準
備

の
為
資
料
調
査
に
当
っ
て
い
た
故
玉
井
茂
先
生
は
、
佐
藤
利
兵
衛
宅
に
保
存
さ
れ

て
い
る
多
く
の
紅
花
文
書
に
注
目
さ
れ
、
特
に
、
「
荷
預
り
手
形
」
等
に
み
ら
れ
る
宰

領
玉
井
平
右
衛
門
、
同
平
兵
衛
が
自
分
の
先
祖
に
当
る
の
で
は
な
い
か
と
、
強
い

関
心
を
示
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
後
、
佐
藤
利
兵
衛
氏
の
ご
好
意
に
よ
り
、
博
物
館
で
佐

藤
家
文
書
を
拝
読
さ
せ
て
頂
く
機
会
を
得
、
玉
井
先
生
は
将
来
こ
れ
ら
紅
花
文
書

を
紹
介
し
た
い
と
話
し
て
お
ら
れ
た
。
先
生
は
仕
事
中
途
に
し
て
逝
か
れ
、
計
画

も
頓
挫
し
て
し
ま
っ
た
。
今
回
、
先
生
の
遺
志
を
少
し
で
も
汲
む
こ
と
が
で
き
れ

ば
と
思
い
、
こ
こ
に
佐
藤
利
兵
衛
家
所
蔵
紅
花
文
書
を
、
「
荷
預
り
手
形
」
を
中
心

に
紹
介
し
た
次
第
で
あ
る
。
資
料
の
借
用
を
は
じ
め
、
様
様
な
ご
指
導
を
頂
い
た
所

蔵
者
の
佐
藤
利
兵
衛
氏
に
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
る
と
共
に
、
玉
井
先
生
と
共
に
佐

藤
家
文
書
の
勉
強
会
を
進
め
た
佐
藤
大
吉
先
生
、
寺
崎
厚
一
先
生
に
お
礼
申
し
上

げ
た
い
。



間
荷
物
受
負
手
形
之
事
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一 、
紅
花
六
駄
也
但
シ
四
箇
附
也

此
賃
金
三
拾
四
両
弐

分
也

但
シ
南
仙
白
石
山
崎
屋
清
右
衛
門
と
の
宅
5

江
戸
日

本
橋
川
岸
利
倉
屋
金
三
郎
般
行

右
之
通
憧ニ
預
リ
申
処
実
正
也、
尤
道
中
取
急
キ
御
届
ケ
可
申
候 、
若
万
一
途
中

お
ゐ
て
如
何
様
之
難
事
出
来
候
共、
急
度
相
弁
少
も
御
損
毛
相
掛
申
間
鋪 、
為
後

之
荷
物
受
負
手
形
依
如
件

憧ニ
受
取
申
候
以
上

慶
応
三
年
卯
三
月

玉
井
平
右
衛
門
⑪ 

史 料 紹 介 ・ 佐 藤 利 兵衛家紅花文書

企T
旦
那
様

側
荷
物
受
負
手
形
之
事

一、
紅
花
九
駄
ト

弐
丸
但
シ
四
箇
附
也

此
駄
賃
金
百
弐
拾
三
両
弐

分
也

右
之
内
金
百
四
両
弐

分
四
厘
憧ニ
受
取
申
候

利
倉
屋
金
三
郎
迄

右
之
通
槌ニ
預
リ
申
処
実
正
也、
尤
道
中
取
急
キ
御
届
ケ
可
申
候 、
若
万
一
途
中

お
ゐ
て
如
何
様
之
難
事
出
来
候
共、
急
度
相
弁
少
も
御
迷
惑
相
掛
申
間
鋪
候 、
為

東
京
川
岸

後
日
之
荷
物
受
負
手
形
如
件

明
治
二
年
巴
三
月
廿
六
日

玉
井
平
右
衛
門
⑮ 

大
屋日一那
様

間
荷
物
受
負
手
形
之
事

一、
紅
花
弐
駄
也
但シ
四
箇
附
也

此
駄
賃
金
拾
九
両
也
憧ニ
請
取
申
候
以
上

東
京
日

本
橋
戸
倉
屋
金
三
郎
般
行

右
之
通
憧ニ
預
申
処
実
正
也、
尤
道
中
最
急
御
届
可
申
候 、
若
万
一々
途
中ニ
お

ゐ
て
如
伺
様
之
難
事
出
来
候
共、
急
度
相
弁
少
も
御
損
毛
相
懸
申
間
敷
候 、
為
後

日
荷
物
請
負
手
形
証
文
依
如
件

明
治
三
午
年
十
月
十
三
日

浦
山
屋
三
郎
兵
衛
⑮ 

佐
藤
利
兵
衛
殿

制
荷
物
受
負
手
形
之
事

一、
紅
花
四
箇
附
弐
駄
也

此
駄
賃
金
拾
八
両
也
憧ニ
受
取
申
候
以
上

東
京
大
伝
馬
町
村
田
久
蔵
殿
行

右
之
通
憧ニ
預
リ
・申
処
実
正
也、
尤
道
中
取
急
キ
御
届
ケ
可
申
候 、
若
万
一
途
中

お
ゐ
て
何
様
之
難
事
出
来
候
共、
急
度
相
弁
少
も
御
損
毛
相
掛
申
間
鋪
候 、
為
後

之
荷
物
受
負
手
形
依
如
件

明
治
四
年
未
四
月

受
負
人

41
御
印
様

玉
井
平
右
衛
門
⑮ 

側
荷
物
請
取(
手
カ)
形
之
事

最
蘭
二
丸

一、

今
印
紅
花
荷
物
四
丸

極
二
丸

廿
入
弐
丸

廿一
入
丸

廿
入
丸

此
駄
賃
金
壱
両
三

分
也
外ニ
弐
朱
雪
中
割
増
都
合ニ
而
金
壱両三分弐
朱也

憧-一
請
取
申
候
以
上

右
者
江
戸
小
網
町
二
丁
目
大
坂
屋
嘉
兵
衛
殿
行

右
之
荷
物
髄ニ
預
リ
申
候
所
実
正
御
座
候 、
然
ル
上ハ
道
中ニ
而
抜
袋
濡
荷
火
盗



一 、
仙
台
紅
花

但
シ
四
箇
附
也

七
駄
也

此
駄
賃
金
拾
四
両
壱

分三一
朱
也

内
金
壱

分
三
朱ニ
引
但シ
仙
台
大
河
原
S
荷
物
御
預
リ
申
候

償ニ
請
取
申
候

江
戸
大
伝
馬
町
村
田
久
蔵
殿
行

1 9 8 5 年 9 月

右
之
通
憧ニ
預
リ
申
所
実
正
也 、
尤
道
中
取
急
キ
御
届
ケ
可
申
候 、
若
万
一
於
途

中
如
何
様
之
難
事
出
来
候
共、
急
度
相
弁
少
茂
御
損
毛
相
掛
申
間
鋪
候 、
為
後
之

荷
預
リ
証
文
依
如
件

文
久
元
年
酉
七
月
廿一
日

佐
藤
利
兵
衛
殿

玉
井
平
右
衛
門
⑮ 

第 6 号

側
荷
請
預
リ

証
文
之
事

一 、
紅
花

山形県立博物館研究報告

四
箇ニ
附
壱
駄
也

此
賃
金
弐
両
弐

分
也当

所ニ
而
請
取
申
候

江
戸
大
伝
馬
町
村
田
久
蔵
殿
行

右
之
通
リ
憧-一
預
リ
申
所
実
正
也 、
尤
道
中
廿
日
限
リ
御
届
ケ
可
申
候 、
若
万
一

途
中ニ
お
ゐ
て
如
何
様
之
難
事
出
来
候
共、
急
度
相
弁
少
茂
御
損
毛
相
掛
申
間
敷

候 、
為
後
日
之
荷
預
証
文
仰
而
如
件

文
久
元
年
酉
十
月

玉
井
平
右
衛
門
@ 

楯
岡
吉
田
勘
右
衛
門
般
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紅 (23)
花 荷

請
預
証
文
之
事

但
シ
四
箇
附

七
駄
ト

三
箇
也

此
駄
賃
金
拾
六
両
壱

分
三
朱
ト

弐
百
文

外ニ
江
戸
広
大
坂
迄
添
金
四
両
也
預
リ

憧ニ
受
取
申
候
以
上

江
戸
日
本
橋
利
倉
屋
金
三
郎
殿
行

村
田
久
蔵
殿
迄

右
之
通
憧ニ
預
リ
申
処
実
正
也 、
尤
道
中
取
急
キ
御
届
ケ
可
申
候 、
若
万
一
途
中

お
ゐ
て
如
何
様
之
難
事
出
来
候
共、
急
度
相
弁
少
茂
御
損
毛
相
掛
申
間
鋪
候 、
為

後
日
之
荷
請
証
文
依
如
件

文
久
二
年
戊
八
月
十
二
日

玉
井
平
右
衛
門
⑮ 

公l
旦
那
様

浦
山
三
郎
兵
衛
持

四
荷
受
預
り
証
文
之
事

一、
紅
花
七
駄
也
但
シ
四
箇
附
也

但
シ
仙
台
御
城
下
占

此
駄
賃
金
拾
七
両
弐

分
也憧ニ

受
取
申
候
以
上

江
戸
大
伝
馬
町
三
丁
目
村
田
久
蔵
殿
行

右
之
通
憧ニ
預
リ
申
処
実
正
也 、
尤
道
中
取
急
キ
御
届
ケ
可
申
候 、
若
万
々
一
途

中
お
ゐ
て
如
何
様
之
難
事
出
来
候
共、
急
度
相
弁
少
茂
御
損
毛
相
掛
申
間
鋪
候 、

為
後
日
之
荷
受
証
文
依
如
件

文
久
二
戊
年
十
月

荷
受
負
人

〈十
御
E
那
様

玉
井
平
右
衛
門
⑪ 

宰
領浦

山
三
郎
兵
衛



36 

安
政
三
年
辰
十
月
十一
日

佐
藤
利
兵
衛
殴

⑮ 

玉
井
平
兵
衛

間
紅
華
荷
物
預
リ

手
形
之
事

一、
紅
華
廿
四
箇
但
シ
六
駄
也

此
賃
金
拾
三
両
弐

分
也於

当
所
憧ニ
請
取
申
候

史 料 紹 介 ・ 佐 藤 利兵衛家紅花 文 書

村
田
久
蔵
般
行

右
之
通
憧ニ
預
リ
申
所
実
正
也、
然
ル
上
者
道
中
十
五
日
限
リ
若
道
中ニ
而
如
何

様
之
難
事
出
来
候
得
共、
少
茂
御
損
毛
相
掛
不
申
急
度
弁
代
仕
候 、
為
後
日
荷
請

江
戸
大
伝
馬
丁

証
文
侃
而
如
件

安
政
四
年
巳
八
月

佐
藤
利
兵
衛
殿

玉
井
平
右
衛
門
⑪ 

制
紅
花
荷
物
預
リ

手
形
之
事

一、
紅
華
拾
弐
箇
叫
脚
組
三
駄
也

司
印

此
賃
金
六
両
三

分
也村

田
久
蔵
殿
行

右
之
通
憧ニ
預
リ
申
処
実
正
也、
然
ル
上
者
道
中
十
五
日
限
リ
若
道
中ニ
而
如
何

様
之
難
事
出
来
候
得
共、
少
茂
御
損
毛
相
掛
不
申
急
度
弁
金
仕
候 、
為
後
日
荷
請

江
戸
大
伝
馬
丁

証
文
何
而
如
件

安
政
四
年
巳
九
月
十
二
日

定
宰
領

佐
藤
利
兵
衛
殿

玉
井
平
右
衛
門
⑮ 

側
紅
花
荷
物
預
リ

手
形
之
事

一、
紅
花
六
箇
但
シ
壱
駄
ト

弐
箇
也

此
賃
金
三
両
壱

分
弐
朱
也於

当
所
憧ニ
請
取
申
候
以
上

村
田
屋
久
蔵
殿
行

右
之
通
憧ニ
預
リ
申
処
実
正
也、
然
ル
上
者
道
中
十
五
日
限
リ
若
道
中ニ
而
如
何

様
之
難
事
出
来
候
得
共、
少
茂御損
毛相掛
不申
急
度
弁
金
仕
候 、
為
後
日
荷
請
証

文
仰
而
如
件

安
政
四
年
巳
九
月
十
六
日

佐
藤
利
兵
衛
殿

定
宰
領

玉
井
平
右
衛
門
⑪ 

側
荷
請
預
リ

手
形
之
事

一 、
紅
花
壱
駄
ト一一一箇

但
シ
四
箇
附

此
駄
賃
金
四
両
弐
朱
ト壱

匁
八

分
七
厘
五(
毛)

但
シ
雪
中
増
共-一

当
所ニ
而
憧ニ
請
取
申
候
以
上

江
戸
大
伝
馬
町
三
丁
目
村
田
久
蔵
殿
行

右
之
通
憧ニ
預
リ
申
処
実
正
也
尤
道
中
取
急
キ
御
届
ケ
可
申
候 、
若
途
中
お
ゐ

て
如
何
様
之
難
事
出
来
候
共、
急
度
相
弁
少
も
御
損
毛
相
掛
申
間
鋪
候 、
為
後
日

之
荷
預
リ
手
形
依
如
件

万
延
元
年
申
十
月
十
一
日

吉
田
勘
右
衛
門
殿

⑮ 

玉
井
平
右
衛
門

楯
岡間

荷
請
預
リ

証
文
之
事



預
リ

何
而
如
件

嘉
永
六
年
実
丑
九
月

佐
藤
利
兵
衛
殿

吉
田
勘
右
衛
門
殿

荷
物
預
リ

玉
井
平
右
衛
門
⑪

@
 

斎
藤
清
兵
衛

1 9 8 5 年 3 月

側
紅
花
荷
物
預
リ
手
形
之
事

一、
紅
花
拾
八
丸
但シ
四
駄
片
馬
也

此
賃
金
拾
両
弐
朱
也於

当
所
憧-一
請
取
申
候

第 6 号

利
倉
屋
金
三
郎
殿
行

右
之
通
憧ニ
預
リ
申
所
実
正
也、
然ル
上
者
道
中
十
三
日
限
リ
若
道
中ニ
而
如
何

様
之
難
事
出
来
候
共、
少
茂
御
損
毛
相
掛
不
申
急
度
弁
金
可
仕
候 、
為
後
日
仰
而

江
戸
日
本
橋

山形県立博物館研究報告

如
件

嘉
永
七
年
寅
四
月

佐
藤
利
兵
衛
殿

定
才
料

玉
井
平
右
衛
門
⑮ 

同
紅
花
荷
物
預
リ
手
形
之
事

一、
紅
花
六
丸
但シ
壱
駄
片
馬
也

此
賃
金
三
両
壱
分
弐
朱
也
真
壁
分
S

於
当
所
億二
請
取
申
候

江
戸

近
江
屋
源
七
殿
行

右
之
通
憧ニ
預
リ
申
所
実
正
也、
然
ル
上
者
道
中
十
三
日
限
リ
若
道
中ニ
耐
如
何

様
之
難
事
出
来
候
共、
少
茂
御
損
毛
相
懸
不
申
急
度
弁
金
可
仕
候 、
為
後
日
荷
預

35  

リ
仰
而
如
件

嘉
永
七
年
寅
四
月

定
才
料

佐
藤
利
兵
衛
殿

⑮ 

玉
井
平
右
衛
門

仙川
紅
華
荷
物
預
リ
手
形
之
事

一、
紅
花
三
丸

此
賃
金
壱
両
二
分
三
朱
也於

当
所
憧ニ
請
取
申
候

小
嶋
屋
吉
蔵
殴
行

右
之
通
憶ニ
預
リ
申
所
実
正
也、
然ル
上
者
道
中
十
五
日
限
リ
若
道
中ニ
而
濡
抜

等
火
盗
難
事
出
来
候
共、
少
茂
御
損
毛
相
掛
不
申
急
度
弁
金
仕
候 、
為
後
日
何
而

江
戸
馬
喰
丁

如
件

安
政
三
年
辰
十
月
十
一
日

佐
藤
利
兵
衛
殿

定
才
領

玉
井
平
兵
衛
⑪ 

岩
倉
太
宗
治
殿

側
紅
花
荷
物
預
リ
手
形
之
事

一、
紅
華
廿
八
丸
但シ
七
駄
五
袋

此
賃
金
拾
五
両
三
分
弐
朱
ト壱

匁
二
分
五
厘

於
当
所
憶-一
請
取
申
候

利
倉
屋
金
三
郎
殿
行

右
之
通
憧ニ
預
リ
申
所
実
正
也、
然ル
上
者
道
中
十
五
日
限
リ
若
道
中ニ
而
濡
抜

(
?
?}

 

等
火
盗
難
事
出
来
候
共、
少
茂
御
損
毛
相
掛
申
不
急
度
弁
金
仕
候 、
為
後
日
何
而

江
戸
日
本
橋

如
件
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日
荷
預
り

仰
而
如
件

天
保
十
五
甲
辰
年
十
一
月
六
日

佐
藤
利
兵
衛
殴

定
才
料

玉
井
平
右
衛
門
⑪ 

側
紅
花
荷
物
預
リ
手
形
之
事

一、
紅
華
四
拾
九
丸
但シ
拾
弐
駄
壱
丸
也

此
賃
金
弐
拾
九
両
ト

銀
五
匁
七
分
弐
厘
五
毛

史 料 紹 介 ・ 佐 藤 利 兵 衛 家 紅 花 文 書

於
当
所
償ニ
請
取
申
候

江
戸
大
伝
馬
町
村
田
屋
久
蔵
殿
行

右
之
通
憧ニ
預
リ
申
処
実
正
也、
然
ル
上
者
雪
中ニ
付
道
中
廿
日
限
リ
若
道
中ニ

而
如
何
様
之
難
事
出
来
候
共、
少
茂
御
損
毛
相
掛
不
申
急
度
弁
金
可
仕
候 、
為
後

日
荷
預
リ

何
而
如
件

天
保
十
五
甲
辰
年
十
二
月
十一
日

佐
藤
利
兵
衛
殴

定
才
料

玉
井
平
右
衛
門
⑪ 

側
紅
花
荷
物
預
リ
手
形
之
事

一、
紅
花
四
拾
五
丸
但シ
拾
壱
駄
壱
箇
也

此
賃
金
廿
五
両
壱
分
ト銀

三
匁
七
分
五
厘

於
当
所
憧-一
請
取
申
候

利
倉
屋
金
三
郎
般
行

右
之
通
償ニ
預
リ
申
処
実
正
也、
然
ル
上
者
道
中
十
五
日
限
リ
若
道
中一一
耐
如
何

様
之
難
事
出
来
候
共、
少
茂
御
損
毛
相
掛
不
申
急
度
弁
金
可
仕
候 、
為
後
日
紅
花

江
戸
日

本
橋

荷
預
リ
手
形
仰
而
如
件

弘
化
四
丁
末
年
九
月
晦
日

佐
藤
利
兵
衛
殴

定
才
料

玉
井
平
右
衛
門
⑪ 

間
紅
花
荷
物
預
リ
手
形
之
事

一、
紅
花
三
拾
弐
丸
但シ
八
駄
也

此
賃
金
弐
拾
壱
両
也於

当
所
憧ニ
請
取
申
候

利
倉
屋
金
三
郎
殿
行

右
之
通
憧ニ
預
申
処
実
正
也、
然
ル
上
者
雪
中ニ
付
道
中
廿
日
限
リ
若
道
中一一
而

如
何
様
之
難
事
出
来
候
共、
少
茂
御
損
毛
相
掛
不
申
急
度
弁
金
可
仕
候 、
為
後
日

江
戸
日

本
橋

荷
預
リ

仰
而
如
件

嘉
永
四
年
亥
十
一
月
晦
日

吉
田
勘
右
衛
門
殿

定
才
料

玉
井
平
右
衛
門
⑮ 

側
紅
花
荷
物
預
リ
手
形
之
事

一、
紅
花
荷
物
四
拾
八
箇
也
〆
拾
弐
駄

内
訳
仙
城
出
ス
拾
四
箇

岩
沼
正
崎
三
拾
四
箇

但シ
岩
沼
5
江
戸
迄
壱
駄ニ
付
金
弐
両
ノ
割

此
太
賃
金
廿
四
両
壱
歩
三
朱
也

江
戸
占
大
坂
迄
運
賃
添
金

外ニ
金
五
両
弐
朱
ト

四
匁
五
分

右
之
通
憧ニ
預
リ
申
候
所
実
正
也、
然
ル
上
者
道
中
十
三
日
限
リ
若
道
中ニ
而
如

何
様
之
難
事
出
来
候
共、
少
茂
御
損
毛
相
掛
不
申
急
度
弁
金
可
仕
候 、
為
後
日
荷



江
戸
大
伝
馬
町
村
田
屋
久
蔵
殿
行

右
之
通
髄ニ
預
リ
申
処
実
正
也、
然
ル
上
者
道
中
十
五
日
限
リ
若
道
中ニ
而
如
何

様
之
難
事
出
来
候
共、
少
茂
御
損
毛
相
掛
不
申
急
度
弁
金
可
仕
候 、
為
後
日
荷
預

リ
手
形
仰
而
如
件

1 9 8 5 年 3 月

天
保
十
二
辛
丑
年
九
月
十
六
日

佐
藤
利
兵
衛
殿

玉
井
平
右
衛
門
⑩ 

定
才
料

川
荷
物
預
リ

手
形
之
事

一、
紅
華
拾
弐
丸
但
シ
三
駄
也

此
賃
金
七
両
弐
分
也

第 6 号

於
当
所
憧-一
請
取
申
候

村
田
屋
久
蔵
殿(
行
カ)

右
之
通
憧ニ
預
リ
申
処
実
正
也、
然
ル
上
者
道
中
十
五
日
限
リ
若
道
中ニ
而
如
何

様
之
難
事
出
来
候
共、
少
茂
御
損
毛
相
掛
不
申
急
度
弁
金
可
仕
候 、
為
後
日
荷
物

江
戸
大
伝
馬
町

山形県立博物館研究報告

預
リ
手
形
仰
而
如
件

天
保
十
二
辛
丑
年
十
月

佐
藤
利
兵
衛
殿

定
才
料

玉
井
平
右
衛
門
⑪ 

川
荷
物
預
リ

手
形
之
事

一、
紅
華
拾
弐
丸
但
シ
三
駄
也

此
賃
金
六
両
三
歩
也於

当
所
憧-一
請
取
申
候

江
戸
新
堀

お

井
上
重
治
郎
殿
行

右
之
通
憧ニ
預
リ
申
処
実
正
也、
然
ル
上
者
道
中
十
五
日
限
リ
若
道
中ニ
而
如
何

様
之
難
事
出
来
候
共、
少
茂
御
損
毛
相
掛
不
申
急
度
弁
金
可
仕
候 、
為
後
日
荷
預

リ
手
形
仰
而
如
件

天
保
十
二
辛
丑
年
十
月
八
日

佐
藤
利
兵
衛
殿

定
才
料

玉
井
平
右
衛
門
⑪ 

間
紅
花
荷
物
預
リ

手
形
之
事

一、
紅
華
拾
丸、
但
シ
四
駄
弐
丸
也

此
賃
金
拾
両
弐
朱
也於

当
所
憧一一
請
取
申
候

江
戸
横
山
町
壱
丁
目
近
江
屋
源
七
般
行

右
之
通
憧
預
リ
申
処
実
正
也、
然
ル
上
者
道
中
十
五
日
限
リ
若
道
中ニ
而
如
何
様

之
難
事
出
来
候
共、
少
茂
御
損
毛
相
掛
不
申
急
度
弁
金
可
仕
候
為
後
日
荷
預
リ

手
形
何
而
如
件

天
保
十
五
申
辰
年
十
月
廿
七
日

定
才
料

佐
藤
利
兵
衛
殿

⑪ 

玉
井
平
右
衛
門

制
紅
花
荷
物
預
リ

手
形
之
事

一、
紅
花
拾
四
丸
但
シ
三
駄
壱
丸
也

此
質
金
八
両
壱
分
ト銀

三
匁
七
分
五
厘於

当
所
憧ニ
請
取
申
候

江
戸
横
山
町
近
江
屋
源
七
殿
行

右
之
通
憧ニ
預
リ
申
処
実
正
也、
然
ル
上
者
道
中
雪
中ニ
付
廿
日
限
リ
若
道
中一一

而
如
何
様
之
難
事
出
来
候
共、
少
茂
御
損
毛
相
掛
不
申
急
度
弁
金
可
仕
候 、
為
後
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社
境
内
へ
と
移っ
た。現
在
は
新
設
湯
殿
山
神
社
内
に
杷
ら
れ
て
い

る。

〈
注
5
V
『
改
訂
最
上
紅
花
史
の
研
究』
三
八
六
t四

O
一
ペ
ー

ジ
に
「
佐
藤

利
兵
衛
家
紅
花
荷
物
預
り
手
形
一
覧」
等
が
掲
載
さ
れ
て
お
り、
内

容
的
に
は
重
複
す
る
所
も
多
い。
た
だ、
年
月
日、
宰
領
名
等
一
部

異
な
る
部
分
も
あ
る。

〈
注
6
〉
山
形
市
・

栗
田
幸
助
氏
蔵

〈
注
7
V
『
改
訂
最
上
紅
花
史
の
研
究』
三
九
四
ペ
ー

ジ。

史 料 紹 介 ・ 佐 藤 利兵衛家紅花文書

川
荷
物
請
取
手
形
之
事

一、
紅
花
拾
弐
箇
但
シ
三
駄
也

江
戸
京
屋
弥
兵
衛
殿
行
駄
賃
済

右
之
通
造ニ
預
リ
申
候
処
実
正ニ
御
座
候 、
当
月
廿
五
六日
迄
ニ
無
相
違
御
届
ケ

可
申
上
候 、
万
一
道
中
筋ニ
而
如
何
様
之
難
事
出
来
候
共、
貴
殴
方へ
柳
御
損
毛

相
掛
間
鋪
候 、
為
後
日
荷
物
預
手
形
的
而
如
件

天
保
五
甲
午
十
月
十
三
日

定
宰
領

玉
井
平
兵
衛
⑮ 

佐
藤
利
兵
衛
殿

福
嶋
屋
治
助
殿

証
印掛

屋
善
四
郎
⑮ 

紅 (2)
花 荷

立
国7 44"< /1::; 
旧 ) 之
面 事
箇
付
拾
五
駄
片
馬

此
駄
賃
金
三
拾
四
両
三
分
弐
朱
也

右
之
通
憧ニ
預
リ
右
荷
物
無
相
違
江
戸
横
山
町
壱
丁
目
近
江
屋
源
七
殿
方
へ
相
届

当
地ニ
而
償
請
取
申
候

可
申
候 、
若
道
中ニ
而
濡
荷
披
袋
等
有
之
者、
急
度
弁
金
可
仕
候 、
万
一
火
盗
之

難
事
有
之
候
得
者、
少
茂
御
損
毛
相
掛
間
敷
候 、
弁
金
可
仕
候 、
為
後
日
荷
預
り

手
形
一
札
如
件

天
保
丁
酉
八
年
酉
三
月

佐
藤
利
兵
衛
殿

高
田
為
次
郎
殴

定
才
料

玉
井
平
兵
衛
@ 

口
入
証
人

小
嶋
重
左
衛
門

川
荷
物
預
手
形
之
事

一、
紅
花
三
拾
三
丸
吉
田
勘
右
衛
門
殿
分

此
賃
金
拾
九
両
弐
分
一
朱
ト

壱
匁
八
分
七
厘

於
当
所
憧ニ
受
取
申
候

江
戸
大
伝
馬
町
村
田
屋
久
蔵
殿
行

右
之
通
憧ニ
預
リ
申
処
実
正ニ
御
座
候 、
此
上
者
道
中
十
五
日
限
リ
若
道
中ニ
而

如
何
様
之
難
事
出
来
候
共、
少
モ
御
損
毛
相
掛
不
申
急
度
弁
金
可
仕
候 、
為
後
日

荷
預
リ
手
形
仰
而
如
件

天
保
十
二
年
丑
年
九
月
十
六
日

佐
藤
利
兵
衛
殿

定
才
料

玉
井
平
右
衛
門
⑮ 

何
荷
物
預
リ

手
形
之
事

一、
紅
華
五
拾
丸
但
シ
拾
弐
駄
片
馬
也

此
賃
金
弐
拾
八
両
弐
朱
也於

当
所
憧-一
請
取
申
候
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の
特
徴
的
な
事
柄
を
拾っ
て
み
た 。
こ
れ
ら
の
詳
細
な
分
析
や
考
察
は
と
て
も
私

の
手
に
負
え
る
も
の
で
は
な
く 、
ま
た 、
本
論
の
目
的が
紅
花
文
書
を
広
く
紹
介

す
る
こ
と
に
あ
る
の
で 、
こ
こ
で
論
を
深
め
る
こ
と
は
省
略
す
る。
今
回
は 、
た

〈
注
6〉

だ
「
輸
送
文
書」
の
み
を
紹
介
し 、
二
三
の
考
察
を
行っ
て
み
た
い。

輸
送
関
係
文
書
は 、
黒
沢
尻
・
八
百
屋
源
助
よ
り
大
石
田
・
二
藤
部
兵
右
衛
門

あ
て
の
「
送
り
手
板」
を
除
く
と、
すべ
て
地
元
山
形
の
宰
領
預
りに
よる、
山形

商
人
佐
藤
利
兵
衛
・
高田
為
次
郎
・

岩
倉
太
宗
治
・
楯
岡
商
人
吉
田
勘
右
衛
門
等

〈
注
5v

の
荷
物
の
江
戸
送
り
文
書
で
あ
る。
(
別
表
5)

表
に
み
ら
れ
る
様
に
三
O
点

すべ
て
が
江
戸
送
り
で
あ
り、
荷
量
の
多
少
は
と
も
か
く 、
以
外
に
江
戸
送
り
荷

の
多
かっ
た
こ
と
が
窺
え
る。
特
に、
大
伝
馬
町
・

村田
屋
久
蔵、
日
本
橋
・

利

倉
屋
金
三
郎
宛
の
荷
が
多
い。
輸
送
の
時
期
は
七
月
か
ら
翌
年
四
月
ま
で
だ
が 、

九
月
の
も
の
が
六
点 、
一
O
月
の
も
の
が
一
O
点
で
全
体
の
半
数
を
越
え
る。
特

に、
一
O
月
以
降
翌
三
月
ま
で
の、
晩
秋
か
ら
春
先
に
か
け
て
の
も
の
が
一
八
点

も
あ
り、
江
戸
送
り
は
冬
期
間が
主
だっ
た
こ
と
が
分
か
る。
荷
は
山
形
預
り
の

形
と
思
わ
れ
る
が 、
史
料
ω
は
岩
沼
出
し 、
同
凶
は
真
壁
出
し 、
同
聞
は
大
河
原

出
し 、
同
凶
は
仙
台
出
し 、
同
聞
は
白
石
出
し
で 、
他
県
預
り
も
多
く
見
受
け
ら

れ
る。
輸
送
経
路
は 、
山
形
物
は
笹
谷
峠
か
金
山
峠
を
越
え
奥
州
道
中
に
出
て
江

戸
に
送
ら
れ
た
が 、
急
ぎ
荷
の
場
合
は 、
阿
久
津
か
ら
鬼
怒
川
を
下
し 、
利
根
川

に
出、
多
少
遡
航
し
境
か
ら
江
戸
川
に
入っ
た
と
い
う 。
江
戸
ま
で
の
輸
送
日
数

は 、
岩
沼
出
し
の
場
合
は一
三
日
と
記
さ
れ
て
お
り、
宮
城
県
南
出
し
荷
は一
三

日
程
度
の
日
数
だっ
た
よ
う
だ 。
一
方 、
山
形
出
し
は
ほ
と
ん
ど一
五
日
の
日
数

に
なっ
て
い
る。
ま
た一
O
月
以
降
は 、
雪
中
の
為
も
あ
り
二
O
日
と
な
り、

駄

賃
も
割
増
に
なっ
て
い
る。

駄
賃
は 、
大
雑
把
にみ
れば 、
一
丸
(一
箇)
当
り
金
二
分
前
後
と
な
り、
か
な

り
の
高
額
だ
っ
た
様
だ 。
宰
領
は 、
ほ
と
ん
ど
玉
井
平
右
衛
門
・
同
平
兵
衛
で
あ

る。
玉
井
平
右
衛
門
の
出
自
等
につ
い
て
は
不
明
だ
が 、
明
治
九
年
「
羽
前
国
村
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〈
注
6v

山
郡
第一
大
区
小一
区
十
日
町
屋
敷
図」
に
よ
れ
ば 、
佐
藤
利
兵
衛
家
の
三
軒
筋

向
い
五
二
二
番
地
に
そ
の
名
が
み
ら
れ
る。
巻
末
「
荷
預
り
手
形」
の
ω
・

凶
・

ω
・

闘
で
は 、
玉
井
平
右
衛
門
は
佐
藤
利
兵
衛
を
「
日一
那」
と
呼
ん
で
お
り、
隣

同
士
で
も
あ
る
玉
井
平
右
衛
門
(
平
兵
衛〉
は 、
今
大
屋
に
従
属
し
た
宰
領
だっ

た
と
も
考
え
ら
れ
る。
そ
れ
は 、
現在
無縁
仏になっ
て
い
る
が 、
玉
井
平
右
衛
門

(
平
兵
衛)
の
墓
所
が
常
念
寺
末
寺
の
浄
土
宗
専
光
寺
(
山
形
市
諏
訪
町〉
だっ

た
こ
と
か
ら
も
窺
え
る。

江
戸
送
り
荷
の
供
給
先
で
あ
る
が 、
今
回
信
一
氏
が
指
摘
さ
れ
る
様
に、
船
問

屋
井上
重
治郎、
大
阪
荷
物
積
払
所
の
利
倉
屋
金
三
郎
宛
の
分
は
海
路
大
阪
廻
り
京

〈
注
7v

都
行
き
の
も
の
で
あ
っ
た 。
「
荷
預
り
手
形」
の
中
に
も、
荷
の
大
阪
送
り
の
記

載
が
み
え
る。
史
料
ω
は
岩
沼
出し
荷で
あるが 、
「
江
戸
占
大
坂
迄
運
賃
添
金」

が 、
荷
四八
箇で「
金
五
両
弐
朱
ト

四
匁
五
分」
(
江
戸
迄
の
駄
賃
廿
四
両
壱
分
三

朱〉
と
み
え 、
史
料
仰
に
は 、
「
外ニ
江
戸
大
坂
迄
添
金
四
両
也
預
り」
と
記
さ

れ
て
い
る。
宮
城
物
な
ど
は
地
元
か
ら
陸
路
江
戸へ
送
り、
そ
こ
か
ら
大
阪へ
輸

送
す
る
場
合
が
多
かっ
た
の
だ
ろ
う 。
し
か
し 、
そ
れ
以
外の
商
人
宛
分
が
半
数

以
上
(
三
O
点
中
二一
点〉
あ
り、
こ
れ
ら
の
大
部
分
は
江
戸
の
紅
粉
屋
や
紅
染

屋へ
供
給
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
よ
う 。

巻
末
に、
「
荷
預
り
手
形」
の
解
み
下
し
を
紹
介
す
る。

八
注1
V
佐
藤
利
兵
衛
家
の
羽
州
街
道
沿
い
に
宿
借
り
を
し
て
い
た 、
近
江
商

人
ふ人
西
屋
と苧
西
屋
の
屋号
は

、
今
の
屋
号
を
半
分
ずつ
貰
い
受
け

た
も
の
と
も、
ま
た
そ
れ
ぞ
れ
の
屋
号
を
与
え
た
も
の
が
今
の
屋
号

と
も
云
わ
れ
る。

『
東
講
商
人
鑑』
は 、
同一
板
行
年
で
内
容
の
異
な
る
も
の
も
み
ら

れ
る。

〈
注
2
〉

八
注
3
V
こ
れ
に
よ
れ
ば 、
佐
藤
九
右
衛
門
の
屋
敷
は 、
山形
駅の
北 、
現
在
の

鉄
道
病
院
付
近
に
当
る。

「市
神」
は 、
道
路
改
良
の
際
旧
県
庁
舎に
移さ
れ、
後 、
旧
湯
殿
山
神

〈
注
4
〉



史料紹介・佐藤利兵衛家紅花文書 30 

(別表5 ) 「荷 預 り 手 形」一 覧

文 書 名 年 月 日 筒数 宛 先 索 領 駄 賃 日 数

1 荷物請取手形之事 天保 5.10. 13 12箇 京江屋戸弥兵衛 玉井平兵衛 済 13.14 

2 荷預り手形之事 天保 8. 3 6 2筒 近
江

江
戸

屋源七 玉井平兵衛 3 4 両 3分2朱 ン
3 荷物預手形之事 天保12. 9. 5 3 3丸 村

江戸
問屋九歳

玉井平右衛門 19両2分1朱ト壱匁8分7厘 15 

4 荷物預り手形之事 今 9. 16 5 0:h 。 。 28両2朱 今

5 荷物預り手形之事 天保12. 10. 8 1 2丸 今 。 7両2分 ペシ

6 荷物預り手形之事 今 12丸 井
江

上
戸

重治郎
イシ 6両3分 φ 

7 紅花荷物預り手形之事 天保15: 10. 2 7  10丸 近
江

江
戸

屋源七
。 10両2朱 。

8 紅花荷物預り手形之事 天保15. 11. 6 1 4 J:L 近
江戸

江屋源七
イシ 8 両1分ト銀3匁7分5厘 20 

9 紅花荷物預り手形之事 天保15. 12. 11 4 9丸
江戸 。 2 9両卜銀5匁7分2庫5毛 ，シ村田屋九歳

10 紅花荷物預り手形之事 弘化 4. 9 梅 4 5丸 利
江

倉
戸

屋金三郎
4シ 2 5両1分ト銀3匁7分5厘 15 

11 紅花荷物預り手形之事 嘉永 4. 11 晦 3 2丸 。 。 2 1両 20 

12 紅花荷物預り手形之事 嘉永 6. 9 48筒 大 坂 玉斎井藤
平清兵右衛衛

門 24両1分3朱 13 I 

13 紅花荷物預り手形之事 嘉永 7. 4 18 J:L 
江戸 玉井平右衛門 10両2朱 。
利倉屋金=郎

14 紅花荷物預り手形之事 。 6丸 近
江戸

江屋源七
ペシ 3両1分2朱 4シ

15 紅葉荷物預り手形之事 安政 3. 10. 1 1 3丸 小
江

嶋
戸

屋吉蔵 玉井平兵衛 1両2分3朱 15 

16 紅花荷物預り手形之事 φ 28丸 利
江戸

倉屋金三郎
。 15両3分2朱ト1匁2分5厘 。

17 紅華荷物預り手形之事 安政 4. 8 24箇
江戸 玉井平右衛門 1 3両2分 。
村田久蔵

18 紅花荷物預り手形之事 安政 4. 9. 12 12筒 。 。 6両3分 'シ

19 紅花荷物預り手形之事 今 9. 16 6筒 。 // 3両1分2朱 。

20 荷請預り手形之事 万延元 1 O. 1 1 7箇 。 。 4両2朱ト1匁8分7厘5毛 / 
21 荷請預り証文之事 文久元 7. 21 28箇 イシ 今 1 4 両 1分 3朱 20 

22 荷請預り証文之事 文久元 10 4箇
江

村
戸
田久蔵 玉井平右衛門 2両2分 / 

23 荷請預り証文之事 文久 2. 8. 12 3 1箇 。 dシ 16両1分3朱 ト2 00文 / 
24 荷受預り証文之司王 文久 2. 10 28箇 dシ 。 1 7両2分

25 荷物受負手形之事 慶応 3 3 24箇
江

利倉
戸

屋金三郎
今 34両2分

荷物受負手形之事 明治 2. 3.26 38丸 東尽
'" 12 3両2分26 // 

27 荷物受負手形之事 明治 3. 10. 13 8箇 。 浦山屋三良眠衛 19雨

28 荷物受負手形之事 明治 4. 4 8箇 村東京田久蔵 玉井平右衛門 18両

29 荷物請取手形之事 寅 11. 7 4メL
江

大
戸
坂屋嘉兵衛 石沢藤右衛門 1両3分2朱

医30 荷物議取(手)形之事 イシ 11. 18 8丸 戒
江戸

屋六郎治 己石E 旦沢藤才!兵右 衛
衛
門 3両3分



1 9 8 5 年 3 月第 6 号山 形 県 立博物館研究報告29 

格

文 書 名 年 月 駄 の 価 格

仕 切 天保 6 7 3 6 両
紅 花 支 払 覚 // 1 5 8 5 7 両
紅花支払覚 ・ 仕 切 。 1 1 5 0 両. 5 2 両 2 分. 5 8 両. 7 6 両
仕 切 。 1 2  4 5 両. 5 8 両 . 5 8 両 2 分 . 6 0 両
紅花支払覚 ・ 仕切 弘化 元 1 2 4 5 両. 5 2 両. 5 4 両 2 分 . 5 5 両. 5 8 両. 6 0 両
紅花支払覚 ・ 仕切 /，.- 2 1 4 6 両 2 分. 5 0 両. 5 3 両 2 分. 5 6 両. 5 7 両. 5 8 両. 5 9 両 2 分
紅 花 支 払 覚 今 2 5 9 両
仕 切 。 3 4 5 両 . 5 1 両 2 分 . 5 3 両 . 5 6 両 . 6 0 両. 6 5 両

。 嘉 永 7. 9 6 6 両
ィシ 。 1 0  6 8 両. 6 9 両 2 分
。 。 1 1 3 2 両. 5 8 両. 5 9 両 2 分. 6 0 両. 6 2 両 2 分. 6 3 両. 6 4 両
。 6 5 両. 7 0 両 2 分‘ 7 3 両 2 分. 7 5 両 . 7 8 両 . 8 1 両
。 。 1 2 3 5 両 . 4 7 両 2 分 . 5 1 両. 5 4 両. 5 5 両 2 分 . 5 8 両
4初 6 0 両 2 分
。 明 治 6. 5 6 9 両 . 8 4 両
。 。 6 7 0 両 . 8 0 両 . 8 2 両 . 8 5 両 . 9 0 両
イシ 。 7. 1 2  1 3 2 両. 1 3 3 両 . 1 3 4 両 . 1 3 8 両
/，.- ペシ 8. 3 1 3 5 両 . 1 5 0 両

仮 仕 切 イシ 9 6 9 0 円 . 1 0 0 円

価の駄花干( 別表 4 ) 

花
扉
風」
に
は 、

忍什一
紅
丸」
・

「合一
本
紅」
・

「
O
秩
司」
・
「
⑧
音
姫」
・
「
午
大
将」
・

一回音
雨」
・

「
⑦
本
緋」
・
「
⑦
野
吉」
な
ど
の
銘
柄
を
記
し
た
紅
花
荷
が
描

か
れ
て
い
る。
し
か
し 、
同
じ
地
元
の
紅
花
生
産
を
描
い
た
と
云

「凸ニ
沼
皿」
・

う
東
根
市
・
武田
陽
氏
蔵
の
「
紅
花
絵
巻」
の
中
の
荷
に
は 、
銘

柄
は
記
さ
れ
て
い
な
い。
な
お 、
本
館
が
山
形
市
・

福
島
坦
氏
(

治
助
家〉
よ
り
受
贈
し
た
折
封
に
は 、
「
一刊
出
羽
稀」
の
名
が
み

ら
れ
た 。
こ
れ
ら
銘
柄
と
品
質
と
の
関
係 、
ま
た
取
扱
商
人
と
の

関
係
も
考
え
ら
れ
る
が 、
今
回
は
省
略
す
る。

紅
花
文
書
に
記
さ
れ
て
い
る
県
外
取
引
商
人
は
(
別
表
3〉
の

通
り
で
あ
る。
内
訳
は
京
都
商
人
二
三
名、
江
戸
商
人
一
一
名、

大
阪
商
人
四
名
な
ど 、
全
部
で
四
八
名
を
数
え
る
こ
と
が
で
き
た 。

」
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
は 、
江
戸
商
人
が
以
外
と
多
い
こ
と
で
あ

る。
今
大
屋
の
紅
花
荷
が 、
陸
路
で
江
戸
送
り
さ
れ
る
場
合
の
多

かっ
た
こ
と
は 、
紅
花
銘
柄
に
「
仙」
の
付
く
宮
域
紅
花
の
多
か

っ
た
こ
と
で
も
う
な
ず
け
る。

紅花は
干
花で 、
一
駄
(一一三
貫
目〉
の
価
格
が 、
江
戸
後
期
か
ら

幕
末
に
か
け
て一
O
O
両
か
ら
一
三
O
両
に
も
な
っ
た
と
云
わ
れ

る。
し
か
し
値
段
の
変
動
は
激
し
く 、
同
年
同
月
買
売
の
干
花
で

も
日
々
刻
々
変
わっ
た 。
(
別
表
4〉
は 、
「
仕
切」
や
「
支
払

覚」
な
ど
か
ら 、
幕
末
か
ら
明
治
初
期
ま
で
の
干
花
値
段
を
み
た

も
の
で
あ
る。
表
か
ら
も
分
か
る
様
に、
同
年
同
月
の
も
の
で
安

値
と
高
値
と
の
聞
に
は
数
十
両
の
聞
き
が
あ
る。

以
上、
佐
藤
利
兵
衛
家
紅
花
文
書
を 、
大
雑
把
に
捕
え
幾っ
か



( 別表 2 ) 
産地的銘柄 仙 錦 木
仙 玉 仙 紅 熊
仙 光 正 ，刀�可
仙 紅
仙 頭 秋 室 紅
仙 雨 秋 福 紅
仙 錦 秋 小 口
仙 冠
仙 司 福 松
仙 谷 福 紅
仙 相f 磐 紅
仙 長
仙 王 出 羽 一
仙 槻 出 羽 稀
仙 稀 雨 最 蘭
仙 大 一 最 紅
仙 二 木 最 司
仙 吉 野 最
仙 松 嶋 最 頭
仙 名 取 最 上 一
仙 極 緋 千 歳 紅
仙 国 一
南 新 仙 里 崎
仙 丸 紅 象 ヶ 鼻
仙 随 一 関 山
仙 熊 仙 新 湯
仙 大 司
仙 黄 金
仙 国 里

史 料 紹 介 ・ 佐 藤 利 兵 衛 紅 花 文 書

紅 花 銘 柄 一 覧

品質的銘柄 金 岡リ 大 将
雨 光 金 ，鳥 大 関
雨 王 金 時 大 甚
雨 司 金 星 大 力
雨 入 金 鱗 大 司
丸 雨 金 鍔 大 =E七3 
極 雨 金 青匡 大 丸
光 雨 金 将 大 王
東 雨 金 光 上 王
関 雨 金 鶏 大 頭
増 雨 金 鳳
物""、 雨 金 雨 日 本 一
村 雨 金 冠 一 本 稀
力 雨 金 兜 天 下 一
熟 雨 金 司 国
紅 雨 金 鶴
雨 錦 金 亀 稀 光
藤 雨 金 紅 稀 古 今
生 水 金 口

時
餅 無 類

清 水 金 司 無 双
古 水 黄 金 熟 仁

勝 利
藤 } 1 1  稀 飛 高 名
藤 紅 極 飛 魁 腕
藤 司 張 飛 稲 妻
藤 玉 無 類 飛 甑 麟
藤 頭 稀 天 飛 真 光
藤 井 大 極 飛 真 力

口 極 飛 勢 力

28 

( 互 い に 関連す る 銘柄 も 多い )
宝 留 光 料f 銀 菱
万 両 緋 口 鯉 玉 兎
本 場 七 夕 花 勇 吉 の 川
飛 七 夕 此 花 玉 } I I  

花 盛 加 茂 川
染色的銘柄 花 娘 初 音
紅 錦 花 ノ 尾 娘
紅 王 花 の 山 古 今
紅 頭 唐 錦 国 司
紅 菊 艶 錦 桜 木
紅 司 玉 錦 富 鹿 娘
紅 桜 奥 錦 牡 丹
紅 井 稀 錦 孔 雀
紅 一 錦 木 衣 通 姫
紅 力 蝦 夷 錦 嶋 A口"" 
紅 輪 丹 頭 幕 之 内
。 紅 丹 瀬 黒 岩
主 紅 狸 々 日 ノ 出
保 紅 鏡 岩
舛 紅 そ の 盤 雪'"量R 青E
本 紅 司 勇 獅 子
萄 冠 東 初日
萄 紅 浪 静 小 倉 山
萄 花 鳳 晴 羽 衣
萄 稀 尭 代 薄 雪
相f 王 豊 明
相F 頭 森 鳥
本 相f ，鳥 斗
相f 袴 真 舌

( 別表 3 ) 県 外 紅 花 取 引 商 人 一 覧 (寸班花商人以外や同一家族も 含まれる と 思われる )
地 名 氏 名 地 名 氏 名 地 名 氏 名
黒沢尻 八百屋源助 京 都 伊勢屋源助 金 多屋佐右衛門
南 部 墨屋小右衛門 伊勢屋や さ 美濃屋忠右衛門
大河原 笹原金 右衛門 伊勢屋 茂平 最上屋 ( 井 山 ) 喜八
福 島 京屋弥兵衛 伊勢屋利 ( 理 ) 右衛門 若荷屋吉兵衛
水 戸 小林新右衛 門 近江屋治右衛門 小杉清左衛門
江 戸 近江屋源七 近江屋佐助 綿屋勇蔵

近江屋源助 近江屋林兵衛 油屋喜助
村 田久 蔵 吉文字屋彦市 ( 一 ) 大 阪 河内 屋藤兵衛
井上重治郎 吉 文字屋嘉七 嶋屋清兵衛
利倉屋金 三郎 若 山屋喜右衛門 羽前屋久 右衛門
小嶋屋吉蔵 若松屋喜十郎 木下藤兵衛
小 嶋屋七 右衛門 西村屋清左衛門 堺 平野屋嘉兵衛
戸倉屋金三 郎 西村清九郎 近 江 菱 田 清兵衛
大坂屋嘉兵衛 布屋彦太郎 不 明 困 平七
戒屋六郎治 井筒屋善右衛門 紹屋久三郎
京屋弥兵衛 (福島 と同人物カ) 岐阜屋八 郎兵 衛 白 石 山崎屋清右衛門



を
合
わ
せ 、

(
別
表
1〉

但
し、
こ
の
中
に
近

一
O
五
件一
四
五
点
で
あ
る。

年
ま
で
大
石
田
・

二
藤
部
兵
右
衛
門
家
に
あっ
た
二
藤
部
家
文
書
が
一
O
点
(必

一一
三ハ
1

一
四
五〉
含
ま
れ
て
い
る。

こ
れ
ら
紅
花
文
書
の
中
で、
最
も
古
い
も
の
は、
舟
町
・

阿
部
三
右
衛
門
が
出

し
た
文
政
五
年
二
八
一
二〉
の
「
覚
(
紅
花
蔵
人
預-
um
六
一〉
」
で、
八
代
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佐
藤
利
兵
衛
貴
渠
の
頃
の
も
の
と
思
わ
れ
る。
し
か
し
八
代
に
関
わ
る
と
思
わ
れ

る
紅
花
文
書
は
そ
れ
以
外
に
は
見
当
ら
ず、
ほ
と
ん
ど
が
一
O
代
佐
藤
利
兵
衛
貴

保
時
代
の
も
の
の
様
だ。
ま
た、
一
番
新
し
い
の
は
明
治一
O
年
の
「
買
仕
切」

で、
一
二
代
佐
藤
利
兵
衛
源
貴
孝
時
代
の
も
の
と
思
わ
れ
る。
多
分、
今
大
屋
の

第 6 号

紅
花
商
い
は
こ
の
頃
が
終
末
期
だっ
た
の
だ
ろ
う。
な
お、
七
代
以
前
の
紅
花
文

書
は
今
回
の
調
査
では
確
認
で
き
な
かっ
た。

佐
藤
利
兵
衛
家
紅
花
文
書
を、
大
ま
か
に
内
容
別
分
類
す
る
と
次
の
様
に
な
る。

山形県立博物館研究報告

。
輸
送
文
書
三
一
点
(
内、
送
り
手
板一
点)

。
蔵
預
り
文
書
二
点

。
出
判
願
五
点

。
紅
花
買
売
文
書

-
代
金
支
払
仕
切
二
三
点

-
代
金
請
取
仕
切
三
九
点
(
紅
花
仕
切
帳
の
分〉

-
差
引
目
録

，点

-
代
金
支
払
覚
七
点

-
地
元
産
紅
花
購
入
五
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替
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花
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破
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書

二
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点
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。
そ
の
他

点

。
二
藤
部
兵
右
衛
門
家
文
書
一
O
点

紅
花
文
書
に
記
さ
れ
て
い
る
紅
花
の
銘
柄
は
(
別
表
2.〉
の
通
り
で
あ
る。

部
見
落
と
し
も
あ
る
と
思
う
が、
全
部
で一
二
O
銘
柄
に
上っ
た。
こ
れ
を

種
類
別
に
み
る
と、

産
地
や
品
質、
作
物

折封 (福島坦氏寄贈)

な
ど
と
の
関
わ
り

で

付
け
ら
れ
た
も
の
が

多
い。
ま
ず、
産
地

に
関
わ
る
も
の
と
し

て
は、
「
仙」
や

「
秋」

「
最
上」 、

「
福」

、

「
出
羽」
な
ど
の
付
く
も
の
が
見
受
け
ら
れ
る。
こ
の
中
で
断
然
多

い
の
が
「
仙」
の
付
く
も
の
で、
二
二
銘
柄
(
正
宗
を含
む)
程
あっ
た。
こ
れ
は

宮
城
産
紅
花を
指すもの
と思
われる。
地
元
山
形
産
を
表
わ
す
も
の
は
以
外
に
少
な

く 、
九
銘
柄
に
す
ぎ
な
い。
こ
の
事
は、
山
形産紅花の
場合、
品
質
名
や
紅
の
色

彩
か
ら
取っ
た
も
の
を
多
く使
用して
いる
為とも
考えられる。
ま
た、
「
雨」
の
付

く
も
の
が
多
い
の
は、
雨
の
日
に
摘
ん
だ
紅
花
は
紅
を
多
く
含
ん
で
お
り 、

雨
天

時
は
日
中
も
こ
の
「
雨
花」
を
摘
み
とっ
た
と
云
わ
れ
る
こ
とと
関
係
が
あ
ろ
う。

銘
柄
の
一
つ
「
仙
稀
雨」
に
つ
い
て、
明治
期
=
百
町・
光
禅
寺
角
に
こ
の
名
の

飴
を
売
る
庖
が
あっ
た
と
云
う。
有
名
な
銘
柄
だっ
た
の
だ
ろ
う。
こ
の
他 、
紅

の
艶
や
か
さ
か
ら
取っ
た
も
の
も
多
い。
商
品
作
物
で
あ
り 、
他
の
作
物
以
上
に

高
価
な
も
の
だっ
た
為
か、
「
金」
の
付
く
も
の
も
多
く
み
ら
れ
る。

地
元
の
紅
花
生
産
を
描
い
た
と
云
わ
れ
る
山
形
市
・

長
谷
川
吉
内
氏
蔵
の
「
紅
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資 料 名 年 月
仕切 ( 紅花 ) 嘉永 7. 

今 。
。 。

。 'ー

。 明 治 6 5 
。 。 6 6 
。 。 7. 1 2 
'ー 。 8 3 

仮仕切 ( 紅花 ) 。 9. 6 

買 仕切 ( 紅花 ) 。 1 O. 3 

仕切覚 ( 紅花 ) 辰 1 2. 
。 -'/ 7 

金 子借用 証文之事 ( 紅花 前金 ) 嘉永 4 .  4 
慶
西

応
六助

三
舟
年

難
十
事

月
紅

北
花

海
売

佐
立諸

渡
入
沖

用
ニ
勘

而
泡

小
帳 明 治 2 2 

一札 ( 紅花代金引 当 ) 。 4. 4 

差上申ーネl之事 ( 借用引当 に紅花 ) 丑 3. 

口 上 ( 紅花 出 高何程 ) 。 7. 

書状 ( 紅花荷物 天 童 仲 半 出 し ) 成 6 
。 ( 紅花発送 ) 。
。 ( 紅花荷物発送 ) 。 7. 
。 ( 紅花 濡荷相成 ) 。

書状 ( 紅花荷物発送 ) 。 8 
。 ( 紅花 酒 田 積 下 し ) 。

( 紅花 酒 田 積下 し願 ) 'ー

( 紅花 出高何程 ) 。
-'/ 。 9 

差 出 人 → 受 取 人
佐藤 卯兵衛 よ り 菱 田 清兵衛 あ て ( 1 紅花仕切帳 」 の 内 )
佐藤 卯兵衛 よ り 墨屋 小右衛 門 あ て 。
佐藤 卯兵衛 よ り ゑ びす や清助 あ て 。
佐藤 卯兵衛 よ り 回 平七 あ て 。

小杉清左衛門 よ り 佐藤 利 兵衛 あ て
井 山 喜 八 よ り 佐藤 利 兵衛 あ て

。

木下藤兵衛 ・ 伍助 よ り 佐藤利兵衛 あ て
井 山 喜 八 よ り 佐藤利兵衛 ・ 保 倉 惣次郎 あ て
木 下藤兵衛 よ り 佐藤利兵衛 あ て
井筒屋善右衛門 よ り 佐藤得五郎 ・ 阿 部長治郎 あ て
井筒屋善右衛門 よ り 佐藤利兵衛 ・ 得 五郎あ て
仙

佐
中

藤
新 田 借

兵
用 人 田 中 新八郎、 山 形請合人紅屋 久太郎 よ

り 利 衛 あ て
立会最上屋喜八、 惣代士清助
竹岡 理右衛門 よ り 佐藤利兵衛 あ て
足利屋儀兵衛 よ り 佐藤利兵衛 あ て
今 よ り 困 あ て

どP庖 よ り 困 喜七郎あ て
今よ り 困 あ て
佐藤利兵衛 よ り 二藤部兵右衛門 ・ 喜兵衛 あ て
令よ り 二藤部兵右衛 門 あ て

今 よ り 二藤部兵右衛門 ・ 喜兵衛 あ て
佐藤理兵衛 よ り 二藤部兵右衛門 あ て
令 よ り 二藤 部兵右 衛門 あ て
佐藤利兵衛よ り 二藤部兵右衛門 ・ 喜兵衛 あ て
佐藤利兵衛 よ り 二藤部兵右衛門 あ て
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資 料 名 年 月 差 出 人 → 受 取 人
90 仕 切 ( 紅花 ) 嘉 永 7. 佐藤卯兵衛よ り 伊勢屋利 右衛門 あ て ( ， 正日E仕切帳 」 の内)
9 1  今 。 。 。

92 。 。 。 。

93 今 。 佐藤卯兵衛 よ り 綿屋勇蔵 あ て 'ー

94 。 。 今 。

95 。 。 。 。

96 。 。 佐藤卯兵衛 よ り 最 上屋喜八 あ て 。

97 -'/ 。 今 。

98 。 -'/ 。 。

99 。 。 佐藤卯兵衛 よ り 岐阜屋八 兵衛 あ て 。

100 。 。 。 。

1 0 1  。 。 佐 藤 卯兵衛 よ り 吉文字屋彦 市 あ て 。

102 砂 。 。 。

1 03 。 。 。 。

104 φ 。 佐藤卯兵衛 よ り 西村清九郎 あ て 。

105 今 今 。 。

1 06 。 。 佐藤 卯兵衛 よ り 近江屋次 右衛門 あ て 。

1 07 -'/ -'/ 佐藤卯兵衛 よ り 若松屋喜十郎あ て 。

1 08 今 。 佐藤卯兵衛 よ り 嶋屋清兵衛 あ て 。

1 09 -'/ 。 。 ク

1 10 。 。 。 。

1 1 1  。 。 。 。

1 1 2  。 。 。 。

1 13 。 -'/ h 。

1 14 。 。 。 。

1 1 5  。 -'/ 佐藤卯兵衛よ り 河 内屋藤 兵衛 あ て 。

1 16 。 。 ク 。

1 17 。 。 佐 藤 卯兵衛 よ り 佐藤利右衛 門 あ て タ

1 18 。 。 佐 藤 卯兵衛 よ り 紹屋久三郎 あ て 。

1 19 。 。 佐藤卯兵衛 よ り 吉 田勘兵衛 あ て 。
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資 料 名 年 月 差 出 人 → 受 取 人
60 出判願 ( 紅花 荷 ) 酉 3. 宿十 日 町佐藤利兵衛
61 覚 ( 紅花蔵入 預 ) 文政 5 7 舟町 阿部三右衛門 よ り
62 覚 ( 紅花代金支払 ) 天保 1 5. 8 美濃屋忠 右衛門 よ り 佐 藤利兵衛 ・ 徳 五郎 あ て
63 。 。 美濃屋忠右衛門 よ り 鈴 木彦兵衛 ・ 嘉兵衛 ・ 村居清七あて
64 。 弘化 元.1 2 美濃屋忠右衛門 よ り 佐藤利兵衛 ・ 徳 五郎あ て
65 。 � 2 1 美濃屋忠右衛門 よ り 佐藤利兵衛 ・ 松兵 衛 あ て
66 � 。 -'/ 

67 。 。 2. 2 美濃屋忠右衛門 よ り 佐藤利兵衛 ・ 得五郎あ て
68 覚 ( 紅花発送 ) 嘉 永 6 8 奥合海州盛早坂岡黒惣沢左尻衛門八百、 屋

清
源
川

助
斎藤

よ
半り

羽
力虫

州
臥

大
圧
石

内
田二

酒
藤
田

部
問屋

兵
互

右
空

衛
空

門
島、主

本二
69 覚 ( 紅花代金支払 ) 。 1 2 福島京屋弥兵衛 よ り 大河原笹屋金右衛門 あ て
70 仕切 ( 紅花 ) 天保 6. 7 伊勢屋源助 よ り 佐藤利兵衛 あ て
71  。 。 1 5. 1 1 金多屋佐右衛 門 よ り 佐藤理兵衛 ・ 徳五郎 あ て
72 。 。 岐 阜屋 八郎兵衛 よ り 佐藤利兵衛 ・ 徳 五郎 あ て
73 。 。 1 5. 1 2 吉文字屋彦ーよ り 佐藤利兵衛 ・ 徳五郎 あ て
74 。 。 吉 文字屋嘉七 よ り 佐藤利兵衛 ・ 徳五郎 あ て
75 。 弘化 2. 1 金多屋佐右衛門 よ り 佐藤理兵衛 ・ 徳 五郎あ て
76 。 。 。
77 。 。 吉 文字屋彦市 よ り 佐藤利兵衛 ・ 徳五郎あ て
78 。 今 2. 3 。

79 。 。 伊 勢屋や さ よ り 佐藤理兵衛 ・ 松兵衛あ て
80 。 。 吉 文字屋彦 ー よ り 佐藤利兵衛 ・ 徳 五郎あ て
81 。 今 吉文字屋嘉 七 よ り 佐 藤利兵衛 ・ 御 支配松兵衛 あ て
82 。 。 2 4 。

83 。 。 金多屋佐右衛門 よ り 佐 藤利兵衛 ・ 松兵 衛 あ て
84 。 。 2. 吉 文字屋嘉七 よ り 佐藤利兵衛 ・ 御支配松兵衛 あ て
85 。 嘉永 7. 佐藤卯兵衛 よ り 伊勢屋源助 あ て(， 紅花仕 切帳 」 の 内 )
86 。 。 。 。

87 。 。 。 。

88 。 。 。 今

89 。 。 。 φ 
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資 料 名 年 月
荷物請取手形之事 ( 紅花 ) 寅 1 1 
蔵入預 手形之 事 ( 紅花 ) 慶 応 2 8 

為船替金請取 手形之事 ( 紅花 ) 文政 1 3 8 
。 。
。 天保 2. 8 

為荷替金請取 証文之事 ( 紅花 ) 。 3 9 

紅花船為替 ニ 取組証文之事 。 7 8 

紅花船為替取 組証文之事 。

船為替取組証文之事 ( 紅花 ) 。

荷為替取組証文之事 ( 紅花 ) 。 7 9 
荷為替取組金 子請取置証文之事 。 8 3 ( 紅花
紅花船為替証文之事 。 1 2 9 

紅花荷物為替置証文之事 タ 1 8 4 
荷 為替取組 金子請取証文之事 弘 化 2. 7 ( 紅花 )
為替証文之事 ( 紅花 ) 嘉 永 3 .  1 1 

紅花為船替証 文之事 安政 3 8 

為 船替借用 証 文之事 ( 紅花 ) 。 6 9 
，，_， 元 治 元 9 

紅苧船為替 証 文之事 慶応 3 9 

為 岡為 替証文之事 ( 紅花 ) 酉 7 
紅花買 受手形之事 天保 8 3 
荷 為替取組 金子請取手形之

花
事

( 紅 ) _____________ -------

為替借用 証 文之事 ( 紅花 ) 嘉 永 7 3 
預 り 申 金子之事 ( 紅花 ・ 青苧購入 ) 元治 元 5

送 り 手板之事 ( 紅花 ) 嘉 永 2 7 

為 引 目 録 ( 紅花 ) 弘化 2 3 

出判願 ( 紅花荷 ) 午 8 
。 ，，_， 

。 。
。 未 2 

差 出 人 → 受 取 人
定 飛脚山 形 七 日 町 石沢藤 右衛門 ・ 石沢 才兵

衛
衛 よ り 荷 主

水戸太 田 林 新 右衛 門 、 世話込五五室利兵 あ て
阿 部長 次郎 よ り 佐藤 利 兵衛あ て

善 四郎 ・ 伝九郎・ 勘 右衛 門 ・ 新兵衛 よ り 佐藤 利兵衛 あて
為船替

佐
主 楯

利
岡 衛吉 田 勘右衛門、 請人山形六沢屋新兵衛 よ り

山 形 藤 兵 あ て
紅
山形

華
間
為

百
船

人
替
浅

主
次

宮
、

崎
沖

村ノ 原
青

略
柳屋

行忠
勇
蔵

蔵
よ

、
り
長
山

捕
形
手村

佐
受
藤

人
孝帳

斎藤衛伊
あ二て 郎

為荷替取組 主市之助、 請人喜兵衛 よ り 佐藤利兵衛あて

為替組 主 油屋兵左衛 門 よ り 佐藤 利兵衛あ て

為替組主 よ り 福嶋屋治助 あ て
為替取組主市村屋久太郎 よ り 福嶋屋治助 ・ 佐藤理兵衛あて

。
為替 荷主 小嶋 十 右衛門 ・ 同 今 次 よ り 佐藤 利兵衛 ・ 高 田
為次郎 あ て
為
衛

船庇替取組主紅屋 久 太 郎 、 請人掛屋善E眼目 よ り 佐 藤利兵
あ て

為
高

替取
為

組主 小 嶋屋 十右衛門 ・ 同 今次 よ り 佐藤 利兵衛 ・
田 次郎 あ て

為替取組主 有川 屋弥蔵、 加判掛屋善四郎 、 才料玉井平右衛
門 よ り 江戸横 山丁近江屋源 七 あ て
奥 州 黒 沢尻八 百屋源助 よ り 羽 州 最 上 山 形 佐藤 利 兵 衛 あ
て
為替

衛
取 組主竹原屋祐太郎 ・ 同小嶋屋十右衛門 よ り 佐藤利

兵 あ て
佐
船

藤
為 替

利
取
兵

組
衛

主
・ 大

楯石岡田
吉
二田

蹄
勘|浜右右衛衛

門
門、

同
あ

請
て

人勘兵衛よ り 山形

船為 替
兵
取
衛

組 主楯岡 吉 田 勘 右衛門、 同受人勘助 よ り 山 形佐
藤 利 あ て
為藤船替

兵
取
衛

組
・ 大

主
石
楯田

岡二吉
藤

田
商
事勘、右

右
衛門 、 同請人勘助よ り 山形佐

利 衛門 あ て
金預 り 主

佐
印 役村深瀬善兵衛、 加 判 山形 十 日町鈴木 善四郎

よ り 山 形 藤理兵衛 あ て
高
買 主桶

為
町佐藤屋平 八 、 口 入市村屋清 八 よ り 佐藤利兵衛

田 次郎 あ て
佐藤 平 八 よ り 井筒屋善 次郎 あ て
借用 主玉井平 右衛門 よ り 佐藤 利兵衛 あ て
借用 主楯

清
岡 吉田 勘右衛 門、 加判伴勘助 よ り 山形佐藤利

兵衛 ・ 蔵 あ て
奥
大

州 盛 岡 黒藤 部
沢尻八百屋源

あ
助
て

よ り 駅司闇屋衆中 、 羽州石田 一 兵 右衛門
岐阜屋 八郎兵 衛 よ り 佐藤 利兵衛 ・ 徳五郎 あ て
検断佐藤 利兵衛
宿十 日 町清兵衛、 検断佐藤 利兵衛
十 日 町伝吉、 検断佐藤利兵衛
宿十 日 町 為治郎、 検断佐藤利 兵衛



(別表1 ) 紅

資 料 名

1 荷物請取手形之事(紅花)

2 荷預り手形之事(紅花)

3 荷物預り手形之事(紅花)

4 。

5 。

6 。

7 紅花荷物預り手形之事

8 。

9 。

10 。

11 。

12 。

13 。

14 。

15 紅華荷物預り手形之事

16 紅花荷物預り手形之事

17 。

18 -'/ 

19 。

20 荷請預り手形之事(紅花)

21 荷請預り証文之事(紅花)

22 荷物預り証文之事(紅花)

23 荷請預り証文之事(紅花)

24 荷受預り証文之事(紅花)

25 荷物受負手形之事(紅花)

26 今

27 争

28 。

29 荷物請取手形之事(紅花)

史料紹介 ・佐藤利兵 衛家紅花文書

花 文

年 月

重量
Eヨ 覧

差 出 人 →受取 人
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天保 5.1 0 嶋
定宰

治
領
助
玉

あ
井

て
平兵衛、証印掛屋善四郎より佐藤利兵衛・福

。 8 3 
定

衛
才
・
料

高
玉

田為
井平

次郎
兵衛

あ
、
て

口入証文r川鳥重左衛門より佐藤利兵

。 1 2 9 定才料玉井平右衛門より 佐藤利兵衛あて

。 。

。 1 2.1 0 。

。 。

ク 1 5.1 0 -'/ 

。 1 5. 1 1 φ 

。 1 5. 1 2 。

弘化 4 9 定宰領玉井平右衛門より佐藤利兵衛あて

嘉永 4. 1 1 定才料玉井平右衛門より吉田勘右衛門あて

-'/ 6 9 荷
吉
物

田
預

勘右
り玉井平右衛門・斎藤佐兵衛より佐藤利兵衛・

衛門あて
。 7. 4 定才料玉井平右衛門より佐藤利兵衛あて

。 。

安政 3. 1 0 定才料玉井平兵衛より佐藤利兵衛・岩倉太宗治あて

。 玉井平兵衛より佐藤利兵衛あて

。 4. 8 玉井平右衛門より佐藤利兵衛あて

。 4 9 定宰領玉井平右衛門より佐藤利兵衛あて

'ー 。

万延 元.1 0 玉井平右衛門より楯岡吉田勘右衛門あて

文久 元. 7 。

。 元.1 0 玉井平右衛門より佐藤利兵衛あて

。 2. 8 玉井平右衛門・浦山三郎兵衛より午旦那あて

。 2. 1 0 荷受負人玉井平右衛門 、 宰領浦山二郎兵衛より今E那
あて

慶応 3. 3 玉井平右衛門より令旦那あて

明治 2. 3 玉井平右衛門より大屋旦那あて

。 3. 1 0 浦山屋三郎兵衛より佐藤利兵衛あて

。 4. 4 受負人玉井平右衛門より令御印あて

寅 1 1. 石沢藤右衛門より佐藤利兵衛あて



代
四
代

五
代
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七
代
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佐
藤
理
右
衛
門
貴
善

寛
永一
五
年
(一
六
三
八)
没

代
佐
藤
利
右
衛
門
貴
言

佐
藤
利
右
衛
門
貴
林

承
応
元
年
こ
六
五
二)
没

享
保
四
年
(一
七
一
九)
没

佐
藤
九
良
右
衛
門
貴
慰
宝
暦
二
年
(一
七
五
二)
没

代
佐
藤
利
右
衛
門
慰
本
ザ
安
永
七
年
(一
七
七
八)
没

佐
藤
利
兵
衛

享
和
三
年
こ
八
O一

没

永寿講奉納 「長明燈」
(大阪 ・ 住吉神社)

佐藤利兵衛家墓所

( 山 形市三 日 町 ・ 常念寺)

八
代

九
代

一
O
代

四
代

一
五
代

キ‘、、、

佐
藤
利
兵
衛
費
叫湖南

佐
藤
卯
兵
衛

代
佐藤利兵
衛
霊
長

佐
藤利兵
衛
源貴利

佐藤利兵
衛

源貴孝

佐
藤
利
兵
衛
貴
徳

天
保
八
年
〈一
八
三
七)
没

天
保
五
年
(一
八
三
四〉
没

明
治
六
年
(
一
八
七
三〉
没

ハ
一
歳

代代
佐
藤
利
兵
衛
費
泰

現
当
主

明
治
六
年
(一
八
七
三)
没

四
四
歳

明
治一

八
九
一〉
没
三
四
歳

四
年
(

大
正
九
年
(一
九
二
O〉
没

一
歳

/
O
歳

四

昭
和
四
O
年
(一
九
六
五〉
没

@
佐
藤
利
右
衛
門
家
は
八
代
か
ら、
田
佐
藤
卯
兵
衛
家
は
一
O
代
か
ら
の
分
家

で、
菩
提
寺
は
い
ず
れ
も
本
家
令
大
屋
と
同
じ
山
形
市一一一日
町
・
浄
土
宗
常
念
寺

八
代
を
経、

で
あ
る。
佐
藤
利
兵
衛
家
の
商
業
活
動
が
活
発
に
な
る
の
は
五
代
以
降
で
あ
り、

同
族
団
の
相
互
扶

一
O
代
貴
保
の
時
が
絶
頂
期
だっ
た。
こ
の
間、

に
は、
大
阪日
住吉

助
組
織
「
永
寿
講」
が
結
成
さ
れ 、
文
久
二
年
(
一
八
六
二〉

神
社
に
高
さ
七
メ
ー
ト

ル
余
の
灯
篭
「
長
明
燈」
が
奉
納
さ
れ
て
い
る。
同
じ
頃、

六
樺
八
幡
神
社
境
内
に
は
「
住
吉
神
社」
が
建
立
さ
れ
て
い
る。

札ノ
辻
の
佐
藤
利
兵
衛
家
屋
敷
は、
当
時
四
千
坪
と
い
う
広
大
な
も
の
で、
そ

の
様
子
は、
幕
末
に
描
か
れ
た
一
立
斎
広
重
の
「
湯
般
山
道
中
墨
図」
や宇
野
義

川
の
「
湯
般
山
道
中一
覧・
十日
町図」
な
ど
で
窺
う
こ
と
が
で
き
る。
な
お、
実

西
屋
清
兵
衛、大十
西
屋
伊
兵
衛
は、
佐
藤
家
四
代
頃
に
羽
州
街
道
に
面
し
た
一
角

を
庖
借
し
商
売
を
始
め
た
と
も
伝
え
ら
れ
て
い
る。

正
月
初
市
で
賑 そ
わ の
つ 両
た 西
ヱ 屋
斗 の
ご 庖
で 先
ぁ主
'% 4 斗斗o 州

街
道
の
真
中
に
杷
ら
れ
て
い
た
の
が、

佐
藤
利
兵
衛
家
紅
花
文
書

今
回、
確
認
で
き
た
佐
藤
利
兵
衛
家
紅
花
文
書
は、
一
部
他
商
品
記
載
の
も
の
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史

料
紹
介
-

佐

藤

利

兵

衛

家

紅

花

文

書

は
じ
め
に

佐
藤
利
兵
衛
家
は、
江
戸
時
代、
山
形
屈
指
の
豪
商
で
あ
り、
山
形
水
野
藩
の

士
格
御
用
達
五
人
衆
の
一
人
で
も
あっ
た。
当
時
の
財
力
の
大
き
さ
は、
当
家
に

史 料 紹 介 ・ 佐 藤 利 兵 衛 家 紅 花 文 書

残
る
多
く
の
大
名
貸
証
文
等
か
ら
も
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
る。
佐
藤
家
は
屋
号

〈
注
1〉

を
かT
大
屋
と
称
し 、
取
り

扱
い
商
品
は
地
元
の
紅
花
や青
苧
を
は
じ
め、
江
戸
・

大
阪
か
ら
の
繰
綿
・

古
手
・

砂
糖
な
ど
多
岐
に
亘
っ

た。
安
政
二
年
(一
八五五)

〈
注
2〉

板
行
の
『
東
講
商
人
鑑』
に
は、
山
形
商
人
八
三
人
中 、
家
業「繰
綿
太
物
卸
庖」

一
族
に
は、

⑦佐
藤
利
右
衛
家
や
田
佐
藤
卯
兵
衛
家、
司川

そ
れ
ぞ
れ
が
山
形
を
代
表
す
る
商
人
だ
っ

た。

と
紹
介
さ
れ
て
い
る。

福
嶋
治
助
家
な
ど
が
あ
り、

元
来、
佐
藤
利
兵
衛
家
の
祖
は
最
上
家
の
家
臣
と
云
わ
れ 、
最
上
家
時
代
の
山

形
城
下
絵
図
(
山
形
市
十
日
町
・

歌
牒
稲
荷
社
蔵〉

〈
注
3〉

右
衛
門
が
そ
の
人
と
考
え
ら
れ
て
い
る。

に
み
え
る
佐
藤
九
(
良
欠
カ)

佐
藤
家
の
祖
(
開
基
の
先
代
カ〉
が
上
杉
家
と
の
長
谷
堂
合
戦
で
戦
死
し
た
折 、

最
上

義
光
か
ら
戦
功
と
し
て
与
え
ら
れ
た
の
が、
十
日
町
口 、
札ノ
辻
の
現
在
地

だ
っ
た
と
云
う。
元
和
八
年
(
一
六
二
二〉
最
上
家
が
改
易
に
な
る
と、
佐
藤
九

良
右
衛
門
貴
首
は
一
時
僧
籍
に
入っ
た
が、
後
還
俗
し
て
屋
敷
を
現
在
地
に
移
し、

商
人
初
代
に
なっ
た
と
伝
え
ら
れ
る。

以
下 、
佐
藤
利
兵
衛
家
の
系
譜
は
次
の
様
に
な
る。

開
基
佐
藤
九
良
右
衛
門
貴
首

商
人
初
代

寛
永
七
年
(一
六
三
O〉
没

野

雄

口

最上家時代城下絵図 (部分)

最上家時代城下絵図

( 山 形市十 日 町 ・ 歌懸稲荷社蔵)



け
れ
ば
な
ら
な
い。
田
起
こ
し
に
し
て
も、
稲
刈
に
し
て
も、
若
勢
は
そ
の
日
一

日
分
の
仕
事
を
す
ま
せ
ば、
早
く
上
がっ
て
も
よ
く、
む
し
ろ
他
の
も
の
よ
り
早

1 9 8 5 年 3 月

く
上
が
る
こ
と
が
彼
等
の
誇
り
で
も
あ
り 、

雇
主
の
若
勢
評
価
の
一
目
安
に
も
な

っ
て
い
た。
ま
た、
休
日
に働
い
て
得
た
収
入
は
若
勢
個
人
の
も
の
で
あっ
た。

反
面、
労
働
日
に
私
的
事
情
で
休
む
場
合
は、
代りの働
き
手を
指出
す
か、
ま
た

は、
そ
の
分
の
給
米
を
主
人
に
返
さ
ね
ば
な
ら
な
かっ
た。
こ
れ
ら
の
こ
と
の
み

に
注
目
す
れ
ば、
雇
主
・

若
勢
聞
の
関
係
は
む
し
ろ
契
約
的
で
あっ
た
と
す
ら
言

い
得
る
よ
う
に
思
わ
れ
る。

そ
れ
に
し
て
も、
若
勢
の
押
休
み
が、
山
形
県
で
も
庄
内
地
方
だ
け
に
み
ら
れ 、

内
陸
地
方
に
み
ら
れ
な
いの
は
何
故
で
あ
ろ
う
か。
あ
る
い
は、
内
陸
地
方
に
お

第 6 号

い
て
も、
こ
の
よう
な
名
称
は
ないに
して
も、
実
質
的
に
は
行
わ
れ
て
い
た
こ
と

か
も
知
れ
な
い
が、
少
く
と
も
深
刻
な
社
会
問
題
と
し
て
は
現
わ
れ
て
い
な
い
よ

山形県立博物館研究報告

う
に
思
わ
れ
る。
両
地
方
の
こ
の
よ
う
な
差
異
は、
恐
ら
く
は
両
者
間
の
農
業
経

営
形態
の
違
い、
労
働
力
需
給
関
係
の
差
異
な
ど
に
よ
る
も
の
と
考
れ
ら
れ
る
が、

さ
ら
に
こ
の
基
底
に
は、
若
勢
を
め
ぐ
る
両
地
方
の
人
々
の
観
念
の
違
い、
強
い

て
言えば、
民
俗的な
も
の
の
違
い
が
あ
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
る。

小
稿
を
草
す
る
に
つ
い
て
は、
鶴
岡
市
戸
川
安
章
先
生、
鶴
岡
工
業
専
門
学
校

斎
藤
正
一
先
生、
立
川
町
歴
史
民
俗
資
料
館
長
清
野
久
雄
先
生、
戸
沢
村
戸
沢
中

学
校
佐
久
間
昇
先
生、
そ
の
他
多
く
の
方
々
か
ら
史
料
の
提
供
や
懇
切
な
ご
指
導

を
賜
わっ
た。
記
し
て
厚
く
感
謝
の
意
を
表
し
た
い。

(
付
記〉

。
小
稿
は
先
に
地
方
史
研
究
協
議
会
編『
流
域
の
地
方
史」
に
収
載

し
た
拙
稿
「
若
勢
の
押
休
み
に
つ
い
て」
に
大
幅
に
加
筆
訂
正
し
た
も
の
で
あ

る。

1 9  

(
山
形
県
立
博
物
館
長〉
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人
が
御
中
陰
中
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
酒
を
飲
み
不
時
な
こ
と
を
行

っ
た
廉
で
村
役

人
か
ら
叱
ら
れ
、
詫
証
文
を
入
れ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
こ

れ
は
押
休
み
で
は
な
い

が
、
若
勢
の
村
内
に
お
け
る
振
舞
い
の
一
端
を
示
す
も
の
と
し

て
注
目
さ

れ
る。

『
八
幡
町
史

・
上
巻
』
六

O
一
頁
。

注
(5) (3) (2) (1) 
(6) (4) 

「
広
報
た
ち
か
わ
」
所
収
「
石
碑
物
語
」
。

『
八
幡
町
史

・
上
巻
』
六

O
三
頁
。

同
書
六

O
四
頁
。

若勢の押休みについて再論

結
以
上
、
庄
内
地
方
に
お
け
る
若
勢
の
押
休
み
ハ
押
正
月
)

び

に
つ
い
て
藩
政
時
代

を
中
心
に
概
観
し
た
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
当
地
方
に
お
い
て
は
、
藩
政
時
代
前
期

か
ら
藩
法
に
よ
っ
て
若
勢
の
休
日
を
厳
格
に
規
制
し
て
い
る
が
、
若
勢
達
は
事
実

上
こ
れ
を
破
り
、
雇
主
に
臨
時
の
休
み
を
要
求
し
て
こ
れ
を
実
現
す
る
か
、
あ
る

い
は
、
こ
れ
が
容
れ
ら
れ
な
い
場
合
は
、

実
力
を
行
使
し
て
農
作
業
を
休
ん
だ
。
こ

の
場
合
、
若
勢
達
は
個
々
に
雇
主
に
交
渉
す
る
の
で
は
な
く
、
村
ご
と
に
ま
と
ま

り
、
そ
の
代
表
者
が
雇
主
側
の
代
表
者
と
交
渉

し、

こ
れ
が
実
現
さ
れ
れ
ば
、

で
に
田
ん
ぼ
に
働
き
に
出
て
い
る
若
勢
を
呼
び
戻
し
休
日
と
し
た
。
も
し
、
主
人

が
こ
れ
を
拒
否
す
る
よ
う
な
場
合
は
、
若
勢
組
か
ら
苦
情
が
申
し
込
ま
れ
、
酒

を

つ
け
て
謝
ら
ね
ば
な
ら
な
い
よ
う
な
実
情

に
あ

っ
た
。

若
勢
が
増
休
み
を
要
求
す
る
の
は
、
多
く
田
起
こ
し
か
ら
草
取
り
に
か
け
て
の

農
繁
期
で
あ
っ
た
。
雇
主
と
し
て
は
、

一
日
も
お
ろ
そ
か
に
す
る
こ
と
の
出
来
な

い
季
節
で
は
あ
る
が
、

農
作
業
の
停
滞
や
若
勢
達
の
反
抗
を
恐
れ
、

大
て
い
の
場

合
は
こ
れ
を
容
認
し

て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
路
傍
の
地
蔵
尊
を
堰
に
沈
め

て
交
渉

に
当
た
る
西
興
野
村
の
例
は
珍
ら
し
い
こ
と
か
も
知
れ
な
い
が
、

こ
の
こ
と
は
若

勢
の
増
休
み
の
要
求
が
、
か
な
り
の
程
度
社
会
的
承
認
を
得

て
い
る
こ
と
を
物
語
つ

て
い

る
よ
う
に
回
心
わ
れ
る
。

い
わ
ば
、
村
の
民
俗
そ
の
も
の
と
言
っ
て
も
よ
い
よ
う

に
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
し

て
獲
得
さ
れ
た
休
日
は
、

や
が
て
村
内
の
慣
行
と
し
て
定
着
し
、

村
に
よ
っ
て
は
、
と
れ
を
村
極
め
と
し
て
文
書
の
上
で
確
認
す
る
よ
う
に
も
な
る
。

村
極
め
の
休
日
日
数
が
、
殆
ど
例
外
な
く
藩
規
定
の
そ
れ
を
上
廻
っ
て
い
る
の
は

こ
う
し
た
背
景
か
ら
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

も
ち
論
、
圧
内
藩
と
て
も
こ
れ
を
放
置
し

て
い

る
わ
け
で

な
く
、

宝
暦
九
年

(
一
七
五
九
)

の
「
圧
内
二
郡
五
人
組
御
仕
置
之
条
々
」
に
お
い
て
重
ね
て
農
家

休
日
を
規
定
し
、
村
々
に
厳
達
し
て
い
る
。
若
勢
の
押
休
み
が

一
般
化
し
、
農
業

経
営
に
転
換
を
迫
る
ほ
ど
の
深
刻
な
問
題
に
な
る
の
は
一
八
世
紀
後
半
、
と
く
に

安
永
年
間
ご
ろ
か
ら
と

み
ら
れ
る
。
藩
は
文
化
十
年
〈
一
八
ご
ニ〉

、
押
休
み

の
首

謀
者
を
片
者

・
片
眉
を
剃
落
し
た
上
、
五
百
文
の
過
料
に
処
し
、
参
加
者
に
三
百
文
、

こ
れ
を
見
逃
し
た
村
役
人
に
も
相
応
の
過
料
銭
を
課
す

る
こ
と
を
定
め
、
押
休
み

の
禁
圧
を
期
し
た
が
、
若
勢
の
押
休
み
は
む
し
ろ
頻
発
化
、
広
域
化
し
て
い
る
如

す

く
で
あ
る
。

村
内
の
日
常
生
活
に
お
い
て
は
、

い
わ
ゆ
る
年
雇
の
若
勢
と
生
家
で
働
く
若
者

と
の
聞
に
、
身
分
上
そ
れ

ほ
ど
大
き
な
差
別
は
な
か
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
生

家
で
働
く
若
者
も
、
仕
事
の
上
で
は
、
経
験
豊
か
な
年
雇
の
若
勢
か
ら
手
ほ
ど
き
を
受

け
ね
ば
な
ら
な
か

っ
た
で
あ
ろ
う
し
、

と
く
に
は
、
若
者
の
共
同
作
業

で
あ
る
夏
山

の
草
苅
な
ど
で
は
、
村
の
若
勢
頭
の
統
制
に
服
さ
ね
ば
な
ら
な
か

っ
た

こ
と
が
、
両

者
間
の
差
別
を
小
さ
く
し
て
い
る
要
因
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

雇
主

に
提
供
さ
れ
る
若
勢
の
労
働
力
も
決

し
て
無
限
定
の
も
の
で
は
な
か

っ
た
。

む
し
ろ
、

そ
の
仕
事
量
は
熟
練
度

に
応
じ
て
厳
格
に
定
め
ら
れ
て
い
た
と
言
わ
な



一
、
若
背
者
家
之
子
供
、
給
取
若
背
相
別
申
候

一
、
春

三
月
正
月
者
初
正
月

・
百
万
一属
・
御
城
米
大
豆

・
馬

造
、
都
合
四
日
之

事
一
、
夏
正
月
、
百
万
肩

・
草
刈
、
都
合
二
日
之
事

一
、
秩
冬
、
百
万
扇
・
馬
造
、
都
合
二
日
之
事

1 9 8 5年 3月

外
に
土
洗
等
無
之
事

右
之
通
急
度
相
守
可
申
候
、
若
心
得
違
仕
候

ハ
、
村
中
御
法
可
申
請
候
、
為
後

日
加
判
引
受
を
以
一
札
依
而
如
件

本

人

林

蔵

嘉
永
六
年
丑
九
月

第 6号

(
以
下
五
名
略
〉

若
者

袖

八

山形県立博物館研究報告

長

八

引
受
人

善

太

郎

(
以
下
二
名
略
〉

(
『
三
川
町
史
』
所
収
文
書
〉

」
の
証
文

で
は
、
村
の
若
者
を
「
家
之
子
供
」
と
「
給
取
若
背
」
と
に
区
別
す

る
と
し
て
い
る
点
が
注
目
さ
れ
る
。

こ
と
さ
ら
に
こ
の
よ
う
な
条
項
を
盛
り
こ
ん

で
い
る
の
は
、
反
面
村
の
日
常
生
活
に
お
い
て
は
、
両
者
は
殆
ど
差
別
な
く
過
し
て

い
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
押
休
み
の
広
範
な
広
ま
り
ゃ
頻

発
は
、

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
現
出
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
れ
に
し
て
も
、
村
内
に
お
い
て
は
若
勢
の
力
は
急
速
に
伸
び
つ
つ
あ
っ
た
。

こ
の
こ
と
は
、
先
に
述
べ
た
村
提
の
休
日
々
数
が
藩
規
定
の
そ
れ
を
は
る
か
に
上

廻
っ
て
い
る
こ
と
に
も
窺
わ
れ
る
が
、
次
に
掲
げ
る
安
政
三
年

(

一
八
五
六
〉

、
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大
網
村
(
現
朝
日
村
〉
肝
煎
文
書
に
も
表
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
す
な

わ
ち
、

こ
の
年
不
作
の
た
め
、
年
貢
米
が
多
少
軽
減
さ
れ
た
こ
と
も
あ

っ
て
、
大
圧

屋
か
ら
各
村
肝
煎
に
対
し
、
今
年
は
「
土
洗
い
」
や
そ
の
他
の
振
舞
い
は
禁
ず
る

旨
の
達
し
が
あ

っ
た
。

文
面
は

当
年
御
引
等
下
し
置
か
れ
候
上
は
、
村
々
に
て
土

洗
ひ
等
は
勿
論
諸
振
る
舞
ひ
等
も
、
右
に

準

じ
相
心
得
候
様
、
村
々
壱
人
共
に
呼
び

御
時
節
容
易
な
ら
ざ
る
所
、

出
し
急
度
申
し
達
せ
ら
る

べ
く
候
、

万
々

一
心
得
違
ひ
の
村
方
も
こ
れ
有
り
候

は
ば
、
用
捨
無
く
沙
汰
に
及
ぶ

ベ
く
候
問
、
能
々
申
し
付
け
ら
る
べ
く
候

と
言
う
の
で
あ
る
が
、

」
れ
が
肝
煎
か
ら
村
内
長
百
姓
に
達
せ
ら
れ
る
と
き
は

か
な
り
ニ

ュ
ア
ン
ス
の
違

っ
た
も
の
に
か

っ
て
い
る
。

す
な
わ
ち

右
の
通
り
申
し
来
た
り
候
問
、
若
者
呼
び
出
し
申
し
達
せ
ら
る

べ
く
候
、
内
々

申
し
上
げ
候
、
若
者
は
是
の
み
楽
し
み
居
り
候
所
、
少
々
も
し
る
し
こ
れ
無
く

候
て
は
、
余
欲
し
き
事
に
も
相
見
得
候
問
、
米
椛
壱
人
に
て
弐
升
ず
つ
作
ら
せ
、
宿

に
二
夜
都
合
三
日
休
み
、
其
の
外
小
屋
普

請

・
百
万
遍
等
も
こ
れ
無
き
事

に
極

め
、
・
内
々
に
て
三
日
休
み
御
取
計
ら
い
下
さ
る
べ
く
候
、

尤
も
女
衆
小
夫
、
是
は

一
切
相
成
申
さ
ず
候
問
、
左
様
承
知
下
さ
る
べ
く
候

(
と
も
に
『
朝
日
村
史
・
上
巻
』
所
収
文
書
)

こ
れ
は
明
ら
か
に
大
圧
屋
の
達
し
に
反
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
が
、
村
の
若
勢

の
休
日
慣
行
、
社
会
的
実
勢
力
を
熟
知
し
て
い
る
肝
煎
と
し
て
は
、

こ
の
よ
う
な

こ
と
も
敢
え
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

若
勢
の
押
休
み
の
例
と
し
て
は
、

こ
の
他
、
文
化
元
年
(
一
八

O
四
)
、

上
余

目
組
跡
村
(
現
余
目
町
〉
の
主
義
十
三
'
へ
か
村
の
旺
則

・
組
頭

・
長
人
等
の
寄
合
の
席
に
押
寄

せ
増
休
み
が
要
求
し
た
が
、

容
れ
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
、
押
休
み
を
行
っ
た
こ
と
が

挙
げ
ら
れ
る
。

こ
の
場
合
は
、
若
勢
達
か
ら
村
役
人
に
詫
び
を
入
れ
て
内
済
に
し
て

い
る
よ
う
で
あ
が
。
ま
た
、
嘉
永
六
年
八
月
(
一
八
五
三
〉

、
赤
剥
村
(
現
八
幡
町
〉
若
勢
八
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人
三
百
文
ツ
ツ
可
被
申
付
事
附、
右
之
内、
頭
取
之
者
片
者
片
眉
剃
落
し
上、

過
料
銭
五
百
文
可
被
申
付
事

(
以
下、
文
政
十
年
禁
令
三
条
略)

右
之
通
文
化
十
酉
八
月
被
仰
渡
候
後、
時々
申

達置候得
も
相
用
ひ
不
申 、
近
年

村
々
毎
々
押
休
致
し
上、
昨
年
連
土
洗
花
見
杯二
日
ツ
ツ
臨
時一一
相
休
ミ

候
而

主
人
共
迷
惑
い
た
し
候
様
粗
相
聞、
以
之外不
時 、
先
年
被
仰
出
書
猶
叉
触
聞
セ

候
問 、
自
今相
背候者ハ、
御
法
之
通
無
用
捨
申
極
候
問 、
其
節ニ
至
後
悔
致
問

若 勢 の 押 休 み に つ い て 再 論

敷
候 、
尤
上
作
年ニ
而
モ御
定
休
日
之
外、
土
あら
ひ
花
見
等
御
障ニ
差
構
候
問 、

相
休
申
間
敷
候

附川、
近年
添川
組狩川-一
而
も
御
法
通
申
付
候
儀
も
有
之、
定
而
聞
及
も
可
有

之
候 、
心
得
違
無
之
様
能
々
可
被
申
付
候

右
之
通
被
仰
渡
承
知
奉
畏
候 、
依
之
御
請
書
指
上
申
候 、
以
上

嘉
永
二
年

酉
四
月

肝
煎
村
若
勢
頭

勢
蔵

伊鉄

蔵

添
役
権

ノ 、

肝
煎
源

治

(
肝
煎
村
文
書〉

こ
の
文
書
に
お
い
て
も、
押
休
み
が
「
近
来
村
々
毎
」々
行
わ
れ
て
い
る
こ
と

が
憂
い
ら
れ
て
い
る。

翌
嘉
永
三
年
(一
八
五
O)
三
月
二
五
日、
法
連
寺
村
(
現
八
幡
町〉

十
人
が
押
休
み
を
行っ
た
と
て、
規
程
に
よ
り
首
謀
者
二
ぃ八
が
片
聖
片
眉
剃
落
さ

の
若
勢

れ
た
上、
各
五
百
文
の
過
料
銭
が
課
さ
れ、
他
の
八
人
が
各
三
百
文
ず
つ
徴
収
さ

れ
た。
す
な
わ
ち、
大
庄
屋
の
届
出
書
に
よ
れ
ば、

，>>J. 見

支
配
法
連
寺
村
若
勢
共、
近
年
不
宜
仕
癖
間
々
有
之
趣
相
聞
候ニ
付、
是
迄
組

見
廻
村
役人共を以、追々

申
諭
候
得
共、
兎
角
不
相
用、
先
月
廿
五
日
中
申
合

不
相
用
趣
申
出
候 、
其
侭
差
置
候

而
者
自
然
外
村
々
若
勢
共
締
方ニ
茂
押
移
差
障
候
問 、
組
立
候
者
相
札
候
処、

押
休
仕
候
を
組
見
廻
共
見
当
相
制
候
得
共、

以
後
締
方
厳
重
申
渡 、
文
化
十
酉
年
兼
而
被
仰
渡
候
通、

頭
立
候
者
弐
人
片
費
片
眉
剃
落
申
付、
其
上
過
料
銭
五
百
文
ッ、 、
其
余
若
勢

別
紙
之
通
御
座
候
問 、

共
壱
人ニ
付
過
料
銭
三
百
文ッ、
申
付
候 、
尤
若
勢
人
数
拾
人ニ
御
座
候ニ
付、

過
料
銭
高
三
貫
四
百
文
近
々
上
納
為
仕
申
度
奉
存
候 、
依
之御
届申上
候 、
以上

戊
四
月
(
嘉
永
三
年〉

相
馬
義
助
(
印〉

御
代
官
様

〈『
八
幡
町
史
・
上
巻』
所
収
文
書〉

押
休
み
が
発
覚
し
て
も、
多
く
は
村
内
の
事
件
と
し
て
内
済
に
し
て
い
る
中
で、

右
の
例
は
藩
の
規
定
通
り
処
罰
し
て
い
る
珍
ら
し
い
事
例
で
あ
る。

嘉
永
六
年
(
一
八
五二一〉 、
土
日
村
の
若
者
達
(
年
雇
の
若
勢
の
他
に
生
家予

働
い
て
い
る
若
者
も
含
ま
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る)
六
名
が
「
土
洗」
と
称
し
て

鶴
岡
に
遊
び
に
行っ
た
こ
と
が
発
覚
し 、
村
に
引
戻
さ
れ
た
事
件
が
あっ
た。
こ

の
場
合
は
村
内
で
内
済
に
し
た
如
く
で、
次
の
詫
証
文
が
残
っ

て
い
る。

差
出
一
札
之
事

此
度
私
共
大
節
之
時
節
柄
不
札 、
土
洗
ト

各
自
一
統
鶴
ケ
岡へ
参
入
候
分、
御

村
方
へ
被
引
返、
其
上
御
札ニ
預
り

一
言
之
申
訳
無
御
座
候 、
既ニ
御
締
定
メ

之
通
被仰
付
候
処、
加
判
人ニ
免
じ
御
定
口
被
成
下
候 、
難
有
仕
候ニ
付、
口

以
来
右
体
之
義ハ
勿
論、
仰
之
通
急
度
相
守
可
申
候



余
目
組
深
川
村
の
若
勢
達
が
押
休
み
を
行っ
た
こ
と
が
発
覚
し 、
次
の
よ
う
な
詫

証
文
を
指
出
し
た 。

1 9 8 5年3月

指
上
申一
札
之
事

一 、
此
度
若
勢
共
村
役
人
之
申
含
メ
お
も
不
用 、
心
得
違ヲ
以
押
休
致
候
段 、

人々
対
主
人
申
訳
無
御
座
不
届
至
極
奉
存
候 、
依
之
御
詫申上
候所 、
御承知

被下 、
悉仕合
奉存候 、
尤
此
末
親
方
衆
御
相
談
之
上
相
極メ
候休日
之
外 、
一

切
押
休
致
間
敷
候 、
万一
右
鉢
之
押
休
致
候ハ
、

此
段
御
上
江
御
訴
訟
可
申

上
候 、
弥
頭
取
相
知
候ハ
、

其
間
之
請
雑
用
頭
取
壱
人ニ
而
委
細
引
請
可
申

候 、
為
其
村
惣
若
勢
連
印一
札
如
此
御
座
候 、
以
上

第6号

寛
政
十
二

年

助
(
印〉

辰

頭
取

之

申
閏
四
月
廿
四日

(
以
下
略)

享
和
元

年
(一
八
O一〉

、

山形県立博物館研究報告

(
『
山
形
県
史・
近
世
史
料』
2

所
収〉

山
浜
通
藤
沢
村
(
現
鶴
岡
市)
の
若
勢
達
が
三

月
十
四
日
と
四
月一一一
日
の
二
回
押
休
み
を
行っ
た 。
こ
の
こ
と
が
後
に
発
覚
し 、

源
次
郎・
長
之
助
の
二
人
が
牢
舎
に
なっ
た 。
ま
た 、
こ
の
押
休
み
の
蔓
延
を

恐
れ
た
荒
瀬
郷
古
川
組
大
圧
屋
は 、
配
下
の
大
組
頭
川

対
し 、
今
後
は
こ
の
よ

う
な
押
休
み
を
決
し
て
さ
せ
ぬ
よ
う
厳
重
に
申
付
け
加 。

文
政
五

年
(一
八
二一一〉 、
荒
瀬
郷
古
川
組
の
若
勢
達
が
閏
正
月
休
み
を
増

し
て
く
れ
る
様
願
い
出
て
拒
否
さ
れ
た
事
件
が
あっ
た 。
こ
の
折
も 、
藩
は
他

地
区へ
の
広
が
り
を
恐
れ 、
「
閏
正
月
村々
若
勢
共
休
日
之
儀 、
右
五
人
組
帳

御法之
通 、

平月
之休日
之外 、
増休
等決
而
ね
た
り
ケ
間
敷
義
不
申
様」
と
領
内

に
触
れ
出
し
た 。
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天
保
十
四

年
〈一
八
四二一) 、
下
黒
川
村
(
現
櫛
引
町〉
の
若
勢
十
六
人
が

数
日
間
続
け
て一押
休
み
を
強
行
し
た 。
幸い 、
こ
の
場
合
は
若
勢
と一
主
と
の

聞
に
仲
介
す
る
も
の
が
あ
り 、

次
の
詫
証
文
を
指
出
し
て
内
済
に
し
た 。

一
札
差
上
申
候
事

一 、
年
中
休
日
之
義 、
御
定
休
日
之
外 、
押
休一
切
相
休
申
問
敷
候

一 、
休
日
之
節 、
人々
勝
手ニ
寄 、
稼
居
候
も
の
有
之
候
共 、
外よ
り
邪
魔
仕

間
敷
事

一 、
休
日
家々
差
操一一
寄 、
若
背
共
稼
候
而
も
勝
手
次
第
可
成
事

一 、
風
雨
フ節たり
共 、
二
日
と
重
休
仕
間
敷 、
送
も
の
等一
切
仕
間
敷 、
若
送

来
候
共
受
問
敷
事

一 、
休日たり
共 、
若
背共
申
合
休
申
間
敷
候 、
主
人
江
相
断
差
図
次
第
仕 、
外

よ
り

差
障
等
仕
間
敷
事

右之
条々

、

以差志
度
相
守
可
申
候 、
若
後
年ニ
至
相
背
候
節ハ 、
如
何様ニ
茂
可

被
仰
付
候 、
為
其一
札
差
上
申
所
仰
而
如
件

天
保
十
五

年
辰
四
月

下
黒
川
村
若
背

(
十
六
名
連
名
略 、
指
印)

下
黒
川
村
若
勢
共
押
休
及
数
日
候ニ
付 、
去
卯

年
古
川
江
御
内
意
申
上
候
所 、

外
S
中
分
等
入
候ニ
付 、
差
延
罷
在
候
所 、
肝
煎
馬
之
助
以
来
見
継
候
由 、

再
応
申
聞
候一一
付 、
為
後
年
此一
札
取
置
候

(
『
八
幡
町
史・
上
巻』
所
収
文
書)

こ
れ
に
よ
れ
ば 、
一
方
的
に
若
勢
測
が
不
利
の
よ
う
に
も
み
え
る
が 、
子
細
に

検
討
す
る
と 、
当
時
の
押
休
み
の
仕
方
||

若
勢
達
が
そ
れ
ぞ
れ
連
絡
を
と
り
合

い 、
規
制
し
合
い 、
団
結
を
堅
く
し
て
強
制
し
て
い
る
様
が
読
み
と
ら
れ
る 。
文

中
の
「
送
物」
は
虫
送
り・

病
送
り
の
類
で 、
村
か
ら
村へ
送
ら
れ
た
も
の
で
あ

る
う
が 、
若
勢
達
は
こ
の
日
も
休
日
に
な
る
慣
習
が
あっ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る 。

事氷二
年
三
八
四九〉 、
肝
煎村(
現立
川町〉

若勢頭

伊勢蔵・
匠限
等は 、
昨年

村の

若勢達か
「
土
洗い」
とか
「
花
貝」
と
称
し
て
押
休
み
を
行っ
た
が 、
今
後
は

決
し
て
不
埼
な
こ
と
は
行
わ
な
い
と
誓っ
て
次
の
よ
う
な
請
書
を
指
出
し
た 。

村々
若
勢
共 、
御
定
休
日
之
外 、
押
休
井
早
揚
り
い
た
し

候
も
の 、
過
料
銭
壱
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ば
し
ば
禁
令
を
発
し
て
厳
し
く
取
締つ
て
は
い
る。
例
え
ば、
寛
政
六
年
(
一
七

九
四〉
に
は、
領
内
大
組
頭
に
対
し
て
「
近
年
若
勢
の
押
休
み
を
容
易
に
認
め
て

い
る
村
が
あ
る
が、
ま
こ
と
に
不
埼
な
こ
と
で
あ
る。
今
後
こ
の
よ
う
な
場
合
は

肝
煎
に
無
断
で
早
々
に
届
出
る
よ
う
に」
と
命
じ
て
い
る。

ま
た、
文
化
九
年
(一
八
二一〉
に
は、
農
民
生
活
の
細
部
に
わ
た
る
倹
約
令

を
出
し
た
が、
こ
の
一
条
に、

一、
休
日
之
義
前
々
之
通
急
度
可
相
守、
若
押
し
て
休
度
候
者
有
ら
ハ
無
用
捨

是
を
可
申
出、
其
儀
風
聞
有
之
及
沙
汰
候ニ
至
りてハ、

村
役人
一
同
之
落
度

若 勢 の 押 休 み に つ い て 再 論

た
る
可
き
事

(
『
鶴岡市史
・上

巻」
所
収
文
書)

と
あっ
て、
押
休
み
の
厳
禁
を
村
々
に
令
し
て
い
る。

同
年、
藩
は
こ
れ
と
は
別
に、
さ
ら
に
次
の
よ
う
な
押
休
み
禁
令
を
出
し
た。

郷
方
若
勢
共
之
儀、
近
年
高
給
を
む
さ
ぼ
り、
其
上
主
人
共
の
申
附
を
等
閑

に
相心
得、
定
休
日
之
外
押
休
い
た
し、
或
ハ
七
ツ
前
よ
り
早
揚
り
等
之
義、

以
之
外
之
事ニ
候 、
右
等
の
為
成
内
の
御
百
姓
も
持
田
表
田
作
に
相
渡
し、

成
丈
若
勢
不
足
い
た
し
候
趣
相
聞
候 、
自
然
と
小
作
之
差
別
に
て
大
切
の
御

用
地
追
々
土
地
お
と
ろ
へ
に
相
成ベ
く、
是
叉
以
之
外-一
候

(
前
掲
書
所
収
文
書)

こ
れ
は、
若
勢
の
給
米
の
高
謄
や
押
休
み
・

早
揚
が
り
等
の
サ
ボ
タ
ー

ジュ
の

た
め、
雇
主
は
経
営
規
模
を
縮
少
し 、自
作
地
を
小
作
に
出
さ
ざ
る
を
得
な
く
な

っ
た
実
情
を
物
語っ
て
い
る。
主
勢側の
力が、
い
ま
や
当
地
方
の
農
業
経
営
の
あ

り
方
に
一
大
転
換
を
迫
り
つ
つ
あると
言っ
て
も、
強
ち
誇
張
で
は
な
い
と
思
わ
れ

る。文
化
十
年
(一
八
二一一〉

、
藩
は
若
勢
の
押
休
み
に
対
し
て
次
の
よ
う
な
厳
科

を
課
す
る
こ
と
を
定
め、
そ
の
禁
圧
を
は
かっ
た。

郷
中
若
背
共
御定
休日
之外、
押
休
井
早
場
等
申
合
候 、
当
人共ハ
勿論 、
品一一
寄

一
村
限
急
度
及
沙
汰
候
様
被
仰
渡
候
問 、
左
之
三ケ
条
可
被
取
斗
候 、
尤
主
人

共
5
早
急
相
届 、
村
役人
件。
申
出
候
様
可
被
申
渡
置
候 、
万
一
届
出
不
申
候
者
風

聞
も
可
有
之
問 、
急
度
締
方
相
立
候
様心
付
可
被
取
斗
候

一、
押
休
早
揚
い
た
し
候
者
過
料
銭
三
百
文
宛

附、
右
之
内
頭
立
候
者
ハ
片
聾
片
眉
剃
落
候
上、

過料銭五百文
宛
可
被
申
付

候
事

一、
主
人
共
取
宛
不
申
出
ハ
過
料
銭
壱
貫
文

一、
村
役
人
見
遁
聞
流
於
不
申
ハ、
肝
煎
組
頭
長
人、
軽
重
之
品ニ
寄 、
何
分

申
渡
候
之
問 、
可
被
申
聞
候

一、
村
中一
統
右
同
断、
品ニ
寄
過
料
可
申
付
候
問 、
是
叉
可
被
申
聞
候

右
ハ
近
来
下
勝
之
風
俗ニ
相
成
制
兼
候
由、
甚不
屈と
被思
召候 、
乍
去
此
方
江

相
達、
吟
味
等教日
懸騒
ヲ
主
人
共
猶
更
迷
惑ニ
存、
夫
切ニ
差
置
候
由、
依

之
各
江
相任

、早速
及沙
汰 、
主
人
共
不
致
迷
惑
様
為
取
斗
可
申
旨
被
仰
渡
候
問 、

此
段
厚
相心
得
取
斗
可
被
申
候 、
尤
過
料
銭
ハ
各
江
取
上ケ置、
追而
御
代
官
役

所
江

司被指出、
農
業出
精
手
段
之
内
江
差
向
候
様
可
致
候 、
以
上

酉
八
月

御
郡
奉
行

御
代
官

(
温
海
大
庄
屋
文
書〉

押
休
み
首
謀
者
は
「
片
餐
片
眉
剃
落
候
上、

過料
銭五百
ヌ」
と
定
め
た
の
は
こ

れ
が
最
初
と
み
ら
れ
る。
「
近
来
下
勝
之
風
俗ニ
相
成
制
兼」
と
い
う
状
況
が
こ

の
よ
う
な
禁
令
の
背
景
と
考
え
ら
れ
る。
こ
の
禁
令
は
郡
奉
行
及
び
代
官
か
ら
各

大
圧
屋
に
宛
て
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
が、
文
中 、
郡
奉
行
等
が
吟
味
す
る
と
日
数

を
要
す
る
の
で、
若
勢
の一
主
は
迷
惑
がっ
て
届
出
な
い
風
が
あ
る。
よっ
て、

押
休
み
の
取
調
べ
と
過
料
銭
徴
収
は
大
庄
屋
に
一
任
す
る。
徴
収
し
た
過
料
銭
は

代
官
所
に
集
め、
農
業
出
精
の
手
当
に
す
る
と
あ
る
の
が
注
目
さ
れ
る。

こ
の
よ
う
な
厳
し
い
禁
令
に
も
か
か
わ
ら
ず、
若
勢
の
押
休
み
は
依
然
と
し
て

各
地
で
強
行
さ
れ
た。
時
代
は
前
後
す
る
が、
寛
政
十
二
年
(一
八
O
O)

、
下



の
若
勢
達
が
取
入
れ
時
の
最
も
忙
し
い
時
期
に
度
々
押
休
み
を
強
行
し、
地
主
達

1 9 8 5 年 3 月

を
悩
ま
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る。

差
出
申一
札
之
事

一、
比
度
稲
揚
最
中ノ
問ニ 、

若勢共
其
時
分
無
理
成
押
休
度
々
仕
候
所、
村
中

寄合之上、
御
吟味ニ
御
座
候
所、
至極
迷
惑住

、不調法
千
万ニ
奉
存
候 、
此

末
若
勢
共
へ
急
度
申
付、
無
理
成
押
休
一
日
成
共
為
致
申
間
敷
候 、
若
風
雨

ノ
節
カ
永
ク
持
之
節
ハ
御
役
人
中
へ
願
出
申
候
ハ
ハ、
其
節
正
月
為
相
叶
可

被
下
候 、
外
ハ
無
理
成
押
休
毛
頭
為
致
間
敷
候 、
為
後
日
之一
札
如
此
御
座

候
安
永
九
年

子
ノ
九
月
十
四
日

若
勢
頭断

衛 松

重
丘_，. 、

同

第 6 号

断
同

五
人
組
頭
殿

金

蔵

山形県 立博物館研究 報告

長
百
姓
殿

組
頭
殿
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名
主
殿

(
『
余
目町
史・上巻』
所
収
文
書〉

押
休
み
は、
藩
の
お
触
に
そ
む
く
不
法
な
行
為
で
あ
る
故、
雇
主
乃
至
村
役
人
は

に
藩
役
人
に
届
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
が、
実
際
は
殆
ど
の
場
合、

右
の
例
に
み
る
よ
う
に、
当
人
や
若
勢
頭
か
ら
村
役
人
に
詫
び
を
入
れ
る
形
で、

一
村
限
り
の
事
と
し
て
内
済
に
し
て
い
る。

ま
た、
寛
政
初
め
頃
ま
で
は、
押
休
み
の
事
実
が
発
覚
し
た
と
て、
直
ち
に
関

係
者
が
罰
せ
ら
れ
る
と
は
限
ら
ず、
む
し
ろ
雇
主
や
村
役
人
連
名
の
請
書
で
内
々

に
済
ま
す
こ
と
が
多
かっ
た
よ
う
で
あ
る。
寛
政
五
年
(
一
七
九
三)
の
東
興
野

村
(
現
立
川
町〉
の
場
合
が
そ
の
例
で
あ
る。

一
札
指
上
申
候

一
年
中
度
々
東
興
野
村ニ
而
押
正
月
仕
候
儀
被
為
及
御
聞、
此
末
右
正
月
仕
候

ハ
ハ、

名優

可仰付之

旨被仰渡 、

奉得其
意、
村
中寄
合相立、

委細被
仰
渡
之

次
第
奉
畏
候
段、
大
小
御
百
姓
共
申
聞
候 、
若
シ
心
得
違
も
の
有
之
候
儀
被
為

及
御
聞
候
ハハ、
何
様
之
越
度ニ
モ
可
被
付
候 、
為
其一
札
指
上
申
候 、
以
上

寛
政
五
年

小
重
郎
(
印)

(
以
下
回一
名
略〉

与
惣
左
衛
門
(
印〉

長
人
百
姓

(
以
下
三
名
略)

組
頭

助

肝
煎

与

助

(
清
川
村
大
庄
屋
文
書〉 次

加
藤
久
三
郎
様

同
利
三
郎
様

こ
の
文
書
に
は、
若
勢
達
が
行っ
た
押
休
み
の
期
日
は
明
記
な
い
が、

度
:々:::・

押
正
月
仕」
と
あ
る
か
ら
彼
等
の
押
休
み
は一
度
や
二
度
で
は
な
い

こ
と
は
確
か
で
あ
ろ
う。

狩
川
村
西
端
れ
に
位
置
す
る
西
興
屋
村
(
現
立
川
町)
で
は、
若
勢
達
が
押
休

み
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は、
村
の
東
北
端
に
杷
ら
れ
て
い
る
石
造
の
地
蔵
尊

(
追
分
石
に
地
蔵
尊
を
陽
刻
し
た
もの。
追
分
地
蔵
と
も
い
う)
を
前
の
大
堰
に

沈
め、
肝
煎
に
休
み
を
求
め
た
も
の
で
あ
る
と
い
う。
肝
煎
は
地
蔵
尊
を
い
つ
ま

で
も
川
に
沈
め
て
お
く
わ
け
に
は
行
か
な
い
か
ら、
若
勢
の
要
求
を
容
れ、
E
酒

の
半
樽
も
与
え
て、
地
蔵
の
引
揚
げ
を
頼
ん
だ
も
の
で
あ
る
と
い
う。
こ
の
風
習

は
昭
和
の
初
め
噴
ま
で
行
わ
れ
た。

寛
政
八
年
(
一
七
九
六)

、
遊
佐
・

平
田
両
郷
の
若
勢
達
が
閏
盆
休
み
と
称
し

て、
七
月
十
四
・

十
五
・

十
六
日
の
三
日
間
一
斉
に
押
休
み
を
強
行
し
た。
翌
年

に
は
荒
瀬
郷
を
も
含
め
た
川
北
三
郷
全
体
に
広
まっ
た。
村
々
の
若
勢
達
が
秘
密

裡
に
連
絡
を
と
り、
互
い
に
約
束
を
交
わ
し
て
い
た
の
で
あ
到。
こ
う
し
て
若
勢

の
押
休
み
は
急
速
に
広
まっ
て
行っ
た。

も
ち
論、
藩
と
し
て
も
こ
れ
を
そ
の
ま
ま
放
置
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
い。
し

「
年
々
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一、
四
月
二
日
・
同
八
日
・
同
十
四
日
・
同
廿
日
・
同
廿
六
日
・

中
申一
日

都
合
六
日、
内
二
日
夕
仕
事
無
之、
同
四
日
夕
仕
事
致
候
事

一、
五
月
三
日、
同
五
日
・
同
十一
日
・
同
十
七
日
・
同
廿
三
日
・
同
廿
九
日

都
合
六
日、
内
壱
日
夕
仕
事
無
之、
同
五
日
夕
仕
事
致
候
事

一、
六
月
朔
日
・
同
七
日
・
同
十
三
日
・
同
十
五
日
・
同
廿一
日
・
同
廿
七
日

都
合
六
日、
内
一
日
夕仕
事
無
之、
同
五
日
夕
仕
事
致
候
事

一、
七
月
四
日
・
同
七
日
・
同
十
四
日
占
廿
一
日
迄 、
同
廿
四
日
・

廿
五
日

都
合
十
二
日、
内
十
日
夕
仕
事
無
之、
同
二
日
夕
仕
事
致
候
事

一、
八
月
朔
日
・
同
七
日
・
同
八
日
・
同
十
四
日
・
同
十
五
日
・
同
廿一
日
・

同
廿
七
日

第 6 号

都
合
七
日、
内
三
日
夕
仕
事
無
之、
同
四
日
夕
仕
事
致
候
事

一 、
九
月
四
日
・
同
九
日
・
同
十
三
日
・
同
廿一
日
・
同
汁
九
日

都
合
五
日、
内
一
日
夕
仕
事
無
之、
同
四
日
夕
仕
事
致
候
事

一、
十
月
四
日
・
同
十
日
・
同
十
六
日
・
同
廿
四
日

都
合
四
日、
内
二
日
夕
仕
事
無
之、
同
二
日
夕
仕
事
致
候
事

一、
十一
月
三
日
・
同
十一
日
・

十
九
日
・
同
廿
四
日

都
合
四
日
夕
仕
事
無
之

一、
十
二
月
三
日
・
同
十一
日
・
同
十
九
日

都
合
三
日、
タ
仕
事
無
之

一
触
正
月
之
事

山 形県立博物館研究報告

初
正
月
一
日
・

百
万
遍
年
中
三
日
・

馬
作
正
月
二
日
・

大
豆
正
月一
日
・

御
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域
米
一
日

都
合
八
日、
内
三
日
百
万
遍
正
月
タ
仕
事
無
之、

一 、
早
苗
振
休
之
事

一、
虫
供
養
一
日
・

虫
送
一
日

都
合
二
日、
タ
仕
事
無
之

同
五
日
夕
仕
事
致
候
事

一、
早
苗
振
休
三
日、
タ
仕
事
致
候
事

〆
九
拾
五
日

右
之
通
村
中一
同
相
定
申
候
問 、
若
相
背
押
休
等
致
候ハ
、

当
人
村
道
江
砂
置

為
致
候
事

安
政
二
年
卯
正
月

(
『
三
川
町
史』
所
収
「
土
日
村
文
書」
〉

こ
の
よ
う
に、
土
日
村
の
場
合
は、
タ
仕
事
を
行
う
休
日
を
含
め
て
で
は
あ
る

が、
合
計
九
五
日
を
数
え、
藩
の
文
政
元
年
規
定
に
比
較
し
て
二
七
日
も
多
い。

し
か
も、
こ
れ
は
村
中
で
協
議
し
た
こ
と
で
あ
る
か
ら、
こ
れ
に
違
反
し
た
場
合

は
「
村
道
江
砂
置」
の
罰
を
課
す
る
と
い
う
の
で
あ
る。
と
も
か
く
も、
こ
の
段

階
に
お
い
て
は、
村
自
体
の
取
極
め
の
休
日
日
数
が
藩
規
定
の
そ
れ
を
大
幅
に
超

過
し
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る。

農
家
休
日
の
実
際
が
五
人
組
提
の
日
数
を
上
廻
る
こ
と
は、
当
時
の
農
民
の
日

誌
等
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る。
例
え
ば、
文
政
二
年
(
一
八
一
九
三
土
崎
村
(
現

酒
田
市)
小
松
家
の
記
録
に
よ
れ
ば、
同
家
の
休日
は、
一
月
十
二
日
間、
二
月

八
日
間、
三
月
九
日
間 、
四
月
六
・

五
日、
間
四
月
七
・

五
日、
五
月
六日、
六

月
五
・

五
日、
七
月
十
三
・

五
日、
八
月
四
・

五
日、
九
月
五
日、
十
月
四
日、

十一
月
四
日、
十二
月
四
日
の
日
数
で
合
計
七
九
・

五
日
を
数
え
る。
ま
た、
同

じ
記
録
に
よっ
て、
二
月
末
か
ら
四
月
末
ま
で
(
田
打
の
季
節〉
の
労
働
日
と
休

日
を
み
て
も、
ほ
ぼ
三
日
働
き
一
日
休
み
の
循
環
が
み
ら
れ
到。

安
政
六
年
(一
八
五
九)

、
遊
佐
郷
下
当
村
(
現
遊
佐
町〉
で
は、
次
の
よ
う

な
休
日
を
取
き
め
大
組
頭
に
届
出
た。

定
一、
春
中
田
打
相
始
り
候
而
者
天
気
合ニ
寄、
御定休日
斗ニ
而
者
行
届
不
申
候

ニ
付 、
荒
天
之
折
者
御
定
休
日
之
間
江一
日
相
許 、
其
外
無
謂
押
休
一
切
為

致
申
問
敷
事

但
二
月
占
四
月
迄
骨
折
仕
事
致
シ
候
三
ヶ
月
斗

一、
御
定
休
日
之
外
働
疲、

無拠増
休仕
候節者、
其村
方役元
江
相
願、
役
元ニ

而
天
気
模
様
見
斗一
日
ッ、
相
休
メ
可
申
事
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名
子
組

若 勢 の 押 休 み に つ い て 再 論

名
主
殿

組
頭
殿

と
あ
り、
同
じ
く
休
日
に
関
す
る
規
定
に
し
て
も、
前
記
文
政
十
年
度
の
そ
れ
よ

り
や
や
大
様
の
よ
う
に
思
わ
れ
る。

天
保
五
年
(一
八
三
四) 、
下
余
目
組
あ
た
り
で
は
近
年凶
作
が
続
き、
村
々

疲
弊
し
た
の
で、
こ
れ
が
回
復
ま
で
と
て
惣
郡
中
協
議
し
て、
若
勢
の
休
日、
給

米 、
諸
取
人
作
料
等
を
決
め
た
が、
関
係
条
項
を
列
記
す
る
と、

定
書

一、
年
中
若
勢
休
日、
田
打
始
正
月
5
皐
月
迄
三
日働
一
日
休、
夫
5
八
月
十

五
日
迄
五
日
働
一
日
休、
夫
占
初
正
月
迄
七
日
働
一
日
休
之
事

(
一
条
略)

一、
若
勢
給
米 、
頭
四
俵
半、
午
仕
四
表
之
事

(
稲
刈
・

麦
蒔
手
間
賃
・

葺
師
手
間、
大
工
作
料、
桶
屋
作
料
等
四
条
略〉

右
者
近
年
引
続
不
作、
猶
叉
去
巳
年
前
代
未
聞
無
是
年
柄 、
当
組
万
之
義
者
格

別
絶
作ニ
付、
村々
行直
候
と宍
諸
職
人
作
料、
奉
行
人
旦
手間、
惣
郡
中
振
合

ヲ
以
相
極
メ
候
所、
書
面
之
通
村
々
大
小
之百
姓
不
洩様 、
厳
重
御
触
渡
可
被
成

候 、
為
其
申
達
候 、
以
上

天
保
五
年

年
番
名
主
茂
左
衛
門

午
十
月
廿
日

下
余
目
組
七
ケ
村

役
人
衆
中

(
前
掲
書
所
収
文
書)

こ
の
規
定
に
お
い
て
は、
凶
作
下
の
自
粛
と
い
い
な
が
ら
若
勢
の
休
日
は
さ
ら

に
増
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る。
田
起
こ
し
か
ら
田
植
ま
で
の
重
労
働
の
期
間
は、

三
日働
き
一
日
休
み
は
すっ
か
り
慣
例
化
し
て
い
る
如
く
で
あ
る。
右
の
文
中

「
若勢
給米 、
頭四
俵
半」
と
あ
る
の
が
注
目
さ
れ
る
が、
こ
れ
は
二戸
内
で
働
い

て
い
る
若
勢
の
年
長
の
も
の
(
若
勢
頭)
の
給
米
を
指
し 、
次
の
「
午
仕」
は、

(『
余
目
町
史
・
上
巻』
所
収
文
書〉

馬
を
自
由
に
使
い
得
る
熟
練
の
若
勢
の
こ
と
を
意
味
す
る
と
み
ら
れ
る。
こ
の
よ

うに、
主義には、
仕
事
の
熟
練
度
に
よっ
て
小
若
勢
(
見
習
若
勢)
・

馬
使
い
若

勢
・

長
人
若
勢
な
ど
の
別
が
あ
り 、

給
米
に
も
そ
れ
ぞ
れ
差
が
あっ
た。
若
勢
頭

は
長
人
若
勢
か
ら
選
ば
れ
た。

玄白勢の給米は、
大正
・

昭
和
初
め
ご
ろ
で、
並
若
勢
が
六
俵
位、
馬
使
い
若
勢

が
八
J

十
俵
位
が
標
準
で
あっ
た。
こ
れ
も
若
勢
に
入
る
と
き、
前
金
と
し
て
そ

の
半
分
を
主
人
か
ら
貰
い、
他
の
半
分
は
出
替
り
の
と
き
貰
う
の
が
慣
例
で
あっ

た。
給
米
は
雇
主
か
ら
若
勢
の
実
家
に
直
接
渡
さ
れ
る
の
で、
若
勢
が
金
を
必
要

と
す
る
と
き
は、
実
家
に
行っ
て
貰っ
て
く
る
か、
ま
た
は
主
人
か
ら
借
り
る
よ

り
他
に
な
かっ
た。

年
代
は
判
然
と
し
な
い
が、
青
山
村
(
現
三
川
町)
の
村
極
め
で
は、
一
月
に

十
二
日
間、
二
月
五
日
間、
三
月
l

六
月
各
四
日、
七
月
十
日
間、
八
月
1

十一

月
各
四
日
間、
十
二
月
三
日
間
で
計
六
二
日、
こ
れ
に
蓑
作
り
手
間
三
日
間、
鎮

守
縁
日
一
日、
水
祭
り

一
日、
四
月
中
の
申
の
日
一
日、
田
植
休
み
三
日、
虫
送

り
一
日、

洗濯手間六
日、
以上
の
計
十
六
日、
二
口
合
計
七
八
日
を
休
日
と
し
て

い
る
が、
こ
れ
は
文
政
元
年
「
庄
内
二
郡
五
人
組
提
之
条
」々
の
六
八
日
よ
り
十

日
多
い
(『
三
川
町
史』
所
収
文
書
に
よ
る〉。

ま
た、
安
政
二
年
(
一
八
五
五〉 、
土
口
村
(
現
三
川
町)
で
定
め
た
休
日
定
め

は
次
の
如
く
詳
細
な
も
の
で
あ
る。

年
中
月
々
休
日
定
之
事

一、
正
月
朔
日
占
七
日
迄 、
同
十
六
日
S
廿一
日
迄 、
同
廿
九
日一
日、
都
合

十
四
日
相
休
候
事

一、
二
月
朔
日
・
同
九
日
・
同
十
六
日
・
同
廿
二
日
・
同
廿
八
日
・

外ニ
初
午

一日
・中申

一日都
合八日、
内六日
夕仕
事
無し、
同二
日夕
仕
事致候事

一 、
三
月
三
日
・
同
九
日
・
同
十
五
日
・
同
十
六
日
・
同
十
九
日
・
同
廿
日
・

同
廿
五
日

都
合
七
日、
内
五
日
夕
仕
事
無
之、
同
二
日
夕
仕
事
致
候



先
に
挙
げ
た
万
治
三
年
規
定
よ
り
も
大
幅
に
増
加
し
て
い
る
。

こ
の
段
階
に
至
る
と
、
庄
内
地
方
各
地
区
に
お
い
て
、
村
自
体
と
し
て
村
民
の

休
日
を
定
め
る
よ
う
に
な
る
。

文
政
十
年

(
一
八
二
七
〉
の
下
余
目
組
深
川
村
(
現

「定
書
」

は
こ
の
や
や
早
い
も
の
か
と
思
わ
れ
る
。

余
目
町
〉

198 5年 3月

定
書
之
事

一
、
正
月
廿
八
日
初
休
致
候
而
後
、
鍬
下
迄
七
日
持
一
日
休
、
弥
鍬
下

5
皐
月
迄

之
間
三
日
持

一
日
休
、

皐
月

5
田
之
尻
谷
地
刈
迄
四
日
持

一
日
休
、
其
外
色

色
名
付
、
正
月
押
休
為
致
問
敷
事

一
、
鍬
下
致
候
翻
者
御
百
姓

一
統
ニ
無
之
共
、
時
能
々
考
ヒ
候
而
鍬
下
可
致
候
、

尤
若
勢
有
之
家

ニ
而
二
三
日
宛
田
打
候
ハ
、
見
合
、
初
正
月
可
為
致
候
事

(
雨
カ
)

一
、
不
順
之
時
気
ニ
而
持
か
だ
く
無
拠
間
者
、

二
一

日
前
休
替
ニ
可
為
致
事

一
、
若
勢
之
輩
年
中
正
月
廿
日
切
、
盆
廿
四
日
迄
井
三
月
十
五
日
ニ
者
タ
持
無

之
候
、
外
休
日
ニ
お
ひ
て
朝
持
タ
持
年
中
有
之
候
問
、
家
風
次
第
急
度
可
為

致
事

一
、
年
中
節
句
・

三
朔
・
御
縁
日
、
前
一
日
宛
、
過
日
有
時
二
日
与
不
休
メ
為

持
可
申
候
、
井
両
度
正
月
、
土
洗
正
月
、
彼
岸
中
日
外
、
万

ツ
之
日
休
候
ハ

、
夫
占
日
数
定
通
為
持
、
決
而
持
日
之
代
ニ
入
事
相
成
間
敷
候
事

(
一
条
略
〉

一
、
土
洗
ニ
黒
米
弐
升
宛
呉
、
中
縄
五
束
宛
為
納
可
申
候
事

一
、
雇
手
間
等
者
、
鍬
下

5
皐
月
迄

一
月
ニ
米
弐
升
、
夫
占
稲
上
ケ
迄
壱
升
宛
、

稲
刈
上
ケ
者
三
升
、
谷
地
弐
升
井
日
返

S
鍬
下
迄

ニ
者
壱
升
ツ
ツ
可
致
事

右
之
趣
急
度
相
守
可
申
候
、
万
一
破
慮
之
申
分
間
へ
候
得
者
、
其
者
村
中
急
度

吟
味
可
致
、
勿
論
竪
相
守
、
農
業
出
精
心
得
違
無
之
様
、

急
度
可
被
申
渡
候
、
以
上

深
川
村
中

第6号山形県立博物館研究報告

文
政
十
年
亥
十
二
月
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(
『
山
形
県
史
・
近
世
史
料
』

2
所
収
文
書
)

正
月
末
か
ら
鍬
下
し
ま
で
は
七
日
稼
ぎ
一
日
休
み
、
鍬
下
し
か
ら
田
植
ま
で
は

三
日
働
い
て

一
日
休
み
、
田
植
か
ら
田
の
尻
谷
地
刈
ま
で
は
四
日
働
き

一
日
休
み
、

主勢
の
土
洗
い
に
は
黒
米
二
升
宛
を
与
え
る
等
は
初
め
て
見
え
る
定
め
で
あ
る
が
、

こ
れ
ら
の
内
容
は
、
す
で
に
庄
内
の
各
地
域
に
お
い
て
広
く
慣
行
化
し
て
い
た
の

で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
「
土
洗
い
」
と
い
う
の
は
、
秩
の
収
穫
が
終
わ
り
、

田
畑
の
仕
事
が
ほ
ぼ
片
付
い
た
頃
、
若
勢
達
が
宿
に
集
ま

っ
て
飲
食
す
る
振
舞
で

あ
る
が
、
こ
れ
は
二
夜
三
日
に
及
ぶ
盛
大
な
も
の
で
あ

っ
た
。
時
代
が
下
る
と
、

湯

の
浜
・
湯
田
川
等
の
温
泉
に
行
く
こ
と
も
あ

っ
た
。
女
衆
に
も
同
様
の
休
み
が

あ

っ
た
が
、
こ
れ
は
「
苧
桶
洗
い
」
と
い
う
。

尤
も
、
右
の
定
書

よ
り
時
代
の
遡
る
例
と
し
て
廿
六
木
村
(
現
余
目
町
〉
の
村

極
め
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
内
容
は
、

定
書
之
事

一
、
博
突
宿
停
止
之
事
、
但
宿
仕
候
者
家
を
ほ
こ
し
、
所
を
立
除
可
申
事

一
、
花
見
宿
停
止
之
事
、
但
宿
仕
候
者
米
壱
俵
宛
出
シ
申
筈

一
、

っ
ち
洗
宿
停
止
之
事
、
但

一
門
切
ハ
不
呑
事

一
、
此
末
々
上
酒
仕
間
敷
事
、
但
是
迄
売
候
者
巳
之
十
月
切
売
、
其
以
来
上
酒

為
致
・
申
間
鋪
事

一
、
休
日
之
儀
古
来
之
通

ニ
為
休
可
申
候

但
、
役
所
占
ふ
れ
か
た
無
ウ
伝
即
ハ
、
半
日
成
共
我
侭
-
一
為
休
申
間
鋪
候
、
万
一
我

侭
休
日
先
立
仕
候
者
、
急
度
過
科
出
シ
可
申
候
、
若
此
末
休
日
彼
是
我
侭
一
一

作
毛
痛
メ
申
者
、
其
節
村
中
百
姓
者
不
及
申
ニ
名
子
水
呑
迄
割
合
ニ
い
た
し
、

地
主
方
江
損
毛
か
け
申
間
敷
候

右
之
条
々
村
中
相
談
之
上
相
定
申
上
ハ
、

急
度
相
守
可
申
候
、
此
末
村
中
提
之

通
何
事
不
依
急
度
相
守
可
申
候

元
文
二

五

人

組

巳
之
三
月

惣
百
姓
代
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一、

日
四
月
中
ノ
申
日

若 勢 の 押 休 み に つ い て 再 論

一、
三
日
田
植
休

一、
六
日
春
秋
洗
濯
手
間

小
以
拾
六
日

二
口
七
拾
八
日

閏
正月有之
節者、
朔日
5
都
合
休
日
七
日、
閏
七月
有
ウ爺
者、
都合
休
日
六
日、

平
月
の
閏ハ
休
日
四
日

一、
村
堰
堀
候
儀 -
所により
休日同
前ニ
心
得、
日
数
を
かL
り
候
由-一
候 、

ケ
様
之
所、
自
今
村
役
人
丁
場
割
致
為
掘
可
申
事

一、
働
日
之
内、
た
ば
こ
休、
前
々
之
通
四
度
可
為
致
事

一、
休
日
に
も
前
々
之
通
り、
朝
夕
之
仕
事
可
為
仕
事

右
者
郷
中
作
人
共
休
日
古
法
有
之
所ニ 、
連
々
休
日
を
多
く
い
た
し 、
平
日
に

ても正
月と
号し、
多目
の
休
日
を
立、
農
業
之
日
を
費
候
故 、
田
畑
之
こ
な
し

素
抹ニ
成、
自
然
と
作
毛
不
熟
相
成
候 、
其
上
主
人
之
自
由ニ
モ
成
兼 、
朝
夕

(
孜
カ)

の働
共三
本
侭
之
仕
願
有
之
趣 、
寄
々
相
聞
へ
候 、
此
等
之
儀
者
惣
鉢
之
事ニ

者
有
之
間
敷
候
得
共、
一
村ニ
二
人
三
人
右
鉢
之
者
有
之
候
而
者
後
々
押
移
り、

風
俗
之
様ニ
成、
以
之
外
不
届
千
万
之
事ニ
候 、
百
姓
之
召
使
た
り
と
も
か
た

の
h

U
儀
者
可
有
之
儀
勿
論
之
事ニ
候 、

今度
休日
ウ缶憤 、
吟
味
之上、
改申

渡
候 、
尤
八
組一
同ニ
休
日
相
立
置
候
旨、
此
旨
大
小
百
姓
承
知
仕、
常
々
子

弟
召
仕
等
申
含、
急
度
相
守
可
申
候 、
如
斯
申
渡
候
上ニ
而
茂
前
非
を
改
不
申 、

(
技
力)

承
侭
の
仕
形
於有
之者 、
吟味之
上 、
急
度
曲
事-一
可
申
付
候 、
一
村
切
肝
煎
休

日
を
写
置、
常
々
遂
吟
味、
自
今
相
乱
不
申
様
入
念
可
被
申
候 、
以
上

但
し
壱
ヶ
年
給
取
ハ
可
為
無
用

(
『
八
幡
町
史
・

上
巻』
所
収
文
書〉

こ
れ
に
よ
れ
ば、
年
間
七
八
日
の
休
日
を
数
え、
以
前
の
規
定
よ
り
は
大
幅
に

増
加
し
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る。
そ
れ
に
し
て
も、
藩
側
が
「
郷
中
作
人
共」

の
休
日
増
加
の
要
求
に
手
を
焼
き、

す
と
こ
ろ
な
く
示
さ
れ
て
い
る。

必
死
に
こ
れ
を
防
ご
う
と
し
て
い
る
様が
余

そ
の
後
の
藩
の
休
日
規
定
と
し
て
は、
宝
暦
九
年
(一
七
五
九)
の
「
庄
内
二

郡
五
人
組
御
仕
置
之
条
」々
の
関
係
条
項
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る。

一、
休
日
之
儀
正
月
元
E
S
七
日
迄 、
同
十
六
日
占
二
十
日
迄 、
日
数
十二日、

七
月
は
十
四
日
依
二
十
日
迄 、
日
数
七
日
相
休
可
申
事

附、
正
月
七月、
右
休日
之
外、
平月
四日
之休日
之
外
休
申
間
敷
候 、
勿
論

右
両
月
間
月
有
之
節
は、
平
月
通
四
日
之
日
数
斗
相
休
可
申
事

一、
月
々
休
日
之
儀、
正
月
七
月
之
外
朔
日
八
日
十
五
日
廿
三
日、
一
ヶ
月
四

日
宛
相
休
可
申
事

附、
定
休
日
之
外、
三
月
三
日
・

五
月一
五
日
・

七
月
七
日
・

九
月
九
日

相
休可申
候 、
E
叉六
月
朔日・八月
朔日
は
四日
之休日
之内ニ
込
可申
事

一、
年
中
に
蓑
作
手
間
二
日、
鎮
守
縁
日
一
日、
田
植
休
日一
日、
田
植
後
虫

送
り

一
日、
都
合
五
日
相
休
可
申
事

一、
働
日
之
内、
た
ばこ
休
一
日
四
度
宛
致
可
申
事

附、
惣
而
相定
候
休日
之
外、
自
分ニ
相
休
候
儀
為
致
申
間
敷
候 、
大
小
之

百
姓
水
呑
並
子
弟
召
使
之
者
迄 、
相
背
不
申
候
様
に
厳
敷
可
申
付
候 、
若

相
背
候
者
有
之、
其
分
に
致
置、
脇
占
相
知
候は、
当人は
勿論
旺則組頭

長
人
百
姓
五
人
組
迄
可
為
越
度
事

と
達
し
て
い
る。
こ
の
提
は
大
圧
屋
が
「
毎
年
正
月
七
月
一
ヶ年二
度
宛 、
村中大

小
之
百
姓
水
呑
等
迄
寄
合、
得
と
為
読
聞」
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
定
め
て
い
ぶ 。

こ
の
宝
暦
九
年
(一
七
五
九〉
の
休
日
規
定
は、
以
後
幕
末
ま
で
圧
内
藩
の
農

民
休
日
規
定
の
基
本
と
なっ
た
も
の
で
あ
る。
こ
の
後、
文
政
元
年
(一
八一
八)

に
も
「
庄
内
二
郡
五
人
組
提
之
条
」々
が
制
定
さ
れ 、
村
々
に
布
達
さ
れ
て
い
る

が、
こ
の
中
の
農
民
休
日
規
定
は
宝
暦
九
年
「
条
」々
と
全
く
同
文
で
あ
る。
こ

れ
に
よ
れ
ば、
農
民
(
実
質
的
に
は
若
勢)
の
年
間
休
日
々
数
は
六
八
日
を
数
え、



れ
を
全
部
稲
杭
に
架
け
る
の
で
あ
る。
ワッ
パ
カ
仕
事
で
あ
る
か
ら、
若
勢
達
は

こ
れ
を
終
え
れ
ば
公
然
と
田
か
ら
上
が
る
こ
と
が
出
来
た。
早
く
仕
事
を
終
え、

家
に
帰っ
て
風
自
に
入
り、
明
る
い
う
ち
に
浴
衣
が
け
で
村
の
中
を
ぶ
ら
つ
く
の

が
若
勢
の
心
意
気
で
あっ
た
と
い
う。

こ
の
よ
う
に、
庄
内
地
方
に
お
い
て
は、
年
雇
の
若
勢
と号一口えども、
規定の
仕

1 9 8 5 年 3 月

事
さ
え
す
ま
せ
ば、
そ
の
他
の
こ
と
は
自
由
と
い
う
こ
と
が
社
会
的
慣
習
と
し
て

認
め
ら
れ
て
い
た。
右
の
例
は
明
治
t

昭
和
初
め
の
こ
と
で
あ
る
が、
こ
れ
ら
の

慣
行
は
よ
り
古
く
か
ら
行
わ
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
確
か
で
あ
る。

注
川
鶴
巻
善
治
「
若
勢
の
こ
と」
狩
川
松
寿
大
学
『
ふ
る
さ
と
研
究』
第
四

第 6 号

号。
昭
和
五
四
年

(2)  
宇
佐
美
繁
「
若
勢
連
中
の
世
界」
『
善
治
日
誌
・

解
題』
所
収
論
文。

山形県立博物館研究報告

昭
和
五一
年

(5) (4) (3) 
同
氏
・

前
掲
論
文

同
氏
・

前
掲
論
文

陣
内
義
人
「
休
日
の
社
会
的
慣
行」
『
善
治
日
誌
・

解
題』
所
収
論
文。

昭
和
五
一
年

(6) 
同
氏
・
前
掲
論
文

ニ

若
勢
の
休
日
規
定

圧
内
藩
の
農
民
休
日
に
関
す
る
触
書
の
初
見
は、
万
治
三
年
(
一
六
六
O)

次
の
内
容
の
も
の
で
あ
る。
但
し 、
こ
れ
は
農
民一
般
を
対
象
と
し
た
も
の
で
は

な
く、
農
家
の
「
召
使
候
者」
を
対
象
と
し
た
休
日
規
定
で
あ
る。

一、
正
月
者
以
上
十
日
為
遊
可
申
事
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一、
盆
者
以
上
五
日
為
遊
可
申
事

一、
常
々
休
日
者
七
日
か
せ
き、
八
日
目ニ
為
休
可
申
事

一、
八
月
S
霜
月
迫
者
十
日
か
せ
き、
十
一
日
目
に
為
休
可
申
事

(『
大
泉
紀
年
・

中
巻』
八
四
頁〉

こ
の
後、
こ
の
規
定
は
幾
度
か
改
訂
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
が、
宝
暦
ご
ろ
ま
で
は

し
て、

そ
の
経
緯
は
明
ら
か
で
な
い。
もっ
と
も、

次
の
休
日
規
定
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
が、
内
容
か
ら
み
て
時
代
は
もっ
と

元
文
二
年
(一
七
三
七〉
の
も
の
と

下
が
る
も
の
か
も
知
れ
な
い。

休
日
定
之
覚

一、
十
二
日
正
月
元
日
よ
り
七
日
迄 、
十
六
日
よ
り
廿
日
迄

一、
五
日

二
月
朔日
・九
日
・十五日
・十六
日、
此両日
田神休、
廿四日

一、
四
日

三
月
三
日
・

十
一
日
・

十
八
日
・

廿
七
日

一、
四
日

四
月
五
日
・

八
日
・

十六
日
・

釈
迦
誕
生
日
・

廿
四
日

一、
四
日

一、
四
日

二
十
日

一、
四
日

の

外一 、
三
日

一、

五
月
二
日
・

五
日
節
句
・

十
三
日
・

廿一
日

六
月
朔
日
・

九
日
・

十
五
日
・

廿
五
日

四
日

七
月
一
日
・

七
日
・

十
四
日
よ
り
廿
日
迄 、
廿
七
日

八
月
朔
日
・

八
日
・

十
五
日
・

廿
三
日

九
月
朔
日
・

九
日
・

十
七
日
・

廿
五
日

十
月
三
日
・

十
一
日
・

十
六
日、
田
神
休、
廿
四
日

十
一
月
二
日
・

十六
日
・

太
神
宮
祭
日
・

廿
四
日

十二
月二
日・十日・十八日、
但二
十五日
給
取
出代り日為
無
休

四
日

四
日

三
日

小
似
六
拾
二
日

俵
作
り
手
間
二
月
中

日
鎮
守
縁
日

日
指
立
候
神
社
祭
礼
日、
其
水
下
村
ニ々
而
休
筈
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三
六
年
十一
月、
庭
仕
事
の
最
中 、
風
邪
で
五
日
間
休
ん
だ
こ
と
が
あっ
た
が、

こ
の
代
償
と
し
て
「
私
業」
で
作っ
た
馬
沓
四
十
足
を
主
人
に
指
出
し
た
こ
と
を

記
し
て
い
ぶ。

若
勢
の
休
日
が、
朝
夕
の
仕
事
の
有
無
な
ど
を
含
め
て、
明
確
に
決
め
ら
れ
て

い
た
の
は、
」
う
し
た
事
情
に
も一
班
の
原
因
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る。
年
代

は
判
然
と
し
な
い
が、
次
の
規
定
も
こ
の
一
例
で
あ
る。

若
勢
仕
事
休
控

若 勢 の 押 休 み に つ い て 再 論

一、
年
中
朝
宵
仕
事
御
座
候 、
尤
正
月
は
一
両
度
井
中
日
は
宵
な
し

一、
休
日
は
十
月
十
日
よ
り

二
月
十
六
日
迄
六
日、
二
月
よ
り
十
月
ま
で
中
五

日
也

一、
サ
ナ
プ
リ
休
五
日
宵
な
し 、
但
酒
為
呑
可
申
事

一、
ミ
ノ
ッ
ク
リ
三
日
宵
な
し

一、
馬
道
具
二
日
宵
な
し

一、
若
勢
壱
人
稲
千
五
百
苅 、
畑
豆
弐
俵
半
渡

一、
稲
置
草
取
仕
廻
後、
コエ
草八日
斗り
も
十
日
斗
りもカリ、

馬ノ
皐草
ハ
常

々
心
掛
可
申
事

一、
稲
取
仕
廻
不
申
内
ハ
遊
出
申
間
布
事

一、
荒
春
ハ
朝
飯
前ニ
出
立
可
申
事

一、
惣
而
下
り
た
ば
こ
無
之
事

一、
五
百
縄
壱
人ニ
付
壱
束
七
把ツ
ツ

一、
休
日
朝
仕
事
三
速
七
カ
イ
シ、
宵
縄
弐
把
ツ
ツ

一、
三
斗
掛
ナ
レ
ハ
休
日
朝
宵
と
も
な
く、
尤
俵
掛
リ
ナ
レ
ハ
野
手
柴
切
リ
可

申
候 、
宵
仕
事
の
縄
三
把
ツ
ツ

一、
五
百
縄
ハ
サ
イ
シ
マ
イ
ノ
盆
中
出
レ
為
見
可
申
事

一、
冬
雪
降
リ
候
ハ、
若
勢
と
も
代
り
代
り

道
付
可
申
事

一、
米
突
ハ
五
人
よ
り
弐
人
臼 、

人
四
人
ハ
壱
臼
也

一、
惣
而
庭
其
外
屋
敷
廻
若
勢
共
ハ
キ
可
申
事

一、
水
戸
守
宵
仕
事
弐
俵ツ
ツ

一、
私
田
セ
キ
サ
シ
に
も
内へ
入
コ
ナ
シ
可
申
事

一、
若
勢
三
人ニ
而
田
地
四
千
五
六
百
も
か
け
候
得
半汽
雇
人壱人も掛
可
申
事

右
之
通
堅
相
守
可
申
者
也

う
十
一
月
五
日

佐
藤
藤
蔵

古
来
5
如
斯
控

権
士口

同

〈
『
三
川
町
史』
所
収
文
書〉

各
条
の
意
味
は
必
ず
し
も
明
ら
か
で
な
い
が、

か
ら、
こ
れ
ら
の
内
容
は
慣
行
と
し
て
古くから
守られていた
もので
あろ
う。

「
古
来
S
如
斯
如」
と
あ
る

宇
佐
美
氏
前
掲
論
文
に
よ
れ
ば、
山
の
草
刈
や
稲
刈
は
ワッ
パ
カ
仕
事
で
あっ

た
と
い
う。
ワッ
パ
カ
は一
日
の
割
当
仕
事
量
と
で
も
言
う
べ
き
も
の
で、
山
の

草
刈
の
ワッ
パ
カ
は
馬一
ダ
ン
分
(
馬
の
背
の
両
側
に
六
束
づ
っ
積
む
草
の
量〉

で
あっ
た。
豊
原
地
区
あ
た
り
で
は、
山
の
草
刈
の
季
節
に
な
る
と、
若
勢
達
は

真
夜
中
一
時
頃、
馬
を
ひ
い
て
東
山
の
入
会
地
に
向
う。
採
草
地
に
着
く
頃、
太

陽
が
顔
を
出
す。
す
ぐ
に
朝
飯
を
食
べ
て
刈
り
始
め
る。
昼
前
に一
ダ
ン
分
を
刈

り
終
え、
こ
れ
を
形
よ
く
ま
る
い
て
(
束
ね
て〉
昼
食
を
と
る。
こ
の
後、
昼
寝

をして、
刈っ
た
草を
馬
に
つ
け
て
帰
る。
仕
事
の
早
い
こ
と
と
革
ま
る
き
の
上
手

な
こ
と
が
若
勢
の
誇
り
で
あ
り、
同
時
に
雇
主
達
の
若
勢
の
品
定
め
の
基
準
で
も

あっ
た。

稲
刈
の
ワッ
パ
カ
は
一
反
歩
で
あっ
た。
束
数
に
す
れ
ば、
明
治
後
期
は
百
束、

大
正
中
期
ご
ろ
か
ら
一
五
O
束
〈
と
も
に
十
把一
束〉
位
が
標
準
で
あ
る
が、
ト」



要
求
し
た。
こ
れ
は
い
わ
ゆ
る
年
雇
の
若
勢
だ
け
で
な
く
て、
生
家
で
働
く
若
者

も一
緒
に
なっ
て
行
動
し
た。
女
の
人
達
は
若
勢
に
は
加
わ
ら
な
かっ
た
が、
内

心
で
は
彼
等
を
応
援
し
た。

中
休
み
の
交
渉
は
若
勢
の
代
表
者
格
の
も
の
が
行
っ

た
が、

気
の
あ
る
者
が
選
ば
れ
た。
彼
等
も
こ
の
要
求
だ
け
は
遠
慮
な
く
堂
々
と
行
う
こ

」
れ
は
年
長
の
覇

1 9 8 5 年 3 月

と
が
出
来
た。
こ
う
し
て、
若
勢
と
村
の
親
方
達
の
話
し
合
い
が
ま
と
ま
る
と、

若
勢
達
は
す
で
に
田
ん
ぼ
に
出
て
働
い
て
い
る
若
勢
に
も
知
ら
せ、
連
れ
戻
し
て、

と
も
に
休
み
を
とっ
た。
も
し 、
」
れ
に
従
わ
な
い
若
勢
が
あ
れ
ば、
後
に
そ
の

主
人
は
若
勢
組
に
酒
を
買っ
て
謝
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
かっ
た。
但
し 、

でな
く、
畑
仕
事ならば
こ
れ
が
許
さ
れ
た
と
い
が。

田
仕
事

第 6 号

い
わ
ゆ
る
年
雇
の
若
勢
も、
生
家
で
働
く
若
者

ほ
ぼ
同
等
の
立
場
が
認
められ、
と
もに働
き、
ともに
楽しみ
合っ
た。
例えば、

村
の
日
常
生
活
に
お
い
て
は

も、

山形県立博物館研究 報告

豊
原
地
区
あ
た
り
で
は、
夏
の
山
仕
事
(
草
刈
り)
は
若
勢
の
仕
事
で
あっ
た
が、

こ
の
場
合
は、
早
朝
村
の
若
者
が
こ
ぞっ
て
山
に
行
き、
先
ず
初
日
に
若
勢
の

「
親
方」
を
選
び、
こ
の
指
図
に
従っ
て
山
の
草
を
刈っ
た。
親
方
の
選
び
方
は、

前
年
の
若
勢
親
方
が
中
心
と
なっ
て、
仲
間
で
協
議
し
合
い、
経
験
豊
か
で
実
力

の
あ
る
者
を
選
ん
だ。
こ
の
場
合
も
年
雇
若
勢、
実
家
若
者
の
区
別
は
な
かっ
た。

親
方
は、
若
勢一
人
一
人
の
草
刈
場
所
を
決
め
る
の
で
あ
る
が、
そ
の
広
さ
は

自
分
の
足
で
は
かつ
て
決
め
た。
広
い
山
の
中
で
甲
乙
な
く
公
平
に
分
割
せ
ね
ば

な
ら
な
かっ
た
の
で、
」
の
決
め
方
は
か
な
り
の
熟
練
を
必
要
と
し
た。
こ
の
分

割
が
不
公
平
な
場
合
は、
仲
間
か
ら
「
ず
る
い」
と
い
う
こ
と
で
非
難
さ
れ
た。

家
っ
き
の
若
者
で
あ
れ 、
村
の
中
で
日
噴
年
雇
の
若
勢
と一
緒
に
遊
ん
だ
り、
行

動
し
た
り
し
な
い
も
の
は、
山
に
行っ
て
も
仕
事
を
教
え
て
貰
え
な
かっ
た
し 、

5 

困っ
た
と
き
助
け
て
貰
う
こ
と
も
出
来
な
かっ
た。
ま
し
て、
若
勢
に
対
し
て
よ

か
ら
ぬ
こ
と
を
企
む
よ
う
な
者
は、
家
つ
き
の
若
者
で
も、

る
こ
と
も
あっ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る。

山
の
中
で
な
ぐ
ら
れ

以
上
の
例
は、
大
正
・

昭
和
初
め
の
例
で
あ
る
が
こ
れ
ら
の
慣
行
は
近
代
に

至っ
て
突
然
に
形
成
さ
れ
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い。
多
く
の
変
容
は
あ
る
に
せ
よ、

そ
の
基
本
的
な
も
の
は
遅
く
と
も
藩
政
時
代
に
さ
か
の
ぼ
る
こ
と
は
確
か
で
あ
ろ

ぅ。
こ
れ
ら
の
こ
と
は
藩
政
時
代
以
来
(
あ
る
も
の
は
さ
ら
に
さ
か
の
ぼっ
て〉

時
を
追っ
て
形づ
く
ら
れ 、
慣
行
化
さ
れ 、
あ
る
場
合
に
は
村
提 、
若
勢
組
提
と

し
て
定
め
ら
れ 、
日
常
生
活
の
中
で
守
ら
れ
て
来
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る。

ま
た、
年
雇
の
若
勢
の
労
働
は、
決
し
て
無
限
定
に
雇
主
に
提
供
さ
れ
た
も
の

で
な
い
こ
と
も
注
目
さ
れ
る。
後
に
も
み
る
よ
う
に、
若
勢
の
休
日
は
む
し
ろ
厳

格
に
規
定
さ
れ 、
厳
し
く
守
ら
れ
た。
加
え
て、
若
勢
達
は
規
定
の
休
日
の
他
に

臨
時
の
休
み
を
要
求
し 、
大
て
い
の
場
合
こ
れ
を
実
現
し
て
い
る。
休
日
は
若
勢

が
自
由
に
使
用
し
得
る
時
間
で
あ
る。
こ
の
日
を
利
用
し
働
い
て
得
た
収
入
は
若

勢
の
個
人
収
入
と
な
し
得
た。
い
わ
ゆ
る
ホ
マ
チ
田
の
耕
作
な
ど
は
こ
の
例
で
あ

る。
休
日
に
草
鮭
を
作
り、
こ
れ
を
売
り
に
出
す
こ
と
も
あっ
た。

前
記
宇
佐
美
氏
と
と
も
に
若
勢
の
日
記
『
善
治
日
誌』
を
研
究
さ
れ
た
陣
内
義

人
氏
は
『
善
治
日
誌』
の中
の
休
日に
当たる
日の
記
述に「
休ミ
朝ハ
米一
俵春キ

と
あ
り、

私
業
御
倉
縄
八
把
編ヒ」
(
明
治
三
五
年
三
月
二
八
日
の
項〉

こ
の
日

は
慣
行
の
朝
仕
事
(休日に
も、
朝夕
の
仕
事
を
す
ま
せ
た
後
の
休
み
と、
丸
々
一

日
の
休
み
と
の
別
が
あっ
た)
を
終
え
た
後、

指
摘
し
て
い
か 。

「
私
業」
を
行っ
て
い
る
こ
と
を

反
面、
自
分
の
病
気
や
生
家
の
都
合
な
ど
で
仕
事
を
休
む
よ
う
な
場
合
は、
そ

の
分
の
給
米
を
雇
主
に
返
す
か、
代りの働
き手を雇
主
に
指
出
さ
ね
ば
な
ら
な
か

っ
た。
陣
内
氏
は
こ
の
例
と
し
て、
前
記
善
治
(
後
藤
丹
蔵
家
の
若
勢)
が
明
治
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こ
と
に
よっ
て
初
め
て
一
人
前
と
見
な
さ
れ、
手
間
賃
も
村
普
請
も
大
人
並
に
扱

わ
れ
た。

若
勢
頭
は、
通
常
大
若
勢
の
年
長
の
も
の
の
中
か
ら
選
ば
れ
る
の
が
例
で
あ
る

が、
こ
れ
は
仲
間
同
士
で
才
覚
の
あ
る
も
の
を
見
込
ん
で
推
薦
し
合っ
た。
こ
れ

も
長
年
続
け
て
勤
め
る
場
合
も
あ
る
が、
そ
の
指
導
力
な
り、
人
柄
に
よ
り

短
期

間
で
替
え
ら
れ
る
こ
と
も
あっ
た。

若 勢 の 押 休 み に つ い て 再 論

大
正
・

昭
和
初
め
の
こ
ろ
で
あ
る
が、
東
田
川
郡
立
川
町
立
谷
沢
中
村
地
区
あ

た
の
で
は、
村
の
若
者
が
若
勢
組
に
加
入
す
る
の
は、
小
学
校
高
等
科
を
卒
業
し

た
年
で、
旧
暦
三
月
六
日
の
百
万
遍
の
日
と
決
め
ら
れ
て
い
た。
百万
遍は百万
遍

念
仏
講
の
こ
と
で、
村
中
の
家
か
ら
一
人
ず
つ
集
会
所
(
藩
政
時
代
は
肝
煎
宅)

に
集
り、
車
座
に
坐っ
て
大
き
な
数
珠
を
廻
し
な
が
ら
念
仏
を
唱
え
る
行
事
で
あ

る
が、
初
入
り
の
若
者
(
初
若
勢〉
を
車
座
の
中
央
に
坐
ら
せ、
大
き
な
数
珠
玉

が
廻っ
て
く
る
と、
そ
れ
で
初
若
勢
の
頭
を
叩
い
た
り
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
う。

こ
れ
が
終
わ
る
と、
初
若
勢
は
上
座
に
坐
ら
せ
ら
れ、
若
勢
組
の
議
定
を
読
み

聞
か
せ
ら
れ
て、
そ
の
遵
守
を
誓
う。
こ
の
後、
一
升
の
ぼ
た
餅
と
一
升
の
酒
が

運
ば
れ
る。
初
若
勢
は
こ
の
ぼ
た
餅
を
食
べ
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
が、
ど
う

し
て
も
食
べ
切
れ
な
い
と
き
は、
助
太
万
と
言っ
て
先
輩
の
若
者
が
手
伝っ
て
く

れ
た。加

入
後
三
年
間
は
小
若
勢
と
呼
ば
れ、
先
輩
の
使
い
走
り
等
を
さ
せ
ら
れ
た。

春
の
花
見
や
秩
の
土
洗
い
の
と
き
の
振
舞
の
準
備
な
ど
で
あ
る。
小
若
勢
は
若
勢

頭
や
大
若
勢
(こ
の
村
で
は
「
中
な
り
衆」
と
よ
ぶ
階
層
も
あっ
た)
の
命
令
に

は、
どんな
事で
も
従
わ
ね
ば
な
ら
な
かっ
た。
夜
は
近
く
の
寺
(
昌
洞
院〉
で
座

禅
を
組
ん
だ
り、
昔
話
を
聞
い
た
り
し
た。
力
だ
め
し
ゃ
賭
け
事
も
盛
ん
で
あっ

た。
一
合の
煎一旦を
風呂の
中で
食べる
賭け
事
もあっ
た。
こ
れ
は
仲
間
が
木
の
沢
の

庖
か
ら
飴
玉
を
買っ
て
帰っ
て
く
る
ま
で
に
食
べ
切
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
かっ
た。

も
し 、
食
べ
切
れ
な
い
場
合
は、
罰
と
し
て
さ
ら
に
一
合
の
煎
豆
を
食
べ
な
け
れ

ば
な
ら
な
かっ
た。
ま
た、
仲
間
が
熊
谷
神
社
に
行っ
て
帰っ
て
来
る
ま
で
に、

鮭
耀一
つ
を
食
べ
る
と
い
う
賭
事
も
よ
く
行
わ
れ
た。
熊
谷
神
社
に
行っ
た
者
は、

そ
の
証
拠
の
品
を
必
ず
持
帰
る
こ
と
の
き
ま
り
も
あっ
た
と
い
う
か
ら、
こ
れ
に

は
肝
験
し
の
意
味
も
あっ
た
の
で
あ
ろ
う。

花
見
も
土
洗
い
も
二
日
も
三日
も
続
け
て
の
豪
勢
な
振
舞
で
あっ
た。
最
後
の

一
日
は
小
若
勢
だ
け
で
休
み
を
貰
い、
酒
・
肴
・

豆
腐
等
を
買っ
て
飲
み
食
い
し

た。
こ
れ
は
小
若
勢
の
何
よ
り
の
楽
し
み
で
あっ
加。

村
の
若
者
は、
こ
の
よ
う
な
組
織
の
も
と
に、
若
者
の
風
紀
を
た
だ
し 、
火
災

や
水
害
の
防
備、
騒
擾
や
農
作
物
の
警
固
に
任
じ、
村
の
祭
を
主
宰
し 、
農
作
業

や
費
仕
事
の
技
術
を
競
い
合
い、
花
見
・

土
洗
い
の
楽
し
み
を
と
も
に
し
て
処
世

の
知
恵
を
体
得
し
て
行っ
た。

若
者
が
若
勢
組
の
提
を
破
る
よ
う
な
こ
と
が
あ
れ
ば、
仲
間
う
ち
か
ら
様
々
な

制
裁
が
加
え
ら
れ
た。
村
内
の
道
路
普
請
を
課
す
る
等
も
そ
の一
つ
で
あ
る
が、

豊
原
村
(
現
酒
田
市〉
の
あ
た
り
で
は、
「
糞
縄
張
り」
の
罰
が
あっ
た。
こ
れ

は
大
正
・

昭
和
初
め
こ
ろ
の
例
で
あ
る
が、
若
勢
の
間
で
「
誰
某
に
糞
縄
を
張
ろ

う」
と
の
相
談
が
ま
と
ま
る
と、
村
内
で
最
も
汚
い
便
所
の
便
壷
に
漬
け
た
縄
を

狭
い
小
路
に
張
り、
夜
間 、
制
裁
を
加
え
よ
う
と
す
る
若
者
を
こ
こ
に
呼
び
出
し

て
ひっ
か
け
る
よ
う
に
し
た
と
い
う
の
で
あ
る。
もっ
と
も、
こ
れ
は
区
長
等
ば

か
り
に
当
た
り
が
よ
く、
若
勢
仲
間のつ
き合い
をお
ろ
そ
か
に
す
る
若
勢
や、
女

に
手
を
出
し 、
二
人
で
歩
い
た
り 、

女
の
と
こ
ろ
に
泊っ
た
り
す
る
も
の
に
加
え

ら
れ
た
も
の
で
あ
る
と
い
引。

若
勢
の
押
休
み
に
つ
い
て
も
同
様
の
規
制
が
あっ
た。
前
記
豊
原
地
区
の
一
農

民
の
日
誌
を
研
究
さ
れ
た
宇
佐
美
繁
氏
は
同
地
区
の
古
老
か
ら
の
聞
き
と
り
と
し

て、
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る。
夏
の
忙
し
い
と
き、
幾
日
も
天
気
が
続
く
と、

若
勢
達
は
十
人
も
組
に
なっ
て、
雨
乞
い
を
す
る
か
ら
餅
を
つ
い
て
休
み
に
し
ろ

と
か、
酒
一
升
買っ
て
休
ま
せ
ろ
と
か
言っ
て、
村
の
主
だっ
た
人
々
に
休
み
を



を
聞
届
け
申
す
べ
き
事

一 、
若
背
仲
間
は
勿
論、
村
集
り
事 、
又は
他所の
祭り
等
に
参りて、
言
葉悪
く
遺

ふ
べ
か
ら
ず
候 、
若
喧
椛
口
論
出
来
仕
候
は
ば、
本
々
聞
届
ケ
埼
明
候
様
に
致

す
べ
き
事

附、
若
勢
仲
間
は
勿
論 、
平
生
余
り

心
安
く
思
ひ
言
葉
悪
は、
論
の
本
と
心
得、

1 9 8 5 年 3 月

常
々
言
葉
和
か
に
遺
ひ、
仲
間
睦
敷
く
致
す
べ
き
事

一、
他
所
の
祭
り
等
に
参
り
致
て、
人
の
女
房
子
供
盗
む
べ
か
ら
ざ
る
事

附、
他
所
は
勿
論、
村
内
に
て
も
人
の
女
房
子
供
盗、
見
付
け
知
れ 、
彼
是
有

之
候
と
も、
若
勢
一
統
に
相
掛
け
申
訳
仕
る
間
敷
事

一、
人
の
作
り

物、
な
り
木
之
物
同
然
た
る
べ
き
事

第 6 号

一 、
若
勢
に
似
せ
金
銭
借
用
致
す
べ
か
ら
ざ
る
事

附、
若
勢
仲
間
に
願
立
候
はば、
連
判にて
借用
致
さ
せ
申
す
べ
き
事

御
公
儀
仰
せ
渡
さ
れ
外、
押
正
月一
切
致
し
間
敷
き
事

山形県立博物館研究報告

一、
休
日
の
儀
従

一、
正
月
願
日
の
時
は働
く
べ
か
ら
ざ
る
事

一、
道
楽
朝
寝一
切
致
し
申
間
敷
事

一、
博
痴
諸
勝
負一
切
致
し
申
間
敷
き
事

一、
若
勢
仲
間
に
て
少
し
の
事
に
誤
り
手
を
下
げ
べ
か
ら
ざ
る
事

一、
若
勢
寄
り
合
い
の
節
は
小
若
勢
先
に
立、
何
か
と
仕
合
致
す
べ
き
事

一、
我
利
根
に
迷
い
男
を
立、
或
は
慢
心
に
長
じ、
勝
手がましき
儀
申間
敷き
事

一、
年
寄
た
る
を
兄
と
敬
い、
年
若
を
弟
と
葱み
互に
睦
敷
致
す
べ
き
事

一、
農
業
を
励
み、
余
力
を
以
学
問
其
外
稽
古
悌
怠
な
く
致
す
べ
き
事

右
之
条
々
堅
相
守
り、

常
々
違
背
無
之
様
読
聞
か
せ、
若
勢
仲
間
睦
敷
候
様、

端
相
心
得
えベ
き
者
也

以
上
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(
『
朝
日
村
誌
』
問
所
収
文
書〉

こ
の
「
提
帳
は」 、
『
朝
日
村
誌』
ω
に
よ
れ
ば、
幕
末
か
ら
明
治
中
期
に
か

け
て
の
も
の
で、
新
加
入
者
の
あ
る
毎
に
寄
合
い
を
聞
き 、
そ
の
席
に
て
若
者
組

の
頭
立っ
た
者
が
高
ら
か
に
読
み
聞
か
せ、
新
参
の
者
か
ら次
の
よ
う
な
請
書
を

とっ
た
も
の
で
あっ
た
と
い
う。

右
前
条
之
錠は
勿
論、
諸
事
勝手
が
ま
し
き
儀一
切
致
し
申
間
敷
候 、
後
念
の
た

め
差
上
候
一
札
如
件

明
治
元
年
辰
十一
月

若
者
惣
代

之
誰
(
印)

何何

誰
(
印)

之

小
若
者

誰
(
印)

何
之

伺

誰
(
印)

之
(
前
掲
書
所
収
文
書)

」
の
「
提
帳」
で
注
目
さ
れ
る
の
は、
若
者
組
構
成
員
の
年
令
は
原
則
と
し
て

十
六
歳
か
ら

二
七
歳
ま
で
と
し、
こ
れ
を
小
若
勢
(
加
入
後
三
ヶ
年
の
間〉

と
大
若
勢
〈
小
若
勢
の
っ
と
め
を
終
え
た
年
長
者。
尤
も
大
若
勢
は
二
八
歳
か
ら

三
七
歳
ま
で
と
い
う
所
も
あ
る〉
に
分
け 、
両
者
は
平
等
を
建
前
と
し
な
が
ら
も、

実
際
は
小
若
勢
は
大
若
勢
の
指
示
に
従っ
て
様
々
な
下
働
き
を
す
る
11

例
え
ば

寄
合
い
の
と
き
の
席
の
準
備
や
後
片
付
け 、
使
い
走
り
を
す
る
等
々
を
定
め
て
い

る
こ
と
で
あ
る。
ま
た、
休
日
は
藩
で
規定した日以
外
には一
切
行
わ
な
い
と
定

め
て
は
い
る
反
面、
「
正
月
願
日
の
時
は働
く
べ
か
ら
ざ
る
事」
と
し
て
い
る
こ

と、
重
要
問
題
は
大
若
勢
の
会
合
に
よ
り
協
議
決
定
す
る
こ
と、
若
勢
仲
間
の
協

万

議
内
容
は、
他
村
に
も
ら
さ
な
い
こ
と
な
ど
も
注
目
さ
れ
る。

こ
の
場
合
の
若
勢
は、
い
わ
ゆ
る
年
雇
の
若
勢
の
み
を
指
す
の
で
は
な
く、
村

内
の
若
者
全
体
を
意
味
し
て
い
る
も
の
で
あ
ろ
う。
村
の
若
者
は
若
勢
組
に
入
る



2 

村
役
人
も
若
勢
の
要
求
を
容
れ
ざ
る
を
得
な
い。
そ
う
で
な
く
と
も、
若
勢
か
ら

サ
ボ
ら
れ
た
ら
田
畑
の
仕
事
は
進
ま
な
く
な
る。
こ
れ
は
農
家
に
とっ
て
は
致
命

的
な
こ
と
で
あ
る。
残
さ
れ
た
史
料
に
よ
る
限
り、
若
勢
の
要
求
は
大
て
い
の
場

合
実
現
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る。
雇
主
は
藩
役
人
と
か
肝
煎
の
叱
責
を
恐
れ
な

が
ら
も、
若
勢
の
要
求
を
容
れ
て
い
る
の
は
こ
の
た
め
で
あ
ろ
う。
事
実、
臨
時

の
休
み
を
与
え
た
こ
と
が
発
覚
し 、
雇一
主
が
村
役
人
に
詫
び
を
入
れ
て
い
る
例
も

少字な
く
な
い。

若 勢 の 押 休 み に つ い て 再 論

し
か
し 、
ど
う
し
て
も
若
勢
の
要
求
が
容
れ
ら
れ
な
い
場
合
は、
彼
等
は
実
力

を
行
使
し
て
勝
手
に
休
ん
だ。
こ
の
よ
う
に
し
て
獲得した
休日を「押
休み」
ある

いは「押
正月」
と呼んだ。
これ
に
対
し
て 、
雇一
主
か
ら
認
め
ら
れ
た
臨
時
の
休
み

を
「
貰
い
正
月」
と
呼
ん
だ。

若
勢
が
増
休
み
を
要
求
す
る
の
に、
地
蔵
尊
を
川
に
沈
め
る
の
は
興
味
あ
る
習

俗
で
あ
る。
漁
業
に
従
う
海
辺
の
村
々
で
は、
苦
し
い
労
働
の
日
が
続
く
と、
若

者
達
が
浜
に
ア
ン
パ
様
を
杷
り、
翌
日
の
漁
を
休
む
習
俗
の
あ
る
こ
と
は
よ
く
知

ら
れ
て
い
る
が、
農
山
村
に
お
い
て
は、
こ
れ
に
類
似
す
る
例
を
聞
く
こ
と
は
極

め
て
稀
で
あ
る。
西
興
屋
村
の
事
例
は
そ
の
珍
ら
し
い
例
の
一
つ
で
あ
る。

以
下、
藩
制
後
期
圧
内
地
方
に
お
け
る
若
勢
は、
村
の
中
で
ど
の
よ
う
な
状
況

の
も
と
で
日
々
の
仕
事
に
従っ
て
い
た
か、
ま
た、
彼
等
が
強
行
し
た
押
休
み

の
実
態
等
に
つ
い
て
考
察
し
て
み
た
い。

若
勢
と
そ
の
仕
事

先
に
み
た
よ
う
に、
庄
内
地
方
の
い
わ
ゆ
る
若
勢
は
比
較
的
大
規
模
な
農
家
に

年雇
で
雇
わ
れ 、
農
業
労
働
力
の
基
幹
と
な
っ

た
若
者
達
で
あ
る。
年
雇
の
他
に、

農
繁
期
等
に一
日
限
り
で
雇
わ
れ
る
日
雇
の
形
も
あ
る
が
こ
の
場
合
は
若
勢
と

は
呼
ば
な
い。
もっ
と
も、
若
い
者
(
衆〉
と
い
う
意
味
で、
生
家
で働
く
若
者

も
含
め
て一
般
的
に
若
勢
と
呼
ぶ
こ
と
も
あ
る
が、
普
通
に
は
先
の
年
雇
の
若
者

を
指
す。

村
の
人
的
構
成
か
ら
み
る
と、
村
の
若
者
達
(
年
雇
の
若
勢
を
含
め
て〉は
年

令
階
梯
的
な
集
団
を
な
し 、

た。
い
わ
ゆ
る
若
者
組
が
こ
れ
で
あ
る
が、

一
定
の
組
織
を
有
し 、
相
応
の
機
能
を
発
揮
し
て
い

一
例
と
し
て
田
麦
俣
村
(
現
西
田
川

郡
朝
日
村)

た。

の
若
者
組
の
場
合
を
み
る
と、
同
組
は
次
の
よ
う
な
提
を
有
し
て
い

田
麦
俣
村
若
者
御
提
帳

御
仕
置
之
条
々

一、
前
々
従

御
公
儀
仰
渡
さ
れ
候
御
法
度
之
趣
弥
以
堅
相
守、
常
々
相
背
か
ず
様
に
代
々
之

若
勢
急
度
申
附ベ
き
事

一、
若
勢
仲
間
喧
椛
口
論
致
す
べ
か
ら
ず
候
様
に、

老を
敬い
睦し
く
勤
むべ
き
事

一、
髪
月
代
之
儀
は
何
時
な
り
と
も
背
か
ざる
様
に
仕
る
べ
き
事

附、
若
勢
は
申
す
に
及
ば
ず、
大
若
勢
親
爺
達
も
同
前
た
る
べ
き
事

一、
若
勢
仲
間
上
下
無
之
とい
ふとも、
代々
年
寄を頭と
し、
小
若
勢遣われベ
き
事

一、
若
勢
に
相
成
候上
は、
先年
より
十
六
才
よ
り
廿
七
才
辿
交
り
候
得
共、
之
は

吾
々
の
心
持
次
第
致
す
べ
き
事

一、
若
勢
大
若
勢
別
格
に
立
置
と
い
ふ
と
も、
本
は一
本
に
て
平
生
若
勢
立
候
共、

若
し
六
ケ
敷
儀
出
来
仕
候
時
は
大
若
勢
打
寄
り、
其
の
何
か
博
明ベ
く
候
問 、

常
々
大
若
勢
を
敬
ふ
べ
き
事

一、
若
勢
仲
間
の
唱
し
外
所
之
語
り
申
間
敷
事

附、
外
所
の
者
若
勢
の
迷
惑
に
相
成
唱
し
致
し
候
者
有
之
候
は
ば、
急
度
其
本
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し ミ

は
じ
め
に

山
形
県
庄
内
地
方
に
「
若
勢
の
押
休
み」
と
い
う
農
休
み
が
あっ
た。
こ
の
地

「
押
正
月」
と
い
う
こ
と
も
あ
る。

方
で
は、
仕
事
を
休
む
こ
と
を
「
正
月
す
る」
とい
うから、
「押
休み」
の
こ
と
を

圧
内
地
方
は
全
国
的
に
も
著
名
な
稲
作
単
作
地
帯
で、
一
戸
当
た
り
の
経
営
規

模
も
比
較
的
大
で
あ
る。
こ
う
し
た
農
家
で
は、
自
然
自
家
労
働
力
の
み
で
は
充

分
で
な
く、
村
内
ま
た
は
近
郷
の
若
者
を
年
雇
の
形
で
雇
い
使
用
し
て
い
た。
こ

れ
ら
の
若
者
は
同
じ
村
内
の、
ま
た
は
近
郷
の
中
下
層
の
農
家
の
長
男
乃
至
二
・

大

義

友

助

一
軒
の
農
家
で
数
名
の
若
者
を
雇一
う
場
合
も
少
な
く
な
かっ

わ
か
ぜ

た。
こ
う
し
た
年
雇
の
若
者
を
当
地
方
で
は
若
勢
と呼
ぶ。
若
勢
は
年
間
の
給
米

や
休
日
が
決
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が、
彼
等
と
て
生
身
の
人
間
の
こ
と、
苦

二
男
が
多
かっ
た。

し
い
労
働
が
続
け
ば 、
規
定
以
外
の
臨
時
の
休
み
も
欲
し
く
な
る。

し
か
し 、
臨
時
の
休
日
は
普
通
の
手
段
で
は
仲
々
得
ら
れ
な
い
か
ら、
村
中
の

若
勢
達
が
密
か
に
協
議
し
て、
雇
主
に
こ
れ
を
要
求
す
る
こ
と
に
な
る。
若
勢の

代
表
(
若
勢
頭〉
が
雇
主
側
の
代
表
で
あ
る
肝
煎
や
組
頭
に
交
渉
し
て、
臨
時
の

休
日
を
容
認
し
て
く
れ
る
よ
う
に
頼
む
形
を
と
る。
雇一
主
側
も
容
易
に
は
こ
れ
を

認
め
よ
う
と
は
し
な
い。
と
い
う
の
は、
庄
内
藩
で
は
ず
い
分
と
古
く
か
ら
農
家

の
若
勢
の
休
日
を
厳
格
に
規
定
し 、
こ
の
厳
守
を
村
々
に
達
し
て
お
り、
万一
に

も、
こ
れに違反して
増
休
み
を
認
め
ようもの
な
ら、
藩
役
人
か
ら
厳
し
く
叱
ら
れ

る
こ
と
が
御
触
書
に
明
記
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る。

一
方、
若
勢
頭
も
こ
の
場
に
立
ち
至っ
て
は、
黙っ
て
引
下
が
る
わ
け
に
は
行

か
な
い。
西
興
屋
村
〈
現
東
田
川
郡
立川町)
で
は、
若
勢
達
が
雇
主
に
臨
時
の
休

み
を要
求すると
きは、
村
端れの
石造の
地蔵尊を
堂の
前
の
堰
に
沈
め、
要
求
が
容

れ
ら
れるまで、
その
ま
ま
に
し
て
お
くの
が
例
で
あっ
た
と
い
う。
こ
れ
で
は、
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